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フリーフライト栃木大会

この大会は混合級 5ラ ウンドで,国内級
E,G,Rク ラスは 2分Hax係数 1.5,F
lA,B,Cは 3分Hax係数 1,ハ ンドラ
ンチ,ライトプレーンキット等は 1分Hax

係数 3,フ ライオフは係数なしオープンの

ル
‐― ル 。

最高のFF日和となった12月 13日 ,場所
小山駅の南西約 5キロのたんぼで,広さは
充分。熱気球が十数個フワリと浮かんで無

風快晴。参加者の出足も早く,予定を15分
繰り上げて8:15スタートしました。

陽が高くなるにつれて気温は上がり,風
は0～ 2mで経過。この条件はFlB有利
との予想でしたが,日本選手権の後の気の

ゆるみか,前田さん,織間さんは実力を出
せず。優勝は松野さん。機体は国内級G級
規定 (全幅150all以内)一杯のスパンにコ
ード18ollの矩形翼で「座ぶとん」の呼び名

がピッタリ。 2位はE級の本永さん。自称

「無所属新人」,実は小学生の頃からの飛
行機野郎で年季が入っている (といっても

まだ47歳)。 エンジンは熊谷さんに借りた

マーベリック。貸した熊谷さんはビリ。

参加者では最高齢の上原さんは「これか
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ら栃木の親戚まわりでね」と,50ccバイタ
でもう一つの楽しみ (自慢話し?)に向か
いました。

この大会は相撲で言えば準本場所,野球
でいえばオープン戦のようなムードで,カ
ッと熱くなる人はあってもわずか。主催者
TSF(栃木スカイフレンズ)も参加者に
楽しんでもらうのを第一に考えている様子

がうかがえます。TSFは会員は10名足ら
ずですが歴史は長く,エンジン機で実績の
あるクラプ。会員が競技の裏方を引き受け,

競技の後,奥様達がサービスしてくれる豚
汁,お握り,キンピラごぼう等々の味は定
評があり,弁当は持たずに,これを楽しみ
に来る人が年 増々えています。ただし,今
回は,食欲をそそる豚汁のにおいが漂うあ
たりに陣取った人は成績が良くない傾向が

ありました。

次回は4月 4日の予定ですが,この時期
は農作業との兼ね合いがデリケートなので

12月第 2週に定着させようかとの話しも出
ているようです。

[1992年栃木大会の成績]

①松野順一郎 G級 5Haxフライオフ 240
②本永 昇  E級 5Max  ″  190
③武田 敏  R級 5Hax  ″  168
④薄井弘安  E級 5Hax  ″  135
⑤岩田光夫  R級 5Hax  ″  113



見事なフライ ト.20秒～40秒

童心にかえつて機体の製作 (今年は大人の参加が多かつた)。

第 3回模型飛行機
フェスティバル

前号で勝山さんが レ

ポートされた標記大会の

写真が,グ リーンパーク

フライヤーズ世話役の鈴

木毅一さんから送られて

きました。遅ればせなが

らここに紹介いたします。

デモフライトの前の武蔵野中央公園所長の挨拶。

競技に備えてゴム巻き。少年は気軽に,大人は慎重に。 初心者も自信に満ちて発航。
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⑥伊藤俊介 ⑦吉野晃生
⑨前田 喬 ⑩織間政美

③勝山 彊
11位以下省略

岡山だよリ
OFFC,様酬 に

皆さんお元気ですか? 岡山では毎月,
課題機を持ち寄ってコンペを開いておりま

す。先月は )Baxterの ?厖syねt"で新
入会の平田さんが約90秒で優勝しました。

私は60～ 70秒ですので,準々決勝で敗退し
ました。

さて今回は会員の紹介を少々…。

☆仁科会長…知る人ぞ知るP/Pの トップモ

デラす。今や枯淡の境地に達した機体をシ

ゲシゲと見ると,会員は劣等感や無力感に
襲われる。無尾翼,先尾翼なども得意。本
業は写真製版,印刷のプロフェッショナル。
学校の卒業シーズンになると卒業アルバム

製作で大忙し。職業柄かマーキング, レタ

リングも神業の域。

☆丸山さん…緩上昇型の競技機の権威。オ

―ルド?フ ァンらしい落ち着いた飛びっぷ

りに戦前からのキャリアが滲む。工業高校

の先生を引退した人で,地区の模型飛行機
教室の講師として活躍中。会が指導に招か

れた時,ワルガキを扱うのはさすがに手慣
れたもの。

☆清水さん…なんでもござれのこの会の性

格を代表しているような人。コンペではい

つも上位を占める。双発や水上機にも挑戦

し,見て楽しい機体が多い。
農業高校の教頭先生を引退した人で,ワ
ゴン車で全国を走り回る若さ。下度に同じ

機体を数機作る主義で,現在はRCグライ
ダーにも挑み,そのクラブとかけもちの忙

しさ。旧海軍のキャリアが物を言い,視力
が抜群で,先月私N-24(全幅,全長とも
24イ ンチ [60m],21mの プラスチック・ プ

ロペラ付き被覆胴,翼は向白張り,その他
の制限なし。私が発明した新機種です。よ

く飛びますよ。要するに卜30のマイナー版

です。)で視界没を演じた時,最後まで見
えた人。 (あの時は先生は双眼鏡で見てい

たか?)

国際級 ジュニア +
昨年 2月の「第 2回 FlG,FlL P30競技

会」にFlJ(エ ンジン機)を加え,上記タイ
トルに改めて,第 3回を行うことになりま
した。国際級FlQ L潟種目揃った競技会
は日本では初めてです。FlA,B,Cへのス
テップにされる人, 3分 7ラ ウンドが体力
的にきつい人に適していると思います。

また世界に通用する種日であるのも魅力

です。どうぞお気軽にご参加ください。な

お計時は参加者相互でもやっていただくこ

とになると思いますので,どうぞ御協力く
ださい。

日時…1993年 2月 7日  8:00受付
8:30競技開始 予備日2月 14日

場所…大宮たんぼ

P30競技会のお知 らせ

参加費… 1種目1000円 (中学生以下無料)

種目…FlQ FlL FlJ,卜 30

いずれも2分L馬ラウンド,20秒未
満アテンプト1回

規格…FlG/機体重量70g以上,動カゴム10
g以内,被覆胴
FlH/機体重量220g以上 主翼と水平尾翼
の合計面積18dm2以内,曳航索50m以内
FlJ/機体重量160g以上フエンジン排気

量 l cc以下,モーターラン7秒以内
卜30/全長,全幅とも30イ ンチ (762mm)
以内,動カゴム10g以内,被覆胴,プロ
ペラは直径9.5イ ンチ(241Elal)以内のプ

ラスチック製の市販品

主催…代々木スカイフレンズ
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☆吉田さん…FlAからHLG,イ ンドア,
凧にいたるまで。最近はダクテッドファ

ンのインドアで会員を驚かせた。軽量化の

名手で,フ ワフワと飛ばせたら右に出る者

がない。あまりの不思議さに‐部では「あ

の人は人間ではなく,宇宙人ではないか ?

…」という噂がある。

ジーンズ生地の加工会社のオーナー.読
者の皆さんの着ているGパンにストーン・

ウオッシュのものがあ―れば,この人の工場

の製品かも…。

☆国政さん…航空自衛隊の管制官だった人。

・発泡スチロールの魔術師"の異名があり,

発泡スチロールとスチレンペーパーで,ど
んな機体でも二夜で作る。

卜51(ムスタング)に拘っているが伸び

伸びした飛行ぶりは共通している。

コンペでは上位の常連だ力ヽ ゴムの巻き

数で稼いでいるとのヤッカミの声あり。

(1:25の ワインダーでFAIの 3 mm2 50
m, l loopt2000回以上も巻いてしまう。)

フリーハンドのレタリングも絶妙。まだま

だこの会の会員は多士済々ですが,次回に

●編集部より 〔その 1〕

あけましておめでとうございます。

FF Wingsも ,ついに満 6年を無事に越

え・ いよいよ7年目に突入することにな

りました。

今年からは, ご覧のようにオフセット

印刷で,大変見栄えのするものとなりま

した。購読会員のお一人が,印刷関係で

全面的な援助を下さることになりました。

創刊以来,発行部数が伸びて採算がと
れ―るようにならたらオフセットで…とい

うのが夢でしたが,部数は一向に伸びず
。‐,(というよリジリ貧というのが実状で

す),ほ―とんどあきらめていたのですが,

大変ありがたいお申し出で,ご好意に甘
えることにいたしま.した。とは言え,い
つまでも甘えっぱなしというわけにはい

きませんので,早 く独り立ちして歩ける
ように努力していきたいと思います。

本誌創刊の折りは,「 FFマニアの皆
さんから情報を送っていただき,マニア
の手で作り上l九 そし―て大変高価にはな

るハ 皆さんに購読いただく」・・・筆者も,

制作者も,読者も,全てボランティア精
神でとの主旨で発足いたしました。

その意味で,編集部では,極力,手前
ミツな情報の流し方は止めよう…という

こと■ 皆さんからの情報は,FFに関

するものであれば,内容に関係なく―,ど
のようなものでも取り上げさせていただ

きました。今後もこの方針は変わらない

のですが,残念ながら,最近は皆さんか
らの情報が不足気味となっており, FF
以外の話題を取り上げざるを得ない状況

になってきております。できるだけ,編

集部の独断専行は避けたいので,皆さん
の誌面への積極的な参加をお願t‐ いヽたし

ます。

●編集部より 〔その 2〕

昨年は,入院等でサンザンの編集部の
一翼。萱場達郎さんが,昨年11月 22日 ,

東京都武蔵野市の通称グリーンパークに

姿を現し,戦前のFF仲間,戦後のFF
仲間に久々の対面となりました。この調

子で回復すれば,本誌にアイデアを提供

してくださるのも遠くはないでしょう。

久しぶりの萱場さん (右から2人1日 )
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FF海 外 事 情

海外情報あれこれ
―大村和敏―

OCIAM案紙飛行機通信競技

① 80g/m2以下の重さの紙で,A4版
1枚で作った航空機とする。

切断,折り畳み,接着,不要部分の切
り捨てが許される。

② 付加物は,接着剤,バラスト,装飾物
のみ。

③ 高度 2m以下よりの手投げ発航。発航
後は外力を加えてはならない。

弾道飛行は不可。空力的 (揚力によ

る)飛行のみ。
④ 切断,折り畳み工程の図面をつけるこ
と (写真が望ましい)。

⑤ l回の飛行を秒単位で計時する。アテ
ンプト回数無制限。

⑥ 成績には,独立した証人が認めたサイ
ンをつけること。

⑦ 16歳を境に2ク ラスに区分。  以上

○模型航空誌の広告主は?

ドイツとスイスの模型航空誌には,模型
機を飛ばす場所の近くにあるホテルの広告

が掲載されているそうです。

広告代のモトをとるためには,それをみ
て泊まりがけで飛ばしに来る人が,相当数
必要なはずです。このような広告媒体が使

われるという事は,模型航空というホビイ
/スポーツが,社会的に根づいた存在と
なっているからではないでしょうか?

○丁-30級曳航グライダー

全長,全幅30吋以下 (P-30と 同じ)。
PはプロペラのP,Tは曳航 (Tow)の Tだ
と思います。MAXは 2分。

FF_Wings_阻 42

30吋 (762111111)と いう寸法は,ガ 型ヽ機と

して手頃なところなのですが,グライダー
は本来ゴム動力機より大型化しやすい種目

です。ちなみに, FlAは FlBの 2倍の
翼面積であり, FlBと ほぼ同じ大きさの
曳航グライダーは,ノ ーディックA/1で
す。だから,T-30は寸法的にはP-30と同
じですが,種目としての相対的な大きさで
考えるならば,よ り小型の「グライダー」
といえそうです。

○追跡回収用発信機

FF機用の3.5gの発信機を M.Wt10DHOU―
SE氏が製作しています。FlBな らばソロ
バンが合う重量だとはおもいますが,コス

トは発信機が50ポ ンド,受信機が 350ポン
ドとのこと。

○“1/2W"ス ケールモデル

古き良き無制限時代のウェークフィール

ド級の「1/2スケールモデル」は,サ ッ
カー場に手頃な性能になるという事で,イ

ギリスで取り上げられているようです。

この時代の設計は,翼面積は現在のFl
Bと同じでも,かなり太め (縦横比 8く ら
い)なので,1/2に スケールダウンしても
70皿程度の主翼コードはとれます。従って

構造的には原型機をそのままスケールダウ

ンする事も可能です。

ただし,空力的に考えるとR数は 2万そ
こそこになり,加えて12%く らいの厚翼を
使っている場合が多いので,かなり苦しく
なるでしょう。加えて,車輪つき固定脚に
空転ペラという事になると,狭い飛行場む
きの素質は充分です。

AeromodeHer誌 92/6月 号に,JAGUAR機

(TED EVANS 記鷺言十, ROY CHSTERTON 調腱Fテに

よる1948年世界選手権機)の 1/2モデルが,
また同誌91/3月 ,5月 にフルサイズのレプリ

カの製作記事が掲載されていますから,読
み比べると「 1/2W」 の特性がわかります。
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超シンプル構造Lコーキ

この三角ヒコーキ ?との出会いは一昨年

の夏でした。その簡単な形と構造が魅力で,

早速試作。あれ これ改造を重ねて ,

ピューっと上がって落ちるだけでなく,垂
直上昇の後,水平方向の姿勢で滑空するよ

うになりました。沈下率は大きいのですが,

無風の条件で,ゴム巻き数 800回見当で,
1分～ 1分 30秒滞空し,自分なりに「よく

飛ぶ」ものにまとまりました。

[工作のポイント]

1.翼の取り付け角,スラスト角,いずれ
も 0° 。特にスラストは正確に 0° 。コ

メタルのガタも無いように。

2.翼の後退角は,前縁で15° (竹 ヒゴ中
央で30° に曲げる)

3.翼の上反角は,両端を 5 mm■げてエポ
キシで翼台 (ミ ディアムバルサ 1.5111n)

に固着する。

4.翼面には紙を使わず, ビニールかポリ
エチレンの極薄のものを両面テープで貼

る。引っ張らないで,置 くようにして貼
って,余分の部分を切り取って出来上が

り。切り回は補強などの加工はしない。

滑空時には上側に湾曲する程度のたるみ

が必要です。

5.胴体スティックは 4× 4ハードバルサ
2本を貼り合わせて 4× 8 11Ellが良い。

6.翼の取り付け位置は,胴体にプロペラ
とゴムを装着して重心を求めて印をつけ,

ここに翼の前縁から中心線で18%の点を

合わせて,翼台の前後端を輪ゴムで止め
る。 (翼台の前後移動で滑空の状態を調

節する)

7.プロペラ直径は18cm。 ボテっと厚いの
はだめで,薄 くて軽いもの。
8.動カゴムは 3.21111114条。スティック中
央で 5 cmた るむ程度の長さ。

9.ゴムを除いた機体重量は約10g。

プロヽ ラ
直径 130"憫

手杢転
スラスト0°

このプランは「Y
SFだより」(1992
年12月 9日発行)に
すでに発表されたも
のですが,たいへん
面白い機体なので,

小誌でも取り上げま
した。

私も実際にその飛
行振りを見たのです
が,設計者の解説通
りの素晴らしいもの

でした。

[編集部 K.K.]

黎台 O鈍綬静)
|.5m
ミディアム
バ′Lサ

輸
・
nm

4X4ハードバ′Lサ 2枚崎り色わヒ 4X3

―ノしまた|よポリエ手レツ
フイリLム 瞳薄)
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今年のFF世界選手権はアメリカで10月
に行われる。これに出場する日本選手は,

FlA, FlB, FlCそ れぞれ 3名の
チームを組む。昨年と一昨年の日本選手権

の順位で, 1位に12点, 2位 9点, 3位 7

点,以下, 6, 5, 4, 3, 2, 1点 で 9

位までにポイントが与えられ, 2年分の合

計ポイントの多い人から優先して出場権が

与えられる。

1992年の日本選手権は11月 21～23日 に行

われた。実は, これに出ようかと迷ってい

たが,仕事のスケジュールが詰まってきそ

うなのと,順調だった方の 1機がデサマ不

調で無くなって断念した。案の定,21日

(土)博多出張の電話。
「もしも日帰りが無理でしたら,-7白 し

て日曜日に,よろしくお願いしますJ

甘ったるい声の女性が,きついことを言

う。

帰ってきてから,23日のFlBを観戦に
出かけた。場所は千葉県干潟町万才。広大

なたんぼが一面に広がっている。選手,役

員に混じって女性のギャラリーが 4人。19

87年 11月 に,こ こで日中友好競技大会が行

われたが,中国側に女性の通訳がいること
が分かり, トイレが問題になった。たんぼ

の中に建物といえば堆肥小屋だけ。その横

に洋式 トイレがあるが,水が出ない。排水
は無事だったので,綺麗に掃除して「給
水」のほうはバケツの水を使ってもらうこ

とにした。結果は,使用された形跡はな
かった。今回, 4人の女性ギャラリーはど

うしたのか? 難題は鮮やかにクリアーさ

ミスター
「
Fの れていた。答えはビニールハウス。

「中は広くて,誰もいないし,ポカポカ

暖かくて快適でしたよ]

4ラ ウンドまでMax 5人の混戦。風が強

くなってきている。 5ラ ウンドの初めは 3

mく らいだった風速が,途中から5～ 6m
になった。たんぼの端の監視員のはるか上

を通過して,その先の丘を越えて消えて行

く機体が続出。オールマックスも, 5人の

うち 3人が消える「魔の 5ラ ウンド」に

なってしまった。

7ラ ウンドを終了して,ただ一人オール

マックスで乱戦を制覇した岩田選手も, 5

ラウンドで一番機が視界ボツ。 6ラ ウンド

は風下に向かって滑空しながら着地した 2

番機が,滑空速度プラス風速のかなりの速

度で杭か何かに激突したらしく,左主翼を

大破。最終ラウンドは実績のない 3番機で

だったので,Maxをとれたのは運が良かっ

たと語っている。

魔の5ラ ウンドで,平尾機,井沢機も岩
田機とほぼ同じ方向に視界ボツになってい

る。両選手は閉会式そっちのけで機体捜索。

うす暗くなりかけた頃,井沢機だけは見つ

かった。平尾選手は翌週週末にまた探しに

行って,自分の機体は見つからなかったが,

牛の糞の肥溜めに突き刺さっていた岩田機

を発見した。

今年は11月 に,滋賀県大中の湖干拓地で

行われる日本選手権は,1995年世界選手権

の出場権をかけた予選となる。バルセロナ

・オリンピックの女子マラソンの松野,有

森の選考争いのようにマスコミが騒ぐこと

はないが,またFFマニアのドラマが展開
される。今度は参加してやろうと思ってい

る。岩田選手のような「運」には自信はな

tヽが・…。

=ン をグ

その23
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ゴム動力雑論 〔24〕

ゴム動力機の胴体③

大 村 和 敏

日本の現状を考えると,R級を再びオー
プンラバー化する事は,飛ばす場所の条件
から考えて困難といえます。だから, フル

サイズのゴム東 (100mm2ク ラス)に対応す
る,フルサイズの軽量胴体のニーズはあり
ません。

現在のゴム動力競技機で,極限まで軽量
化された胴体を必要とする種目は, P30,

R50な どの小型機群と,大型化を指向した
場合のCDHと いえそうです。いずれも,
ゴム重量は往年のW級の 1/10以下,機体
重量も20～30%と ,大幅に小型化されてい
ます。

1950年代にピークに達したと思われる軽

量化技術は,スケールダウンしてこれ等の

小型機に応用し,生かすべきだと思います。
そこで,前回の表のデータを,小型機向け
に翻訳してみます。

前記の小型機のうち, P30級がモロに軽

量化の利く種日と考えられるので,その胴
体を前回のデータ表より推定してみましょ

う。

まず:寸法 (長さ)を考えると, ビルグ

ゴム無制限時代のW級胴体よりP30級胴体を推定

項   目 原型
(ビルグリ機)

P30
(推定① :単純計算)

P30
(推定② :修正)

備考

長

隔

積

間ク

面

ツ

胴

フ
断

1650mln

1450mln

63.5)〈 63.5mm

720(P30規定より)
630

27.7× 27.7

720

630

30× 30

比率44%
胴長比

同上

動

カ

ゴ

ム

断面積
重 量

張 力

トルク

1 10mln2

155g

100%
100%

19。 2(4.8× 4条 )

10g(P30規定より)
17.5%(断面比)
7.3%(断面比)・ 5

19.2

10

17.5%
7.3%

(17.5%)
(6.5%)

全 重 量 240g (a)48g(20%)

(b)42g(17.5%)

左

左

同

同
通常

軽量型

縦通材の

太さ

4× 4=16mln2

(バルサ)

イ ) 16× 0.2=3.2
=1.8× 1.8
16× 0.175=2.8
=1.7× 1.7
16× 0.073=1.2
=1.1× 1.1

口) ８

鰤

難
図
〓３．

最

Ｌ

重量比(a

(b),張力比

トルク比

l, 
^+tat* 3.2× 1.6mn

=5。 lmm2

口)5。 1× 0.175

=1.1≒ 1.4× 0.8
ハ)5.1× 0.073
=0.4=0.5× 0.8

減

・
８

ゴ

半

脚

ノ、シ

様
張力比

トルク比

胴体重量  1  35g
(長さ lmあたり)(21.2g)
(ゴム100gあ たり)(22.6g)

ｇ

ｇ

ｇ

？

・
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り機 (ゴム無制限のW級),ウ ォットン機
(オープンラバー)を 1/2く らいにすれば,
P30の長さ (30イ ンチ,762mm)になるの
で, この両機を原型としてスケールダウン

してみます。別表は, ビルグリ機を原型と

した例です。

手順は,まず胴長比を基準にフック間隔
と胴体の太さを定めます。次にP30の ゴム

束を想定し,原型機に対する張力とトルク
の比率を計算します。それから,P30の全
重量を,普通の場合(aと軽量化された場合
(b)と想定し,原型機との比率を計算します。
胴体縦通材の断面寸法は,上記の比率を
もとにして定めます (推定①)。 3つの推

定値中最大である重量比 (20%)を とれば

最も安全といえ,その場合の太さは1.8mm
角です (推定②)。

ウォットン機を基準にスケールダウンす

れば, もう少し細い縦通材が使えます。ま

たP30がW級より遅く飛ぶならば,衝突時
の衝撃力も小さくなり,重量比より細い縦
通材を使えるかも知れません。だから,冒
険すれば1.5～ 1.6111111角まで細くできそうで

す。

そうなると, P30の胴体は 5gく らいで

作れる計算です。しかしながら,スケール

ダウンの計算には 2つの問題点があるので

す。

ひとつは,取扱い強度,つまり持ったり,
ぶつかったりしたときの局部的な荷重に対

して計算どおりに細くした部分が耐えられ

ない場合がある点です。飛ばす人の握力は

同じですから,投げる時ににぎりつぶして
しまう可能性があるでしょう。また,工作
時もあまりに細い材料だと扱いに困ります。

もうひとつは,被覆材 (紙や絹など)の
厚さや,塗料の重量が,上記の計算値まで
スケールダウンしにくい点です。この部分

は表面積比 (長さの二乗比)になると考え
たほうが無難で,そ うであればより重くな
るでしょう。さらに,紙の張力もスケール

ダンできないとすれば,それに耐えるため
にはより太い材料を使わざるを得ません。

他方,ゴム束をスケールダウンした場合,
トルクの減りかたは断面積の1.5乗に比例

し,張力の減りかた (断面積に比例)よ り
も大幅です。つまり,小型機になるほど張
力に比べて小さなトルクに耐えられれば良

いわけです。

胴体の構成要素のうち, トルクに対抗す
る部分は,横骨 (特にトラス材)と外皮で
す。だから,この部分の材料寸法の縮小率
は,張力を受ける縦通材より大幅であって
も強度はもちます。

原型機のトラス材を, トルク比によって

単純に縮小すると,表のように非常に細い

寸法になってしまい,前述の取扱上の問題
が生じます。だから,現実的な手法として
はハシゴ構造にして,本数を減らすことに
なるでしょう。

この場合,被覆材 (紙など)に ゴムのト
ルクがかかるわけですが,前述のようにこ
の部分はスケールダウンされにくく,その

余力を持っていると考えられます。

●編集部より御報告

昨年の本誌の収支は下記の通りでした。

〔収入〕

前期前受金  H7,600円
購読料    144,480円
カンパ     16,000円
計     278,080円

〔支出〕
コピー・発送他 92,260円

前受金

計

152,800円

245,060円

この結果,33,020円が残りました。

昨年までは,ワ ープロ印刷でコピーして
おりましたが,本誌の読者でオフセット印
刷を引き受けてくださる人があり, ご好意
に甘えることにいたしました。今号の誌面

でお分かりのように,体裁は大幅に刷新さ

れました。内容も一層充実するよう皆様の

誌面へのご参加をお願いします。

日F Wings  Nh42 -9-
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1月 17日 神奈川インドアプレーン練習会  [時間]午後  [場所]サ ンライフ川崎 (川崎市川崎区
渡田新町3-2-1) [主催]KIPC [問合せ]●044-511-1755茂手木秀次

1月 24日  FlD練 習会  [時間]全日 [場所]マ リエン [主催]KIPC [問合せ]8044-511-
1755茂手木秀次

1月 31日 東京選手会混合級記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]東京選手会
2月 7日 国際級ジュニア+P30競技会  [場所]大宮たんぼ  [主催]代々木スカイフレンズ
2月 14日 神奈川インドアプレーン練習会  [時間]午後  [場所]サ ンライフ川崎 (川崎市川崎区

渡田新町3-2-1) [主催]KIPC [問合せ]8044-511-1755茂 手木秀次
2月 21日  FlD練 習会  [時間]全日 [場所]マ リエン [主催]KIPC [問合せ]8044-511-

1755茂手木秀次

2月 27028日  ミニ公式戦  [時間]全日 [場所]マ リエン [主催]KIPC [問合せ]●044-511
-1755茂手木秀次

3月 6～ 7日 二宮賞国際級大会  [場所]滋賀県大中の湖  [主催]京都フリーフライトクラブ
3月 21日 国内級と小型機混合級競技会 [場所]鈴鹿市楠たんぼ [主催]中部フリーフライ トクラブ
3月 28日  A口 C級混合記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]東京選手会
3月 28日 神奈川インドアプレーン練習会  [時間]午後  [場所]サ ンライフ川崎 (川崎市川崎区

渡田新町3-2-1) [主催]KIPC [問合せ]8044-511-1755茂 手木秀次
4月 4日 栃木大会 (混合級) [場所]月 山ヽ市石の上  [主催]栃木スカイフレンズ
4月 4日 (未定) GPF競 技会  [場所]武蔵野市中央公園 [主催]グ リーンパークフライヤーズ
4月 18日 第51回 YSF競技会  [場所]武蔵野市中央公園  [主催]代々木スカイフレンズ
5月 16日 昭和記念公園FF大会  [場所]昭和記念公園  [主催]日本模型航空連盟
6月 (未定) 昭和記念公園大会  [場所]昭和記念公園  [主催]公園管理財団
8月 21日 模型航空シンポジウム  [場所]東京都新橋 航空会館  [主催]日本模型航空連盟
8月 29日 (未定) GPF競 技会  [場所]武蔵野市中央公園 [主催]グ リーンパークフライヤーズ
9月 12日 第52回 YSF競技会  [場所]武蔵野市中央公園  [主催]代々木スカイフレンズ
9月 26日  松茸大会  [場所]鈴鹿市楠たんぼ  [種目]E,R,G,HLG級  [主催]中部フ

リーフライトクラブ

10月 3日 (予備日10月 17日 )全 日本国内級競技会  [場所]大宮たんぼ [主催]日本模型航空連盟
10月 31日 (未定) 模型飛行機フェスティパル  [場所]武蔵野市中央公園 [主催]武蔵野中央公園
10月 17日 国際級ジュニア+P30記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]代々木スカイフレンズ
10月 24日 東京選手会混合級記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]東京選手会
10月   フリーフライト世界選手権  [場所]アメリカ [主催]国際航空連盟
H月 20～ 22日 日本選手権 (FlA,FlB,FlC) [場 所]滋賀県大中の湖  [主催]日本模型航空連盟
12月 5日 東京選手会混合級記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]東京選手会
12月 5日 二宮賞国内級大会  [場所]滋賀県大中の湖  [主催]京都フリーフライ トクラブ

●本誌の購読料 は 5回分 1000円 です (送料含む )。 御送金 は郵便振替を御利用 ください
郵便振替 口座/東京 4-398372 加入者名 /FF WINCS
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顆顆躙同文
第42号 1993年 1月 15日発行 〔会員配布〕

FF WINGS編 集部
0221横浜市神奈川区鳥越6-5

0202保谷市本町6-18-10勝栄荘3

0176東京都練馬区桜台4-34-13

山森喜進

萱場達郎

小林方



1993年 3月 10日発行

No43 1993MAR.
庄内ピーナツの面 が々
武蔵野中央公園に

山森喜進

昨年の11月 22日 に,名古屋の庄内ピーナ
ツの方々が武蔵野グリーンパークに来られ

るというので,横浜の岸根公園FFグルー
プの方の車に便乗させていただいて, 2年
ぶりに訪ねてみました。

庄内ピーナツについては前にも紹介した

ことがありますが, ピーナツ・スケールを

主体としたFFの グループで,会員は80名
にものぼります。隔年毎に名古屋庄内緑地

で行われるピーナツ・スケールの国際大会

には,外国からの参加もあって,今年も 8
月には第 5回のインターナショナル・ コン

ヽ
］ヨ
日
●ヨ
●●日
●‥
ヨ
ヨ

Ｆ

↑ピーナツにめのない大田,杉本,菅原の3氏

テストを行う予定になっており,幅広く活
動しているFFグループです。ピーナツ・
スケールといえば, ご存じの通り,スパン
13イ ンチのスケールモデルですが,一部の
方は外国のコンテストにも参加し,またモ

デル雑誌などにも紹介されて高い評価と実

績があります。今回もその素晴らしい作品

の数々を見ることができるので楽しみでし

た。

庄内から徹夜の運転で来られた杉本さん

はじめ 9名 ,それに東京はじめ千葉,神奈
川,埼玉と合わせて22～ 3名。勢ぞろいし
た機体はピーナツを主体として,その数全

部で120機以上になるかも。古典機,第一
次大戦機,ゴールデンエイジ,第二次大戦
機,現代機といろいろ。なかには特殊な機
体としてヘリコプターやュニークなプッシ↑太田さんの戦闘機は絶品だ

FF Wings  NQ43 -1-



↑三並さんの格納箱(カナード機が見える)

ャー式ガル型やプテラノドンをはじめ, C

02,エアエンジンなど色とりどりの美し
い機体が格納箱から次々とブルーの大きな

シー トの上に並べられ壮観でした。

皆それぞれ持ち味を生かした個性的なも

のや,工作技術の水準も高く優れた逸品も
数多く,制作意欲が盛んなのには驚かされ
ました。個々の作品については紙面の都合

上紹介できませんが,岡山から参加した国
政さんの機体は発泡スチロールやスチレン

ペーパーの素材を生かした,見応えのある
もので,飛行も素晴らしくスチレンに興味
がある私には,大変参考になりました。杉
本さんや千葉の太田さんの機体は相変わら

ず見応えがありました。

私は足が悪いために,なかなか遠出する
ことができません。三並さんはじめ皆さん

大変気を使ってくださいまして,私のため
に椅子を提供してくださり助かりました。

90年の11月 に,やはリグリーンパークでお
会いして以来でしたが,いつもお会いして
いるような気安さでお話しができて,楽 し
いひとときを過ごすことができました。

競技の方はスケールとセミスケールの 2

班に分かれて,マスランチの形で行われま
したが,気象条件もよく,皆素晴らしい飛
行ぶりでした。上位入賞者には,伊神さん
の素晴らしい楯をはじめ記念品が贈られま

した。また国政さんのスチレン高翼機はサ

ーマルにのって見事視界没となりました。

FF Wings  NQ43

↑国政さんのプッシャー式のユニークな作品

当日は庄内ピーナツの皆さんの他に,伊
神さん,萱場さん,平岡さん,岡本さん,
グリーンパークフライヤーズの鈴木さん,

福田さんにもお目にかかりましたし,ま た

大型のFF愛好家の方々の飛行も拝見でき
ました。グリーンパークの大変楽しい一日

でした。

」IAC主催の標記大会が,関東地区の室内
機マニアを集め,昨年12月 27日 ,東京都江
東区の夢の島体育館で開催されました。

年末の忙しい時期に行ったためか,東京
勢の参加が少なく残念な結果になりました。

来年度はこれを教訓にして, もう少し時期

を早めることを考えたいと思います。

気温18.0℃,湿度58%と ,あまり良いと
はいえない条件のなかで,記録はまあまあ
というところでした。

〔1992年度 FlD関東選手権 口記録〕
1木原一正 23'04*24'01  -  一
2原田良介  9'35 12'39*18'41 18'14
3 ノヽ¬F  セ雪    ――     ――  *15'30    -―

4三沢正敏 *15'05 14'43  -  ―
5竹内淑朗  7'25 13'08 4'27*14'33

1992年度FlD
関東選手権大会

-2-



6田中泰孝  4'35
(2)野中繁吉  3'25
(タイム :分・秒,

――  *11'41

*23'51  21'45

*印が記録 )

季節はずれの春一番が吹いた翌日の2月

7日 ,天気予報の「午後から雨」は外れた
が風は的中して,主催のYSF役員には気
の重い天気でしたが,大宮タンボには予想
以上の22名が集まり,横浜からも新井さん
の車に近藤さん,船山さん,菅原さんが乗
って到着。予定通り8:30競技を開始して,
発航地点を思い切り風上へ移しました。

種目はFlG, FlH,P30,そ れに今
回からエンジン機のFl」 が加わった。特
にエンジン屋は気合が入っていて,ルール
説明も聞かずに,さ っさと風上へ移動して

派手にノイズを響かせ始めた。

全種目2分Max,5ラ ウンド。風は初めは

4～ 5m,10時頃には10m,その後さらに
強くなり,ま るで春の嵐。
YSF主催の競技会は役員も競技委員長
も競技に参加してしまう。アンパイヤーが

バッターボックスに立つようなものだが,

これが通例でごく自然に許されている。こ

れが今回は弱みになった。10:30に もう飛

ばせる状態でないと判断して,役員が途中
打ち切りを検討したが,すでに5ラ ウンド
終わっているFl」 の 2人の気合に,選手
兼競技委員長は負けてしまって,予定通り
11:30ま で続行と決定。その後ただ 1人チ

ャレンジした金川さんのFlHはMaxで視
界ボツ。まず見つからないと思ったが,「行

ってみようか」と,倉田さんが車で探しに
出かけた。この人は機体捜索に不思議な力

を発揮する。20分後に金川機を見つけて帰

FF Wings  NL43

ってきた。 3位の武田機も4ラ ウンドで視

界ボツ。これも12時過ぎまでてこずったが

倉田さんが出動して見つかった。

タイムキーパーに動員されていた武蔵工

大航空研究会の市村君は「鳥人間コンテス

ト」に出場する機体を製作中。吉岡先生か

らFF模型のノウハウを探るチャンスを与
えられ,常識的にフライトを見送っていた
人たちから盛んに情報収集して「収穫はあ

りました」とのこと。 8月 の琵琶湖の武蔵

工大機に注目です。

競技の後にいただいた,東野夫人のご厚
意の「秋田の稲庭うどん」は酒通の間では

有名なもの。 3杯目にも堂々とお代わりし

ている人もいました。

競技の結果は下記の通り。実力を出し切

った人はいませんが,このところ目立って

調子を上げている,本永さん,熊谷さんの
競り合いには圧倒されるものがあります。

[競技の結果]

順位 名 前 機種 タイム 消化ラウンド
1  冽卜月に  夕手  FlJ   595      5

2 熊谷克己 FlJ 555   5
3  正ミE日   句女  FlG   470      4

4 石井英夫 FlG 382   4
5 森沢敏男 Fl」  360   3
6 倉田泰蔵 FlG 360   4
7 東野長生 FlJ 360   4
8 金川 茂 FlH 358   4
9 吉岡靖夫 FlH 307   3
10 勝山 彊 FlG 281   3
11 品川伸一 FlH 240   2
12 萩田一彦 P30 236   4
13 吉田利徳 FlG 182  2
14 吉野兄生 FlG 159   2
15 菅原隆生 FlG 120   1
16 岸 貞男 FlG 120   1
17 岸 光夫 FlG 120   1
18 船山栄次郎FlG  90   1
19 新井敏治 FlG  41   1
20 金川 茂 FlJ  38   1
(以下省略)

国際級ジュニア+P30競技会
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ソ…ラープレ…ン
ひまわり号

太陽電池で二次電池を充電し,その放電
エネルギーで上昇してテルミークを求めて

滑翔する方式の,ソーラープレーンを作り

ました。

FFでなく,ラ ジコンなのは申し訳あり
ませんが,何 となしに旧時代のウェーク
フィールドの面影がある姿態でもあり,こ

こに報告させていただきます。

太陽電池は変換効率が15%と高い,単結

晶シリコンのセル20。 4ワ ットを,主翼上面
に貼りました。大切な翼型をさほど損ぜぬ

ように,セルはメーカーにお願いして,103

1111角の標準品を 3分割して作ってもらった

短冊形です。それが42枚で重量は172g,

配線まで含めると全備重量の20%強を占め

ます。太陽電池は非常に脆く壊れやすいの

で,表面を透明のオラカバーで被覆したた
め透過損失10%が生じますが,晴天の日射
のもとで,電圧10。 lV,電流1.8Vの出力が
あります。

二次電池は7.2V× 600mAhのニッケル・カ

ドミウム電池パック,モーターの出力は推

定約34Wで ,10。 9対 1の減速機を介してプ

ロペラを,約1700rpmで駆動します。その
プロペラの翅幅分布は,本誌36号の大村和

敏氏の「ララビー式プロペラ」に拠らせて

いただきました。

機体の諸元は別表の通りです。

胴体は檜の 3 mm2(た だし肋材の一部は

バルサ)で組み,実験機なので何でも出来
るように,胴体の最大断面は少々太めにし

ました。主翼のリプの 3枚目毎に設けた

「受け」のバルサ片に太陽電池セルを貼る

には,セ メダインいの新製品「スーパーX,

NQ8008」 を使用,好結果を得ています。
水平尾翼は全体の角度を操作するフライン

グ・テール式。プロペラはソフトバルサか

ら削り出し,薄手の硝子繊維布 (マイクロ

グラス)をポリエステルで両面に貼り,磨
き出してあります。

機体を傾角30° の架台に載せ ,

晩秋の晴天の太陽光で,完全に放
電させた二次電池に給電した時の

満充電所要時間は,24分でした。

機首を風上に向けてモーターを

全力で回すと,強化プラスティッ
ク歯車の 2段減速装置の快い音を

響かせて,プロペラの推力が手首
に伝わってきます。機体を幾分上

向きに空中へ押し出すと,手を放
れた機は風上に向かってグングン

と上昇,ダウンスラス トはわざと

野田廣太郎
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付けてないので,「下げ」トリムで頭を抑
えつつ高度をとります。

やがて機は上昇気流の泡の中に入り,プ
ロペラを折り畳んで最少沈下率で滑空,翼
に太陽の恵みを存分に受けて更なるエネル

ギーを,二次電池へ充電して行くのです。
なかなか快晴日に暇がなく,今までの最
長滞空時間は19分10秒と,まだ不本意な成

績ですが,遠からず当面の目標の60分滞空
を果たしたいと思っております。

諸  元
全  幅…………………………220011nll
全  長・…… …………………・。115011111
主翼面積……………………… 42.8dm2

プロペラ直径…………………… 420111111

プロペラピッチ………………… 380111111

全備重量…・………………………980g

翼面荷重……………・………22.9g/dm2

主翼翼型……………………Eppler 193

水平尾翼翼型……………… NACA 0007

GpFよ りお知らせ
グリーンパークフライヤーズ (Gp
F)では,去る 1月 24日 ,会務世話人会
を開催し,平成 4(1992)年度の会活動の
まとめと,平成 5年度の行事等の計画を
検言寸しました。

そこで,FF WINGS読者の方々にも広く
ご参加・ご協力頂きたい行事について,

お知らせいたします。

1.春のGpF競技会
日時 :4月 4日 (日 )/予備日4月 11日
(日 ),受付 :8:30～ (エ ントリー締
切り9:45),競技スタート:9:00

内容 :GpF競技会要領 (案)による
(次頁参照)。

(なお,今後GpFが単独で主催する
競技会は, この要領によって行う方
針です。)

2.秋のGpF競技会
日時 :11月 7日 (日 )/予備日11月 14日

(日 ),受付・スタートおよび内容は
春のGpF競技会と同様とします。
3.なお,夏の終わりにやっていたGp
F競技会は,YSFの 競技会と日程が
重なることもあり調整中であります。

4.第 4回模型飛行機フェスティバル
武蔵野中央公園側も開催の方向です
ので,11月を中心に具体化を進めます。
ボランティアのご協力をお願いします。

(GpF/鈴木毅一)

第 4回 FF模型飛行機大会
〔日時〕 5月 23日 午前 9時30分～,雨
天中止,小雨決行
〔場所〕東京都立川市 0昭和記念公園み

んなの原っぱ

〔参加費〕500円 (公園入場料とは別)

〔参加資格〕危険のない機体なら誰でも

可。飛行機がなくても参加賞のキッ

トでエントリー可。①～⑦は 1人 1

種目に限る。

〔競技種目〕①参加賞級 ②A級ライト
プレーン (折 リペラ可) ③ B級ラ
イトプレーン (折 リペラ可) ④C
級グライダー (翼幅80cm,索50m以

下)⑤ カタパルト,ハ ンドランチ
グライダー ⑥ピーナツスケール
⑦混合級 (R級, G級等大型機は除
く)③ 女子の部 ⑨スケールスタ
ティックの部

〔競技方法〕⑤は 5投中上位 3投の合計,
その他は 3ラ ウンド。全て 1分Max。

③は①～⑦に参加の女性で順位決定。

○前回と同じルールです。初心者でも楽

しめる大会にしたいと思います。どうぞ

お誘い合わせの上, ご参加下さい。
○なお,今年は公園の十周年記念行事が
連続していて,一般入園者が多くなりま
すので,危険防止のチェックが厳しくな
ります。

〔主催〕」MA(日本模型航空連盟)

FF Wings  Nh43



…
GpF競技会要領 (案)―

1.種目,Maxタ イムおよび発航回数
(1)ライトプレーン R-30(空転ペラ,2脚付き)
40秒  3回 (原則地上発進)
(aラ イトプレーン A(空転ペラ,機体長50cm以

下) 60秒  3回
8)ラ イトプレーン B(折リペラ,機体長50cm以

上) 60秒  3回
(4)ミ ニクープ(機体重35g以上,ゴム5g以下)
60秒  3回
(5)純スケール(閉脚機の開脚時設定可)

30秒  3回
16)セ ミスケール(脚および操縦室付き)

40秒  3回
(η ピーナツスケール(閉脚機の閉脚時設定可)

30秒  3回
18)混合(ラ イトプレーンA折リペラ,ラ イトプ
レーンB空転,R-50,P30等) 60秒  3回
〔注〕

・過去の実績,当該競技会のエントリー状況
により,会務世話人会があらかじめ,あ る
いは競技委員長が関係者と協議し,会場で
の判断で種目の統合ができる。

・その場合,必要によリハンデタイムを乗せ
ることができる。

(例 :R-30と ライトプレーンAの統合
→R-30の タイム×1.5)

2.参加機の条件
(1)ゴム動力によるプロペラ推進 (グライダー

除外)機とする。
(2)機体長および幅各90cm未満 (ウエーク,国
内級等大型機除外)とする。
(3)火縄使用機は火縄の落下防止機構付きとす

る。

3.競技の条件
(1)エントリーは 1種目につき 1機,ただしク
ラッシュ,視界没の場合は,同種目機の代
替え可とする。

9)1種目4人以上のエントリーで当該種目の

成立とする。

(3)アテンプ トは 1発航につき1回,発航後 5

秒以内とする。

14)空中衝突,凧およびサーマルストリーマー

等への接触の場合は,競技者の申告により,
当該発航の再発航を可とする。 (ただし,

計時員の認定要,再発航タイムを採用。)

(5)空中分解の場合は,計時員が確認できる機
体の一部の最も早い着地で航了とする。

G)フ ライオフの発航方法およびMaxは,競技
委員長が関係者と協議して定める。

仔)入賞機については,必要により機体審査,
実機質問ができる。

4.表彰
1位～ 3位 (中学生以下別表彰), ブー
ビー賞 (5人以上エントリーの場合の種目)

5。 競技の運営

(1)企画は会務世話人会が行う。

12)行事世話人会を組織し競技委員長,同副委
員長,その他のスタッフを委嘱し競技会を

運営する。

0)計時は参加者の相互協力で行う。

に)準備および後整理は参加者全員で行う。

6)競技運営について, ここに掲げるほか必要

なことは関係者と協議して競技委員長が定

める。

6.参加費
01種目1000円 ,2種日以上 1機当たり500円
○中学生以下無料

7。 その他

(1)エントリーは競技開始時間前に行う。 (た

だし,事情があって遅れた場合はスタート
後45分まで認める。)

(2)あ らかじめフライオフ開始時間を定めてス

タートを宣言する。

6)エ ントリーは原則として 1人 2種目までと

する。ただし,競技委員長が競技進行,成
立等を勘案して認めた場合はこの限りでは

ない。

14)公園広場を利用しての競技会であるので,

利用者との調和の配慮とりわけ事故のない

よう充分注意して行う。

競技中の本人および第二者への事故は,

応急処置の他は参加者自身の対応とする。

よって,参加者は第二者障害保険等に加入
していることが望ましい。

〔追記〕

A。 本要領は,過去のGpF競技会要項を基
に所要の変更と文書整理したものです。

B。 第 6回 GpF競技会は,総会前に行われ
る予定ですので本要領で実施することとし

ます。 (今競技は,R-30と ライ トプレーンA

を統合して行う。ただし,R-30カ ップ別表

彰)。 (資料/鈴木毅一)
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FF海 外 事 情
田田踊

ゴム動力機の

大型化の限界
―大村和敏―

自分がやっている機種を,他機種 (それ
もなるべく極端なもの)の視点から見直し
てみると,新 しい発見をすることが多いよ
うです。AeromodeHer誌 92/7月 号に,昔
(1939年 )の超大型ゴム動力機の復刻版が
掲載されていますが,狙いはこのあたりと
思います。

1.5頁ほどの写真主体の記事で,短い活
字の情報は誰が読んでも同じと思われがち

ですが,自 分が蓄積したデータと知識に
よって,行間を読み取ることができれば,
情報量は何倍にも増えます。「雑論」など

の解説記事は, このような潜在的な情報を

読み取るための道具であり,本稿はその
ケース・スタディーです。

まず,原文からデータ部分を拾ってみる
と,次のようになります。

×     ×

スパン 8.5吠 (2.6m)
コー ド 12吋 (0。 3m)

全重量 47オ ンス (1350gく らい)
プロペラ直径 20吋 (5081m)

翼面荷重 約 6オ ンス/平方唄
(18-18g/dm2く らい)

動カゴム ① 8条×4東 (ギヤ)
②28条

③14条×2東 (ギヤ)

被覆前片翼重量 3オ ンス (85g)
縦通材 1/4吋 (6.5111111角 )

リブは組立式軽量構造

形は,要するに古典的な軽飛行機のセミ
スケールで,双車輪式固定脚の客室つき高

FF Wings  NL43

翼単葉 (支柱つき)機です。ただし,縦横
比は 9に近く,低翼面荷重なので,見かけ
以上に滞空性能はありそうです。

機体の大きさそのものは,エ ンジン機や
グライダーでは珍しくないサイズですから,

製作は軽量化さえ心掛ければ何とかなりそ

うです。構造は角材組み立て式ですから,

縦通材寸法 (6.5111111角 )を基準に月ヽ型機を
スケールアップ可能です。

問題は動力関係で, FlBの 6倍の重量,
さらにもっと大幅に大きい抗力に打ち勝

つだけの推力が出せるのでしょうか? ち
なみに,ゴム束の太さはFlBの約10011El12
が限界と思われ,その太さのゴムにしても
無限に長い束は扱いきれません。 (原文に

は,「ゴムを巻き込むために 3人必要」と
あります)。

また, FlBよ りだヽさなプロペラ (スパ
ンの20%以下)も気になります。最近の滞
空機のスパン50%以上の大直径ペラを見慣

れている目には,いかにも頼りなく見える
のです。

さてこの超大型ゴム動力機の問題点は,

動力関係です。つまり,常人の腕力で巻け
るゴム東に,適当なプロペラを組み合わせ
れば,FlBの 数倍の推力を発生させられ
るか ?ということです。

まず,原文データのゴム束の太さとトル

クを分析してみます。

ゴムの トルクは断面積の1.5乗に比例し

ますから,超大型機で試みられた 3種のゴ
ム束のトルクの比率は,次のように計算で
きます。

①ゴム 8乗 4束をギヤで 1軸にまとめる。

トルク指数=81・
5× 4≒ 90.5

②28条

トルク指数 =281・
5≒ 148

③ゴム14条 2東をギヤでまとめる。

トルク指数 =141・
5× 2≒ 105

原文によると,①はトルク不足,②はゴ
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リラでなければ巻き込めず,結局③に落ち

着いたとのこと。ゴム1条の太さが記され

ていないので, 1× 6と仮定して推定を進

めましたが,後述するようにこれで矛盾は
なさそうです。

そうであれば,決定された③の動カゴム

はFlB・の約 2倍のトルクを発揮するこ
とになります。 (Ⅲ 14条×6=84111112)

次に,ゴム束の長さが推定できれば,ゴ
ム重量と巻き数が計算できます。

胴長=スパン×0。 7(縦横比が大きめのセ

ミスケール機)

フック間隔=胴長×0.85

と想定すれば,ゴム束の長さは
2.6rn× 0.7× 0.85≒ 1.55m

ゴム重量 (比重≒1)は

0.84× 155× 2≒ 260g

最大巻き数 (K=7)は

(1550/V″百T)× 7豊■1180[ヨ

要するに, FlBと 同 じ太さで,長さ
(巻き数)が 3倍強のゴム束を, 2東巻き
込むわけです。最大 トルクは同じとしても,

総エネルギーが 6倍以上ですから,常人が
1人で巻 くわけにはいかないようで,原文
を見ると3人がかりで巻き込んでいます。

実験するまでもなく,このあたりがゴム

巻きの限界と思います。①案の「 8条×4

本」という動力も,巻き込みやすさを指向
した設計 (労力を細分化)と考えられます。

次にプロペラの回転数を推定してみます。

プロペラが相似型 (直径, ピッチ,翅幅
の比率が同じ)であれば,回転数は
プトルク/(直径)b

に比例します。

FlBの場合, 6111111× 14条のゴム東に直
径56011111の プロペラをつけると,

10～12回/秒の回転数になります。

超大型機の場合,上記の 2倍弱 (ギヤ効

率分だけ目減りする)の トルクのゴム東に,
90%(508/560≒ 0.9)の直径のプロペラをつ

けたわけですから, FlBを 1と した回転

FF Wings 阻43                 ~8-

数の比率は次のようになります。

1/2/(0.9)5≒ 1.8

つまり, FlBが 10回/秒なら超大型機
は18回/秒,12回/秒のときは21.5回/秒。

大ざっぱに言って20回/秒程度の回転数は

期待できそうです。

従って,モーターランは

1180回/20回≒60秒

ゴム lgあたり出力を0。 8kg―mとすれば,
1秒あたりの投入エネルギーは

260g× 0.8kg― m/60秒≒3.5kg― m
つまり,平均出力は1/20馬力以下です。
他方,超大型機を水平飛行させるには,
どれくらいのエネルギーが必要でしょう

か ?

翼面荷重19g/dm2, cL=0。 7とすれば,

飛行速度は

1.26× /19/0.7≒ 6.6m/s

固定脚で,断面積が150× 300く らいの太
い胴体ですから,滑空比 6～ 7と考えると,
沈下速度はちょうど lm/秒 くらいになり
ます。従って,水平飛行に必要なエネル
ギーは,

全重量1.35kg× lm/秒 =1.35kg― m/秒
ゴム東から投入されたエネルギーは3.5

kg mな のですが,後流中に太い胴体が入
るので,プロペラ効率は競技機より大幅に

低下すると考えられ,飛行に役立つ部分は

半分くらいになるでしょう (1.75kg― m)。

そうなると余裕はあまりなく,スケール的
な浅い上昇角の飛行になりそうです。

1939年と92年と2回テストされているわ

けですから当然とは言え,超大型セ ミス
ケールというアプローチとしてバランスの

とれた設計です。ただし, 日本人の平均的

腕力が欧米人より低いならば, これでも手

に余りそうです。思考実験としても,ゴム

動力機がどこまで大型化できるかという問

題は,興味深いテーマと思います。



ミスター
「
Fの のと同じエネルギーが必要だから,早く群

に追いつかないと体力はもたないだろう。

懸命に追いかけている。

前を行く一団が「おかしな」旋回をして

いる真下までやっと追いついて, ピタリと

=ノ をグ

冬にしては暖かく,かすかな南風が吹  羽ばたきを止めてサーマルに入った。わず
いていた。大宮たんぼでは東京選手会の混  かに内側にバンクして理想的な旋回半径で
合級記録会が行われ, フライオフの2ラ ウ  グライドしながら上昇してゆく。上の一団
ンドが始まろうとしていた。このとき,北   も,初めはこれと同じ旋回半径だったが,
の空に渡り鳥の一団が現れた。約50羽 くら  今は半分くらいの半径で飛んでいる。旋回
いだろうか,逆 V字編隊で南へ向かってい  の度に高度差が少しずつ縮まってゆく。
る。ガンの一種だ。 上の一団は,追って来た仲間の一羽を待
渡り鳥は省エネのために上昇気流を利用  つために,わざと効率の悪い旋回で,獲得
して,高度を稼ぎながら移動するという。   高度を犠牲にしながら待っていたのだ。後
地上で飛行機を飛ばしていた我々には,周   の一羽は最も効率的な旋回半径のままで上
期的に強い上昇気流が発生しているのは分  昇して,高度でも一団に追いついた。
かっていた。渡り鳥たちはどうするかなと   一羽を加えた一団は再び逆V字に戻って
見ていると,数百メートル通り過ぎたあた  真っ直ぐ南へと飛び去った。
りで,急に逆V字がくずれて,旋回に移っ このときのサーマルの周期は15分か20分

て上昇気流に入った。羽ばたきは止めてい  位だったと思う。このうち上向きの気流が
るのにぐんぐん上昇する。完全にサーマル  生ずるのはせいぜい 3～ 5分位だろう。初
に乗っている。うまいもんだと見とれてい  めが強く,だんだん弱くなって消える。
たが,高度が倍になったあたりで,少し様   前の一団がサーマルに入ってから,後の
子がおかしくなった。急に旋回が小さく 一羽が追い付いて群の中に加わるまでの時

なった。大きなバンクで窮屈そうに急旋回  間は 3分位だったと思う。
をして,ほとんど上昇しなくなった。 群のリーダーは一羽遅れている仲間がい

サーマルは中心からある距離に, ドーナ  るのに気が付いて,どうすれば良いか考え
ツ状の渦があって,その内側は中心に近い  た。時間とエネルギーのロスは最少にしな
ほど空気の上昇速度が速いという。この部  ければならない。答えは,発生したばかり
分に乗っているのに,遠心力にさからって  のサーマルに入って旋回しながら待つこと
エネルギーをロスして45度以上のバンクで  だった。サーマルは 3分は続く。遅れてい

その24

無理な急旋回をしている。

「何やってんだ? もっと大きく回れ !

少々優越感にひたったが, このあと,

間共は思い上がりを反省させられる。

た一羽が同じサーマルを利用して追いつけ

」  る高度はこのあたりだと判断して,我々が
人  見て「おかしな」旋国に移った…。

帰りの車の中で, しっかりと思い出して,
この一団の後にポツンと300メ ートルく  頭の中で以上のように整理した。
らい離れた一羽がいた。高度もかなり低い。 あの旋回半径は,嬉 しいことに,今日飛
一羽だけで飛ぶのは,逆 V字の先頭を飛ぶ   ばした機体とほとんど一致している。

FF Wings  Na43



ゴム動力雑論 〔25〕

ゴム動力機の胴体④

大 村 和 敏

前回までは,い うなれば古典的軽量構造

胴体について分析してきました。これは,

空を飛ぶものの一要素としては正統的なも

のであり,極限まで最適化されたものと言
えますが,現在の主流種目であるFlBと
は適合せず,傍流化されてしまっています。
それでは,現在の主流であるゴム動力機
の胴体とは,どのようなものなのでしょう
か?

歴史的に追ってみると,1953年にW級の
ゴムが80gに制限されたとき,胴体の性格
あるいは設計条件の変化がはじまったと言

えます。

この規定変更 (ゴム制限)によって,50
～70gの余剰重量が,性能あるいは効率を

向上させるために機体各部に追加できるこ

とになりました。たとえば,主翼やプロペ

ラにより重量をかければ,よ り精密な形や

構造を使え,空力効率が上がります。
他方,胴体はより丈夫になれば取り扱い

に気を使わずに酷使でき,ゴムも切断を恐
れずに巻き込めます。軽量構造胴体の場合,

1回のゴム切断でも致命的なダメージを受

けますから,そ うでない場合より巻き込み

は甘くなり,よ り少ないエネルギーしか投

入できないでしょう。そして, ゴムが80g

に減ったとき,ラ ウンド数も3回より5回

に増したので,それだけゴム切断の機会も

増大したのです。

そこで,紙または絹ばりに代わって,
シート張りの構造が増えました。当初は,

従来の胴体に 1～ 1.51nlll厚 のバルサを張っ

た構造で,縦通材や横材はそのまま残され

ました。次いで工数削減のために次第に外

FF Wings  No43

板が厚くなり,内部の骨組みが簡略化して
いきました。最終的には厚さ2.5～ 3111111の

外板を紙で補強し,内部の骨組みを全廃し

た構造も出現しています。

軽量構造の胴体は,ゴムのトルクに耐え
るためにある程度の太さを必要とします。

つまり,よ り軽い (弱い)構造を使うため
には,ゴムの回転軸よりなるべく外側に離
れ,ね じれ方向のモーメントアームを大き

くしなければならないのです。

その点シート胴の場合は強度に充分な余

裕がありますから,ゴムが当たらない限度
ぎりぎりまで細くでき,空気抵抗も小さく
できます。ただし,その代償として重量は
2～ 3倍に増加し, lmあたり60gく らい
になりました。

1954～ 6年のゴム80g時代は,ゴムたば
の長さが800～ 1000111111で ,標準的なW級の

胴長と見合った寸法でした。そのため後

フックは尾翼直前まで後退し,胴体全体が
ゴムのトルクを負担する「狭義のゴム動力

機用胴体」(本誌m41参照)で した。

ところが,1957年よリゴムが50gになる

と,フ ック間隔は500～ 60011111と短縮し,胴
体後半はゴムの トルクより解放されました。

従って,以降のW級 (FlB)の胴体は,
前半がゴムのトルクを受ける「ゴム動力機

の胴体」,後半が尾翼を支えるだけの「グ
ライダーの胴体」に分化したことになりま

す。この分化は,CDHを はじめとする動
力制限型のゴム動力機にも見られます。

「ゴム月同」と「グライダー胴」に分化し

た結果,胴体の前半と後半はそれぞれの目
的に応じて特徴化していきます。

たとえば,前半はほとんどパイプ胴とな
り,その材料もバルサ,グラスファイバー,
軽合金などさまざまです。パイプ胴は製作

工数が少なく,丈夫で,空気抵抗も少ない

ため,現在では大多数を占めるようになり
ました。

また,後半はゴムを通すために中空にし

-10-



なくてもかまわなくなり,胴枠構造やムク
の削りだしもできるようになりました。そ

して,ゴムのトルクを受けないので極端に
細くでき,ム クの角材や小径の金属パイプ,
ツリザオ,アーチェリーの矢なども利用
されます。

現在のFlB規格 (ゴム40g)は,胴体

の設計方針が変わりはじめたゴム80g時代

(54年)よ りさらに40gの余剰重量が生じ,
それが機体各部に配分されています。胴体

も80g時代の初期シート胴に比べると,構
造,空力ともに進歩したと言えますが, 1
mあたりの重量は50～70gであまり変化し

てはいません。

第21回木村杯紙ヒコーキ競技会のお知らせ

毎年春秋の2回,東京・武蔵野中央公園で  ことは可能だが,厚く塗装して機体の強度を
行われる標記大会は,昨年10月 18日 , 7歳か  上げることは不可。(紙地が見えない等,あ
ら78歳まで過去最高の127名の参加者で盛大  まりにひどい場合,主催者側の判断で出場で
に開催されました。 きない場合がある。)ま た,着色ラッカーを

今年も5月 23日 (雨天の予備日は 5月 30日)  塗る場合は,機体表面積の 3分の 1ま でとす

[競技開始]午前10時 (受付は午前 9時より) 刃のように削って尖らせた,「ナイフエッ
[競技方法]全競技,競技者が自分の手,ま   ジ」は禁止とする。
たはゴムカタパル ト (カ タパル ト部門)に よ  ○ナイフエッジにしないまでも,機首や翼の
り, 自作 (ジ ュニア&レ ディース部門は除  前縁を,瞬間接着剤で硬化させてはいけない。
く)の紙ヒコーキを発射し,発射から着地ま  (危険防止のため)なお,翼の付け根付近の
での滞空時間を競う。 形状維持のため,瞬間接着剤を使用すること

[競技部門]ハ ンドランチ部門・ カタパル ト  は現在検討中。(注2)
部門 (規定カタパル トと自由カタパル トの別  ○接着剤は,エポキシ系を除く接着剤を使用
あり)。 ジュニア&レディース部門 すること。

[エ ントリー費]小学生以下 100円,中学生   ○接着剤を,紙の接着以外の目的(紙や機体
300円,高校生以上 400円 。ダブルエント  の強度を高める等)で使用してはならない。
リーの場合は,中学生は100円ずつ,高校生  ○ジュニア&レディース部門に限り,パルサ

に21回目が下記要項でおこなわれます。

[会場]都立武蔵野中央公園

以上は200円ずつ追加。

[機体規格]

る。

○胴体に瞬間接着剤をしみこませて硬化させ,

製胴体の使用を認める。

○機体とゴ,ムカタパル トは,必ず自分自身で

○フック,バラスト (重量バランス調整用お  持って飛ばすこと。また,規定カタパルト部
もり)以外が,すべて紙製であれば,大きさ  門で使用するガムカタパル トは,主催者の指
は自由。ただし,規定カタパル ト部門の機体  定した規格を満たしていなければならない。
の大きさは規定される (例えば主翼幅または, (現在検討中だが,例えばゴムは,太さ1.2mm,
胴体長が15011ull以上であること等)。 (注 1)  長さ lmの糸ゴムとし,支持棒は,長さ15cm
また,金属板などの危険物が露出している機  以内であれば,形は自由とする,のように規
体は,主催者側の判断で出場できない場合が  定する。)(注3)
ある。(安全優先)

○機体保護のため, クリアーラッカーを塗る

(*注 1～3については検討中です。)

[競技内容]省略 [資料・竹前俊昭]



FF競 技会 ・〈li』誉讐し物案 [フ

スヽ]側冊
…
酬躙

3月 21日 国内級と小型機混合級競技会 [場所]鈴鹿市楠たんぼ [主催]中部フリーフライトクラブ
3月 28日  A・ C級混合記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]東京選手会
3月 28日 神奈川インドアプレーン練習会  [時間]午後  [場所]サンライフ川崎 (川崎市り!1崎区

渡田新町3-2-1) [主催]KIPC [問合せ]8044-511-1755茂手木秀次
4月 上旬 YAMパ ーベキュー大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [問合せ]横浜市中区西竹の丸

23高宮茂夫8045-681-5496(夜 間)

4月 4日  GpF競 技会  [時間]午前 8時 30分受付開始, 9時競技スタート [場所]武蔵野市中
央公園  [主催]グ リーンパークフライヤーズ  [注記]予備日4月 H日  [詳細]血43

4月 12日  FlD練 習会  [時間]午後  [場所]夢の島体育館(東京都江東区夢の島3-2) [問合
せ]● 044-511-1755茂 手木秀次 [備考]会員外は有料

4月 18日 第51回 YSF競技会  [場所]武蔵野市中央公園  [主催]代々木スカイフレンズ
4月 18日  YAM月 例大会  [場所]横浜 0根岸森林公園  [課題]特になし [問合せ]横浜市中

区西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)´
´

4月 18日 神奈川インドアプレーン練習会  [時間]全日 陽 所]′ :1崎マリエン [主催]KIPC
[問合せ]8044-511-1755茂 手木秀次

4月 25・ 26日  FlD日 本選手権  [時間]全日 [場所]夢の島体育館(東京都江東区夢の島3-2)
[問合せ]8044-511-1755茂 手木秀次 [主催]日本模型航空連盟

5月 16日  YAM月 例大会  [場所]体育館を借りる予定  [課題]ラ イトプレーン (スティックプ
レーン) [問合せ]横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)

5月 23日 第 4回 FF模型飛行機大会  [時間]午前 9時30分より [場所]昭和記念公園  [主
催]日本模型航空連盟

5月 23日 第21回木村杯紙ヒコーキ競技会 [時間]午前 9時～受付,10時競技開始 [場所]武蔵野
市中央公園 [種目]ハ ンドランチ部門,カ タパル ト部門, ジュニア&レディース部門
[主催]日本大学理工学部・航空研究会 [備考]雨天の予備日5月 30日

6月 20日 YAM月 例大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]スチレンペーパー機 [問合せ]
横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫●045-681-5496(夜 間)

7月 18日  YAM月 例大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]水上機  [問合せ]横浜市中区
西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)

8月 15日  YAM月 例大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]変形機および水上機 [問合せ]
横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫●045-681-5496(夜 間)

8月 21日 模型航空シンポジウム  [場所]東京都新橋 航空会館  [主催]日本模型航空連盟
8月 29日 (未定) GPF競 技会  [場所]武蔵野市中央公園 [主催]グ リーンパークフライヤーズ
9月 12日 第52回 YSF競技会  [場所]武蔵野市中央公園  [主催]代々木スカイフレンズ
9月 19日  YAM航 空ショー  [場所]横浜 0根岸森林公園  [課題]バラエティーに富んだ機体の

参加を歓迎  [問合せ]横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)

●本誌の購読料は 5回分1000円 です(送料含む )。 御送金は郵便振替を御利用 ください
郵便振替口座/東京4-398372 加入者名/FF WINCS
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第51回 YSF競技会

勝山 彊

4月 18日 ,当 日は平年より 5度も気温が
高く,その翌日は冷え込むとの予報。荒れ
ると考えるのが常識。武蔵野中央公園には

9時前に,20人あまりが集まっていたが,
やはり風が強くて,さ あやろう ! と盛り
上がってこない。風は 6～ 8mで,NTT
研究所の方向に流されるいやな風向き。

1分Maxでは無理。30秒でもギリギリの

感じ。競技委員長は迷い無く決断して,「全

種目30秒Max,ゃ ります。」
19人がエントリーして競技開始。機体を

無くしたくない人,無 くなっても良い機体
を飛ばす人。やってみるとなかなか30秒が

難 しい。思い切り飛ばせば間違いなくNT
T行き。正門に回って,警備員に「飛行機
とらせてください」と断れば入れてくれる

そうだが,中で機体を探すのに時間がかか
ると,今度は警備員が責任上見回りをしな
ければならない。これが繰り返される度に

警備員の機嫌が悪くなって,競技終了の11
時頃には「限界」に達していたようす。風

の他に,こんな制約も克服して, 3ラ ウン

ドMaxは古川さん 1人だけでした。
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小林さんは,FF Wings NQ42で 発表され

た吉井さんの「超シンプル構造 ヒコーキ」

でライ トプレーンの部に挑戦。見事作戦的

―
第51回 YSF競 技会の結果

―〔ペーパープレーンの部〕

‖頂皓2 4乙甫t    lR  2R  3R 4R  5R  言十
1 品り:1伸- 27 20 13 14 28 75
2  本公冽トプ色グト   3  14  23  23   5  60
3  岡書椰ネL宏笙  15  15  12  9   1  42
4  雇野F可菊奇りに  14  11  16  11   9  41
5 清水幸彦  8 7 18 7 7 33

(5投中上位 3投の合計 )
〔ライ トプレーンの部〕

順位 名前   lR
l 小林茂夫  30
2 森沢敏男  30
3  チ萄E日   事諄    30
4 吉井秀雄  27
5 清水聡志  10
〔ピーナッツの部〕

1 江口 脩  29
2 鈴木毅-  20
〔混合級の部〕

1  型野′‖IE1    30
2 竹鼻幸-  12
3 桜井 保  25
4  「≒  ジヒラに    30
4  「 |  ∫範多弓    30
4  湘冨E日涯更宏饉    30
5 勝山 彊   6
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中しての優勝でした。

混合級の中でR-50(YSFオ リジナル
の機種)の最上位の人にR-50カ ップが贈
られますが, これでエントリーした 4人の

うち 3人が 1ラ ウンドMaxで時間切れ。岸
さんご兄弟と福田さんのジャンケンで,岸
光夫さんがカップを手にしました。成績は

不本意だったか,嬉しさ半分のような表情
でした。

8郷 888888

右の写真は 4月 4日 ,GpF競 技会に参
加した近藤賢二郎さんの非対称機です。こ

の機体,サーマルなしで52秒飛んだのを目
撃しました。驚きです。 (勝山)

木村杯紙ヒコーキ競技会 競技要項

〔日時〕 5月 23日 (日 )

雨天の場合は 5月 30日

受付 午前 9時～午後 1時まで
競技時間 午前10時～午後 2時

〔会場〕都立武蔵野中央公園

〔競技方法〕全競技,競技者が自分の手,ま
たはゴムカタパルト (カ タパルト部門)によ
り,自作 (ジュニア&レディース部門は除く)
の紙ヒコーキを発射し,発射から機体が静止
するまでの滞空時間を競う。

〔競技部門・参加資格〕

○ハンドランチ (手投げ)部門
○カタパルト (ゴム投げ)部門
・規定カタパルト部門 (使用するゴムカタパ

ル トは,決められた物のみ)
・ 自由カタパルト部門 (ゴムカタパル トの規

定なし)

※自由部門は第21,22回大会のみとし,23
回大会からは規定部門のみとする。

○ジュニア&レディース部門

木村杯上位入賞経験のない中学生以下の子

供と女性のみの部門 (初心者対象)で,発射
方法はハンドランチ,カ タパルトのどちらで

も良い (使用するカタパル トは,第 21,22回
大会のみ規定なしとし,23回大会からはカタ
パル ト部門の規定に準ずる)。 ただし,過去
参加した木村杯競技会で,合計 160秒以上の

記録 (ハンドランチ部門の 5位の記録を目安

とする)を出した人は初心者とは見なされな
い。

〔エントリー料金〕

小学生以下 100円 ,中学生 300円 ,高校生
以上 400円

ダブルエントリーの場合は,中学生は100
円増し,高校生以上は200円増し。
〔連絡先〕

〒252神奈川県綾瀬市綾西1-16-10

"k J壁

言]  00467-77-6360

〔主催〕日本大学理工学部航空研究会

〔注記〕本誌血43で発表されました本競技会

の 〔機体規格〕のうち,検討中だった項目に
ついては,下記の通り決まりました。
○規定カタパル ト部門の機体の大きさは,完
成時の主翼幅が165mm以上であること。

○規定カタパル ト部門で使用するゴムカタパ

ル トは,#20(20番手 :1/20イ ンチ),全
長 lm以内の糸ゴム 1本 (使い方は自由)
とし,支持棒は,長さ15cm以内であれば,
形は自由とする。

競技内容変更のお知らせ

5月 23日の」MA主催,FF模型飛行機大
会 (昭和記念公園)の種目が一部変更されま
す。カタパル ト・ハンドランチ・グライダー

の部は取り止めです (危険防止のため)。
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緊 急 レ ポ ー ム

平成 5年度 FlD日 本選手権大会

この 4月 25026日 に東京都江東区の夢の島体育館で行われた, 日本模型航空連盟主催の

室内機日本選手権大会は,別表の通り木原選手が優勝,同時にカテゴリー2の日本記録を

更新しました。 2位は木下選手でしたが,三沢,原田の両選手は調子が出ずじまいで残念
でした。

木原選手は十分な実力を持ちながら, ここ数年調子が悪く,賞に恵まれませんでした。

今回もご本人は万全ではないと言っておられたのですが,さすがに実力を十分に発揮され

た結果と思います。    .  、
なお今回からステアリングの方法が変わりました。今までは,ステアリングの場所が決
められていたのを撤廃して,障害物に接触する危険があると予想される場合は,どのよう
な位置でもステアリングで移動してよいことになりました。ただし故意に行う高さの調整

等は認められません。 (茂手木秀次)

平成 5年度 FID日本選手権大会の成績

順位 名前 6R5R4R3R2RlR 成績

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

■

木原一正

木下 哲
岡田利昭

榎本英世

市山洋一

田中 進
田中泰孝

竹内淑朗

三沢正敏

野中繁吉

原田良介

6'54"  30'02"  35'17"  12'33"   6'12"  33'07"

32'22"  30'35"   8'27'  32'51'  34'12"  25'54"

20'00"  30'39"  12'25"  15'43'  17'28"  28'04"

7'50"  15'33'  21'17"  28'53"  26'48"  14'40"

25'09"  24'59"    -     7'43"  21'19"  25'01"

7'25"    '57"  12'04"    '31"  19'35"  19'59"

9'57"  20'05"  17'40'  12'35"    '13"  18'31"

13'53'  18'10'  20'17"   5'59"   7'19'  17'50"

15'12'  17'09"  19'26'    '47'   1'39"   4'32"

17'21'   8'50"   9'56"  12'14"   9'00"   3'57"

7'29"   4'11"   4'37"    '11"   4'02"   6'22"

68'24"

67'03"

58'43"

55'41'

50'10'

39'34"

38'36"

38'27"

36'35'

29'35"

13'51"

(注記 :成績はベスト2ラ ウンドの合計による。単位は分・秒。エントリーは12名,その

内,浜田勲選手は不参加。)

〔編集部よりお断り〕

このレポートは,神奈川インドアプレーンクラプの茂手本秀次氏より寄せられたものです。本競
技会の開催日と本誌発行日が迫っていたために別刷りといたしました。

FF Wings NQ44 緊急レポート
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その25
プロ野球が華やかに,騒々しく閉幕して

間もなく,FFの グラウンドのたんぼはさ
びしくなる。最後の日曜日にはわれわれの

テリトリーを掃除すると聞いていたが,ま

だこの掃除には参加したことがない。

高校時代,掃除当番を連続 5回さぼって

友情と初恋だったか 2度目だったかを失っ

て,自己嫌悪に陥った記憶が頭をよぎり,

掃除は絶対にやる,飛行機はその次にしよ

うと,ゴ ミ袋も車に積んで出かけた。
心掛けは良かったが,時間が遅かった。
たんぼの掃除はもう終わっていた。水を引

くU字溝の中もきれいになっている。何も

しないのは精神衛生上も良くないので,ゴ
ミ袋を持って歩いて,草のかげや,つぶれ

て半分土に埋まっている空き缶を20個ばか

り拾って,一応,自己満足を味わった。

今シーズンはツキがなかった。強風に見

舞われた競技会が多くて,成績は良くな

かったし,飛ばなくとも良い時に馬鹿っ飛
びして,R級の 1番機と出来たばかりのF
lBがサヨナラしてついに戻らなかった。
運の良くなる方法は無いものだろうか。

「運も実力のうち」とか「運は運ぶもの」

とか,運は運まかせではなく努力によって

勝ち取れと,いとも簡単に言う人もいる。
しかし具体的にどうしろというのか。

「神に見離された者は自らの手で運をつ

かめ」 。̈これはトイレの落書きの傑作だ。

ゴミの入った袋は車に積んだ。風が出て

きたが,せっかくだから一度だけ飛ばして

みよう。FlBの 2番機に新しく買ったゴ
ムを入れた。300回巻いたが手ごたえが弱

いので,さ らに20回巻いた。風上に200m

移動して,デサマを短くしてスタート。
やはリパワー不足。一度失速して緩上昇

に変わる。風下に向いたままモーターラン

が トロトロと長い。土手の上空あたりでプ

ロペラはたたんだが,その前にサーマルに

入っていた。吸い上げられるような上昇で

5分は軽い高度。デサマが効いてからもど

んどん流されてついに視界ボツ。

自転車で,見当をつけたあたりを 1時間

以上くまなく探したがダメだった。野球や

テニスをやっている所に降りていたら,ど

んな扱いを受けているか分からない。

迷子札の名文句「この模型飛行機は次回

世界選手権に向けて調整中のゴム動力機で

す…」の効力を期待して家に帰ると,女の

人から電話があったという。赤電話らしく,

一度切れてまたかかってきて,「化粧品健

保運動場の管理事務所に預けます」とのこ

と。

グラウンド整備の人に聞いて,管理事務

所へ行って,挨拶する前に,カ ウンターの

横に立てかけであるFlBが目に入った。
受付のキャリアおばさんにFFの説明は
無駄だったかもしれないが,御礼を言って

最敬礼すると,「頑張って下さいね」と,
ジーンとくるひとこと。この時,空きカン

をあと20個拾う決心をした。

薄暗くなったたんぼにもどると,ラ ジヨ

ン・グライダーの人も見当たらず,ポツン

ポツンと止まっているのは,接近注意の若
いカップルの車。雰囲気がまるで違うのに

とまどったが,日標の20個は達成した。

さて,来 シーズンは一。
運がどうなるかは分からないが,自 らの

手で空きカン40個をつかんだのだから,カ

ンは良くなるかも知れない。

FF Wings  No44 -3-



蒻
最近は,「この頃はまともな飛行機ばか
りですね」とか「今日は変わった飛行機は

無いのですか」などと声をかけられるよう

になってしまった。もともと変型機ばかり

やっていたわけではないが,久しぶりに非
対称機を作ったので,邪道だというお叱り

蒻 近藤賢三良F
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↑前後の翼を胴体に取り付ける。

を覚悟で発表させてもらいます。

4月 4日のGpFの 競技会に,この機体
でA級ライ トプレーンにエントリー。あい

にくの曇り空で,天気予報も昼から雨とい

うことで,私の住む横浜からの参加者は 2

名だけでした。

いつものことながら素晴らしい飛びっぷ

↑中央翼を取り付ける。動力飛行,滑空
ともになかなかの安定を示すそうだ。

りに見とれ, この人たちと戦っても勝ち目

はないとつくづく思いました。

今回の機体は,初めから勝つことを諦め

て,形でびっくりさせようというさもしい

根性。狙いどおりに「ヘンチョコリンの飛

行機を飛ばしたから」と特別技術賞 (バル

サ拾数枚)をいただきました。

FF機の RC搭載を考える
FF WINCSの第何号か忘れましたが ,

大村氏がFF機に将来ラジコン装置を搭
載できないだろうかという問題を取り上

げていましたが,私なりに考察すると,
あるいは可能なのではないかと思います。

それはどうしてかと言いますと,ラ ジ
コンの受信側はレシーバー,サーボモー

ター,電池の 3つです。その内一番軽量
化するのが厄介なのがレシーバーです。

サーボモーターは,毎日新聞にも載って
いましたが,ベ ン先よりも小さいモー

ターができています。また,ギヤ(歯車)
も花の種ほどの精密なものが今の技術

でできます。電池は時計用のリチウム電

池 1個でよいと思います。昔のシングル

・チャンネル機の時代に, リレーレス超

再生方式の20gの レシーバーがありまし

た。現在の技術では10gく らいで作るこ

とは不可能ではないと思います。

レシーバー,サーボモーター, リチウ
ム電池の 3つの合計が20gでできれば,

FF機に充分搭載することはできると思
います。いかがでしょうか?

(山口県/戸嶋啓一)

●編集部よりお願い

皆様の原稿をお待ちします。内容は,

飛行機に関するものであれば,分野を問
いません。意見・感想 。競技レポート等

でもけっこうです。

FF Wings  N■ 44



初めての「「 機

今から考えると,私がFF機に初めて接
したのは小学校の 4年か 5年の時だった。

東京は新宿にある区立淀橋第七小学校,

担任は堤古都子先生。

多分,昭和26年だか,今で言う模型航空
連盟あたりが,セメダイン社の協力を得て,

学校の先生を相手に,指導者講習会のよう
なもので講習を行っていたのだろう。

先生の指導で模型飛行機作りが始まった。

キットは竹ヒゴを使ったライトプレーンで,

私のころには,まだ主尾翼の竹ヒゴは棒の

ままで,設計図の翼端に合わせて曲げるの
に,ローソクで悪戦苦闘した記憶がある。
はっきりと覚えているわけではないが,

工作の時間が何回か振り当てられたのだろ

う。何日目かの昼休みだか放課後だかの時

間,堤先生が腕時計で時間を計り,校庭で

飛ばすことになった。

我々の教室は, L字型の校舎の角の所,

教室の後ろ側にある出入日の石段を下りた

あたりから,校庭の中央に向かって,何人
かずつで飛行機を投げる。

わずかに上昇して失速墜落するもの,ヨ

タヨタと力なく地面に落下するもの,左右
のバランスが悪いのか,急カーブしてあら
ぬ方向に行ってしまうもの…。

そんな中にあって,私の飛行機は,弱々

しくはあるが 2mぐ らいの高度をとって
真っ直ぐに朝礼台の方角に飛んで行く。私

にとっては信じられないような長い時間が

経過する。機体がフンワリと地面に舞い降

りる。

23秒 だったか27秒 だったか,「 ニ
ジュー」という数字だけを,40年以上たっ

た今でもはっきりと覚えている。

この時の感激が忘れられないのだろうか,

中学であるいは高校で,勉強に飽きると近
くの駄菓子屋に行って,ラ イトプレーンの

袋詰めを買い求め,面白くもない勉強より,
ライトプレーン作りに逃げることが何回か

あった。

振り返って,最近の子ども達にとって,
模型飛行機はどんな意味があるのだろうか。

以前,本誌上で,GpFの 鈴木さんが述
べておられたが,子どもは,興味は示して

飛行機を始めるが,なかなか定着しないと

か。私の経験でも同じようなもので, “オ
ジサン (つ まり私のこと)の飛行機で遊
ぶ"こ とはあっても, “オジサンに飛行機
の作り方を教えてもらう"なんて子は皆無
である。

時代の流れだか何だか知らないが,世の

中,面白い事が,い とも簡単に手に入る。
子ども向けの飛行機も,御他間にもれず,
スチロール製の翼をプラスチック 0パーツ

でパチンパチンとはめ込むか,両面テープ
でペタペタと付ければ,小一時間で「ハイ

出来上がり」のご時世である。

子どもに模型飛行機の楽しさを教える…

と言うのであれば,これはこれで否定する

つもりはない。しかし,少なくとも私のよ
うに50歳を過ぎた者から見ると,何か物足
りない観は否めない。

ここには,ブ リキの飛行機で幼児が遊ん
でいたのと同じで,その先の緊張感が著し

く欠けているように思う。

私たちが子どもの頃は,竹 ヒゴが折れた
とか,翼紙が破れたからといって,新 しい

キットを買い求めるほどの経済的な余裕は

なかったし, 自分で直す方が,は るかに手

軽で早かった。それが絶対に良いとは言わ

ないけれど,そ うした過程が大切なのでは

ないだろうか。それとも, こんなことを考

えるのは,50を過ぎたオヤジが音を偲ぶ感

傷なんだろうか。 (岡本勲)

FF Wings  hヽ44 -6-



FF海 外 事 情

小飛行場向け
「ハイスター ト」
グライダニ
ー大村和敏一

「ハイスタート (HI― START)」 とは,糸
ゴムを曳航索の地上側につなぎ,そのゴム

を地上のクイに固定し,ゴムのちぢみに
よって曳航索をひっぱる発航法です。RC
グライダーのショックコード発航と全く同

じなのですが, FFではハイスタートとい
う名前のもとに,古 くから行われていたよ
うです。

ちなみに,渡辺敏久氏の「最新模型飛行
機の辞典 (1955年 )」 によれば,ハイス
タート発航法は次のように説明されていま

す。

ゴム索の長さ 25m以下
曳航索の長さ ゴムの長さの2.5～3倍
ゴムを伸ばす長さ 自然長の3～4倍
ゴム索の太さ (断面積) 100gの機体
の時 l m2(糸 ゴム 1本)

獲得高度 曳航索の長さ程度
AeromodeHer誌 92/10号で,小広場向け
に提案されたハイスタート・グライダーは,

次のような規格となっています。

曳航装置

10唄 (約 3m)のゴムに,50唄 (約 15
m)の曳航索をつけたもの
機体 (A/0級)

合計翼面積 9 dm2(135平方吋)以下
全重量 71g(2.5オ ンス)以上

「A/0」 級はノーディックA/1級の約1/2

の大きさということで命名されたようで,

形もA/2の ミニ版といえます。A/1は A/2級

の約1/2ですから,こ のようなしゃれが成
立するのでしょう。

FF Wings M44                         -7-

機体の大きさは大略P30な みで,オート
ラダーやデサマライザーを装備し,直接曳
航も可能です。発航用のゴムは1/16吋角

(断面積2.51111112,前記の事典の基準から見

ると,これでも太すぎる)で,現在多用さ
れている平ゴムでは太すぎて安定した曳航

ができないとされています。

曳航索の長さ,つまり15mだけ高度をと

り,沈下速度0。 45～0.5m/sと想定すると,
静気流性能は30秒程度となり,公園の広場
でも充分に納まります。ただし,この高度
からサーマルをつかむこともあるそうです

から,デサマライザーもダテではありませ
ん。

ハイスタート・グライダーは,小広場向
けに導入する事を,以下の理由で検討すべ

きと考えます。

まず,バランスのとれたFF規格群なら
ば,小広場用であっても国際級のFlA,
B, Cのように曳航グライダー,ゴム動力
機,エ ンジン機の 3種目を揃えるべきです。
ところが, 3種目の「小空間適性」に差が

あり,本誌の小競技場での記録に見られる
ように曳航グライダーに相当する種目は登

場していません。

その原因は,曳航グライダーを狭い場所
で飛ばす場合,次のような障害をもってい

るためです。

(イ )小型で曳航索が短いほど,機体の動
きが忙しくなり,曳航者の修正動作が
追いつきにくくなる。

(口 )そのような忙しい曳航では,地上に
注意を向ける事が困難で,人口密度の

高い公園では他人と衝突する危険が大

きtヽ。

(ハ)身長差 (た とえばオ トナとコドモ)
によって 1～ 2秒の滞空時間の差を生

ずるが, 3分Maxな ら無視できても,30

秒程度ではこれを無視できない。

また,同 じ「グライダー」という名前で

あっても,HLGや パチンコはむしろガス



フリーに近い性質であり,曳航グライダー

とは異質といえ,これで代替するわけには

いきません。つまり,曳航グライダー競技
の主旨は,一定高度よりの滞空性能の比較
であり,高速上昇がカギとなるHLGと は
違うのです。

ハイスタートの場合,機体そのものは曳
航グライダーと同じです。つまり,要求さ
れる性能,設計方針は同様であり,上昇パ

ターンも曳航者 (選手)が直接に操作でき
ない点を除けば同じです。だから,パーク

種目において,FlAや Gに相当する分野
を占める事ができます。

なお,この大きさの小型グライダーとし

て「T30級」というP30と 同じ規定 (全長,

全幅が30吋以下)の曳航グライダーもあり

ます。これは50m索の曳航による2分Max

競技のようですが,そのままハイスタート

競技に転用できます。

小広場の 1分Max競技用としては,スパ

ン75cmく らいの機体が手頃と考えますから,

A/0, T30な どを参考にし,適当な長さの

曳航装置 (A/0の場合よりもう少し長くで

きるかも知れません)をつければ,我々が

飛ばしている場所にあった, ミニ版の曳航

/ハイスタート・グライダー種目になるで
しょう。

●編集部より

最近,FFグ ループの会報が編集部に送
られてくることが多くなりました。ワープ

ロやコピー等,便利な機器が手軽に利用で
きるようになり,グループ活動の情報が得
られるのは大変ありがたいことです。

小誌も,今年に入ってから, レイアウト
機能のあるワープロに代えました。印刷も,

ボランティアでやってくださる人があり,

大変見やすくなったのではないかと思いま

す。これから情報量も増やして…と張り

切っているのですが,体力・気力・機動力
ともに不足で,内容の充実については皆さ
んからのご協力をひたすら待つ次第です。

(小林方)

ゴム動力雑論 〔26〕

ゴム動力機の異①

大 村 和 敏

前回までに取り扱ったプロペラと胴体は,

両方ともゴム動力機独特のものといえ,グ
ライダーやエンジン機には無い要素や性格

をもっていました。分析すべき主要部分と

して,翼が残ったのですが,これは「ゴム

動力機の～」と言えるほど独特ではないよ

うなのです。

本来FF滞空機は,曳航,手投げ,各種
動力 (ゴム,エ ンジン,モーターなど)に
よって高度を得る「グライダー」です。だ

から,その翼は「グライダー用」という共
通項を持っていて当然であり,他に制約が
なければグライダーとしてもっとも効率の

よい形に収敏するわけです。

歴史的に見ると,た しかに1950～60年ご

ろのFA13種 目は,翼の平面型だけ見て
も,ゴム (W),グライダー (N),エ ンジン
(F)の区別がつきました。たとえば,縦
横比にはN>W>F,上 反角や水平尾翼容
積比にはF>W>Nと いった序列があった
のです。

このことは,それぞれの上昇方法 (動
力)を制約条件とする,安定性,強度,常
用 CL範囲などに起因すると考えられます。

だから,VISが 標準装備となって安定性
に幅ができ,構造や材料が進歩して強度が
増し,設計の自由度が大きくなると,それ
ぞれが「グライダーの理想型」により近づ

く事ができ,上記の序列は少なくとも縮小
されます。そのため,現在のFA13種 目
の平面型は,昔よりはるかに識別しにくく
なりました。

そうは言うものの,「ゴム動力機の翼」
としての独特な要素は,い くつか探すこと

FF Wings  Nh44 -8-



ができます。

まずR数 (レイノルズ数)です。
FA13種 目が完全な代表例とは言えな
いのかも知れませんが,ゴム動力機はグラ
イダーやエンジン機より月ヽ型であり,従っ
てR数も小さいわけです。
たとえば, ピーナッツスケールの大きさ

の曳航グライダーやエンジン機は,不可能
でないにしてもゴム動力機ほど手軽に飛ば

せないでしょう。超小型の曳航グライダー

は,動きが小刻みで早いため修正動作が忙
しく,大型機より曳きにくいのです。また,
エンジン機は原動機の大きさに制約があり,

このような超小型機は一般的ではありませ

ノし。

次に,軽量化要求の強さが,他の 2機種
と違います。

ちなみに,曳航グライダーで重量が10%
増した場合,沈下率は/1+0。 1≒ 1.05倍
になり,滞空時間の減少は約 5%です。こ
れに対し,ゴム動力機で10%重量超過した
場合は,上記のグライダーとしてのロス 5
%に加え,上昇高度が10%低下することに
なるので,合計で約15%の滞空時間減少と
なるのです。加えて,ゴム重量の制限がな
く,重量が浮いた分だけ動力を強化できる
種目では,構造重量の増減が,よ り直接的
に利くのです。

だから,ゴム動力機の翼は,他機種に比
べて多少空力効率が低下しても,軽量化を
はかった方が有利となる場合があるわけで

す。

しかし,以上の 2条件は,矛盾を含んで
います。

低いR数で性能を維持できる翼型は,一
般に薄翼です。だから,ゴム動力機も6%
以下の翼厚にしたいのですが,そ うすると

必要な強度や剛性を保つためには重くなり

ます。

逆に,厚翼 (8～ 9%以上)を使えば,
軽くて丈夫な翼を作れますが,性能的には

FF Wings  NL44

薄翼より劣るでしょう。だから,ゴム動力
機の翼は,以上の 2条件を他種目より厳し

く追求し,ぎりぎりの妥協をさせたものと
いえます。

それから,主翼の左右非対称性も,他機
種に見られないゴム動力機の特色といえそ

うです。非対称性は,左右の寸法,前進
(後退)角 ,ね じりなどさまざまな形をと
り,また左右対称のままで安定性の余裕で

負担している場合もあるので,必ずしも目
につかないかもしれません。

けれどもゴム動力が低回転大 トルクとい

う特性をもっているため,ゴム動力機は潜
在的には左旋回のクセを持っています。だ

から,それに対抗するため,翼の左右非対
称性が必要となるのです。このクセは相対

的にトルクの強い機種ほど強く,室内機は
明らかに左右のセミスパンが違っています。

FF世界選手権出場の
日本チーム決まる

今年の10月 4～ 10日 に,アメリカのロス
トヒルズで開催される世界選手権大会に出

場する日本チームの陣容が下記のように決

まったようだ。 (資料は,東京選手会会報,
1998年 2月号)

団長 :品川伸一

選手 :FlA 高橋・木南・和田
FlB 西沢・小堀・田岡
FlC 木引・増田・山崎

世界大会への出場権は,昨年・一昨年の
日本選手権の順位で与えられたポイントの

合計によって,ポイントの多い順に優先権
があるそうだ。

×    ×

模型界では,ラ ジヨン飛行機で吉岡嗣貴
氏が,ま たラジヨン・ヘリコプターでは田
屋恵唯,土橋幸広,泉水和幸の 3氏が世界
選手権者になっている。

一方FF界では,世界選手権大会での過
去の日本選手の実績を見ると,小堀三夫氏
がFlBで 3位,芝地正履氏が同じくFl
Bで 4位である。日本選手の健闘を !

-9-



FF競 技会 ・催 し物案 内 側冊
…
酬躙

5月 16日  YAM月 例大会  [場所]体育館を借りる予定  [課題]ラ イトプレーン (スティックプ
レーン) [問合せ]横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)

5月 23日 第 4回 FF模型飛行機大会  [時間]午前 9時 30分より [場所]昭和記念公園  [主
催]日本模型航空連盟

5月 23日 第21回木村杯紙ヒコーキ競技会 [時間]午前 9時～受付,10時競技開始 [場所]武蔵野
市中央公園 [種目]ハ ンドランチ部門,カ タパル ト部門,ジ ュニア&レディース部門
[主催]日本大学理工学部・航空研究会 [備考]雨天の予備日5月 30日

6月 20日 YAM月 例大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]スチレンペーパー機 [問合せ]
横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫80456815496(夜 間)

7月 18日  YAM月 例大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]水上機  [問合せ]横浜市中区
西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)

8月 15日  YAM月 例大会  [場所]横浜 。根岸森林公園  [課題]変形機および水上機 [問合せ]
横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)

8月 21日 模型航空シンポジウム  [場所]東京都新橋 航空会館  [主催]日本模型航空連盟
8月 29日 第52回 YSF/GpF合 同競技会  [場所]武蔵野市中央公園  [主催]代々木スカイフ

レンズ,グ リーンパークフライヤーズ共催  [予備日]9月 5日
9月 19日  YAM航 空ショー  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]バラエティーに富んだ機体の

参加を歓迎  [問合せ]横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫8045681-5496(夜間)
9月 26日 松茸大会  [場所]鈴鹿市楠たんぼ  [種目]E,R,G,HLG級  [主催]中部フ

リーフライトクラブ                                   `
10月 3日 (予備日10月 17日 )全 日本国内級競技会  [場所]大宮たんぼ [主催]日本模型航空連盟
10月 4～ 10日  FF世界選手権大会 [場所]ア メリカ
10月 17日 国際級ジュニア+P30記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]代々木スカイフレンズ
10月 17日  YAM月 例大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]オ リジナルモデル (自作自設計

ならなんでもOK) [問 合せ]横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)
10月 24日 東京選手会混合級記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]東京選手会
10月 31日 (未定)模 型飛行機フェスティパル  [場所]武蔵野市中央公園 [主催]武蔵野中央公園
10月    フリーフライ ト世界選手権  [場所]アメリカ [主催]国際航空連盟
H月 7日  GpF競 技会  [時間]午前 8時30分受付開始, 9時競技スタート [場所]武蔵野市中

央公園  [主催]グ リーンパークフライヤーズ  [注記]予備日H月 14日  [詳細]No43
H月 20～ 22日 日本選手権 (FlA,FlB,FlC) [場 所]滋賀県大中の湖  [主催]日本模型航空連盟
H月 21日 YAM月 例大会  [場所]横浜 。根岸森林公園  [課題]オ リジナルモデル (自作自設計

ならなんでもOK) [問 合せ]横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)
12月 5日 東京選手会混合級記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]東京選手会
12月 5日 二宮賞国内級大会  [場所]滋賀県大中の湖  [主催]京都フリーフライトクラブ

FF WINGS編 集部
3221横浜市神奈川区鳥越6-5

0202保谷市本町6-18-10勝栄荘3

0176東京都練馬区桜台4-34-13

山森喜進

萱場達郎

小林方

●本誌の購読料 は 5回分 1000円 です (送料含む )。 御送金 は郵便振替を御利用 くだ さい
郵便振替 口座/東京 4-398372 加入者名 /FF WINCS
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第6回 GpF競技会
桜花の中でMAX続出 !

鈴木毅一

第 6回 GpF競 技会は,桜満開の 4月 4
日に FF WINGS 43号 でお知らせ致しました

「 GpF競 技会要領」に従って開催されま
した。参加者は38名,出場機数は50機でし

L
た。

当日は,東北からの弱風で前半は濃い曇
り空,後半はやや雲が薄くなったもののサ
ーマルは少ない気象条件でしたが,MAX
が続出しました。ピーナツは上位 4名が各
々 3投ともオールMAX(30秒)で,新設
したミニクープは42投中MAX(60秒)が
22投,ライトプレーンBは 15投中12投がM
AXで, 2分フライオフで勝者決定などの

第 6回 GpF競技会の結果
〔ピーナツの部〕

順位 名前   lR 2R 3R フライオフ
1 長山 真  30 30 30 40
2  ZI[コ   1弩    30  30  30   35

3 山田勝俊  30 30 30 30
4  3反目
=  3漁
    30  30  30    0

〔R-30,ライトプレーンAの部〕
1 八木下俊夫 60 60 60
2 松本允介  57 60 60
3 星 敬二  52 60 60
4 今井二郎  60 38 60
〔ミニクープの部〕

1 岸 貞男  60 60 60
2 岸 光夫  60 60 59
3 江回 脩  56 60 60
4 小林茂夫  56 60 60
5 有原利次  55 60 60
6 荒井達郎  53 60 60
7 鈴木逸夫  60 47 60
8 盛永健一郎 45 60 60

FF Wings  NQ45

〔混合級の部〕

1 松本允介  60 60
2 滝本恒治  60 60
3 小林茂夫  60 60
4 林 修治  25 52
〔ライ トプレーンBの部〕
1 木村一正  60 60
2 吉田利徳  60 60
3 古り|1正己  60 60
4 駒崎 勝  51 60
〔セミスケールの部〕

1 山田勝俊  40 40
2 盛永健一郎 40 40
3 武藤隆夫  40 40
4 今井二郎  40 40
5 駒崎 勝  40 40
〔スケールの部〕

1 木谷 隆  30 30
2 内海正博  30 30
3 飯室 謙  30 30
4 星 敬二  30 30

合計

135

125

120

90

180

177

172

158

180

179

176

176

175

173

167

165

217

200

160

157

127

132

125

120

97
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GpF競技会の表彰式。ブービー賞でもやっばり嬉しい |

内容でした。

上位成績は表のとおりです。

なお,次国の競技会は,YSFと 合同で
開催し,その日程は 8月 29日 (日 ),予備
日9月 5日 (日 )です。YSFと の共催に
なりますので,紙 ヒコーキが種目として加
わります。皆様の参加をお待ちしてます。

トクラブとともに,さ る5月 9日 ,武蔵野
市主催のグリーンフェスティバルに参加し

ました。GpFは ゴム飛行機の部として,
市の補助金で300機のスカイスクリューの

武蔵野市主催

グリーンフェスティバル
鈴木毅一

グリーンパークフライヤーズ (GpF)
は,都立武蔵野中央公園「原っぱ」の仲間
である紙ヒコーキを飛ばす会,武蔵野カイ

300機の製作を手伝つて,「ああ疲れた !」 とボランティアの皆さん。
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さあ飛ばそう。誰のが一番良く飛ぶかな?

キットを作り,作り方と飛ばし方を会員が
ボランティアとなって行いました。

予報よりも天気の回復が早く, 5月 23日

は朝から晴れ。8時に集合した役員が準備

している頃は無風,開園少し前から急に北
風が吹き始めるあいにくの条件でした。

昭和記念公園は開園10周年で,工事中だ
った北側の部分も完成して,いろいろな行
事が多く,管理センーターの職員も大忙し,
「事故のないようにお願いします」と,念
を押して,掛け持ちの他のイベントの方に
行ったり来たりでした。

カタパルト・ハンドランチグライダーを

種目から外した影響力ヽ 参加者は少なめ,

C級グライダー, ピーナツもゼロ。代わっ
て「参加賞級」が増えました。

参加賞は昨年と同じキットで,未経験者
には役員 3名が作り方,飛ばし方の指導に
あたりました。この機体はゴムを一杯に巻

くと胴体が少しねじれて,これが右サイド
スラストと似た効果があって,ラ ダーを左
に切るだけで合格点の上昇。限られた時間

で,ゴムのリュープまでは手が回らず,手
巻き250回で15～20秒が精一杯でしたが,

初体験の親子も結構良いパターンのフライ

トに満足しているようでした。

A級, B級ライトプレーン,混合級の 3

日本模型航空連盟主催    :

第4回FF模型飛行機大会 :
勝山 彊 :

第 4回 FF模型飛行機大会の結果
〔参加賞級の部〕60秒IAX

順位 名前   12  2R  3R  合計
1 菅原隆郎  35  19  22  76
2 勝田大-  18  26  23  67
3 桜井 保  13  16 27  57
4 清水伸好  18  13  24  55
5 滝本恒治  16  17  18  51
5 中村雄平  22  13  16  51
7 品川正世  17  1‐ 5  17  4‐9
7 田中裕矢  14  14  21' 49
9 清水聡志  15  13  18  46
10 小林俊寛  13  15  17  45
〔A級ライトプレーンの部〕6o秒 IAX
l 鈴木俊和  54  60  41  155
2 竹鼻幸-  46  60  35  141
3 川原 昇  38 57 42  137
4 清水幸彦  16  60  50  126
5 萩田二彦  35  18  29  82
6 鈴木恵美子 20  34  15  69

FF Wings  NQ45

〔B級ライ トプレーンの部〕mttIAX
l 吉田利徳  58  60  60  178
2 佐藤幸男  46  41  39  126
3 間庭光子  36  16  37  89
〔混合級の部の部〕60秒皿

1 岸 光夫  60  60  60  180
2 福田辰雄  57  60  60  177
3 小林昭夫  47  60  60  167
4 岸 貞男  60  45  60  165
_5 中村士朗  59  44  60  163
6 吉野晃生  40  55  60  155
7 盛永健一郎 36  52  59  147
8 鈴木逸夫  44  48  32  124
〔女性の部〕女性参加者のみの順位

1 間庭光子 3 品川正世
2 鈴木恵美子    3 金川浩子
〔スケール機スタティッタの書D
1 木谷 隆
2浜 田 拓

3伊 神 晃
4 中村

-3-

(機体を展示して参加者による記名投票)



種目はベテランが多く, 1分MAXの機体
は約400m風下の「水鳥の池」あたりまで

行ってしまい,着水した機体はボートに乗
っている人に頼んだり,釣 り竿で引き寄せ
たりして回収できましたが,プロペラが外
れて沈没してしまう運の悪い人もいました。

ただ 1人,岸光夫さんがオールマックス

で混合級優勝。 B級ライトプレーン優勝は

2年ほど前からFFを始めて急激に腕を上
げた吉田さん。無くなってあきらめていた

機体を中学生が拾って,本部に届けてくれ
るツキもありました。

スケール 0スタティックの投票は 1, 2

位同数。ジャンケンで木谷さん 1位,浜田
さん 2位と決定。 1位に投票した人の中か

ら1人抽選で選ぶ特別賞は「ブービーのナ

ベ」こと渡辺和由さんが射止めました。

A級ライトプレーンの近藤さんは 1ラ ウ

ンド視界ボツで lMAXのみの 8位。好成
績だった岸根公園の仲間の記念撮影 (写真

左から川原さん,菅原さん,竹鼻さん)を
満足そうに?冷やかしていました。

今回は入園者が多いため,公園側から特
に「人身事故」が無いように万全の対策を

求められました。無事に終わってホッとし

た反面,盛り上がりはイマイチの感でした。
大会の内容に対してのご意見, ご希望等を

お寄せいただければ,次回に生かしたいと
思います。

FF Wings L45                         -4-

今回,神奈り||イ ンドアプレーンクラブ(K
IPC)を訪問する機会がありましたので
報告いたします。

私が見た室内機の練習風景というと,約
10年前に,野中繁吉さんが主催し萱場達郎
さんが世話役を務めていた,保谷市体育館
の時以来のことです。

KIPCの 最近の進境はいちぢるしく,
今年の室内機の日本選手権 1・ 2位を占め

た木原一正・木下哲の両氏がここで練習を

しています。

練習会場は,この日は川崎市川崎区にあ
る川崎マリエンでした。同クラブはこの他

にもサンライフ川崎で練習会を開くなど,

盛んな活動をおこなっています。

実は,こ の会場で,噂には聞いていた可
変ピッチ・ プロペラを拝見したのですが,

今では,ほとんどの選手がこれを使用して
いるとのことで,その機構の緻密さには驚
かされました。10年の間に,室内機の世界
も随分と変わったとつくづく感じました。

この他に,国際級やミニスティックの日
米通信競技が活発に行われ, 日米の力の差

が急速に縮まっていること,また新たな国
の通信競技への参加予定があるなど,私に
とっては耳新しい情報をたくさんいただき

ました。 (編集部)

8田 88888888888888円 88

〔編集部より〕

○今年の10月 ,ア メリカで開催のFF世界
選手権FlCに出場予定の増田選手が辞退
のため,薄井弘安選手にかわりました。
○前号「 ミスターFFの大真面ロエッセイ」

で,「プロ野球が華やかに,騒々しく閉幕」

とありましたが,これは「・・・開幕」の

誤りです。FFの季節が閉幕との意識が強
く凡ミスをしました。ごめんなさい。

Ｊ
ヨ
●ヨ

日
日

●、

KIPC練習飛行会



お孫さんの飛行機 ?

近藤賢二郎

昭和記念公園の」MA競技会に,A級ラ
イトプレーンでエントリーしたが,第 1ラ
ウンドで見失ってしまった。池の周りなど

探しまわったが見つからないまま,競技会
は終了した。 506日 して公園から「模型
飛行機を預かっています」と電話があった。

機体に貼っておいた電話番号が役に立った

のだ。「電話がなければ取りにいかなくて

も済むのに」という非情な妻の言葉を背に,

横浜から立川まで取りにいった。公園の入

口で来意を告げるとすぐに判ったが,60半
ば過ぎのデデイが所有者として現れたのに

びっくりしていたようだ。

機体に住所 0電話番号を書き込むのは,

本誌「 ミスターFFの大真面ロエッセイ」
のなかでも取り上げられているが,「世界
選手権云々」のような大型の機体ならいざ

知らず,わたしのように,A級ライ トプ
レーンにまで電話番号が貼ってあると,拾
得した人との価値観の差に戸惑うようだ。

先日も中学生ぐらいの女の子から電話があ

り,「あのぅ,飛行機を拾ったんですが。̈

これ要るんですか ?」 と聞かれたのには

びっくり,あわてておネLを持ってもらいに

行った。

また, これはわたしと同年輩の仲間の話

しであるが,やはリライトプレーンをなく
し,帰宅して電話があったと聞いて公園に
逆戻り,お礼のお菓子を持って引き取りに
行ったら,相手のおばあさんがお茶をいれ
てくれて,「なくしてしまってはお孫さん
が残念がるでしょうからね」と同情された

のには,持ち主の本人は返す言葉がなかっ
たようだ。

機体に名前を書くからには,見つけた人

から連絡があることを期待していることは

当然だが,たかだか材料費数百円のライト
プレーン, 自分の技術料を過大評価して計

算すると決して安いものではないが,拾っ
てくれた人との価値観の差と,電話をして
くれた親切に対するお礼に迷うこともある。

またこんな話しを聞いたことがある。公

園のそばに黒い外車が停まっていて, こわ
いおにいさんが模型飛行機を片手に「お―

い, これ誰ンだ」とどなっている。どうや

らだいじな車に模型があたったらしい。し

ばらくどなっていたが,ついに誰も出てこ
なかったとか。

もしこの機体に住所と電話番号が書いて

あったら,こ のあとどう話しが展開して
いったのか気にかかる出来事である。

ぃ ‐ ee曰 曰 ocビ ゞ ゞ

ミニスティック通信競技
現在,室内機の分野では, ミニスティッ
クという規格の競技が通信競技という方法

で行われており,98年度の成績表がJIA
Cに届きました。
この競技への参加国も次第に増えて,93
年度は11カ 国,35会場,延べ参加人数107
名になります。今年のトップと第 2位はい

ずれも新人で, トップのドイツの R.ロ ッ
ツ氏は7.48フ ィート (2.28m)の会場で 6

分24秒の立派な記録をたてました。

他方,ア メリカは季節はずれの大雪のた
め予定した会場で大会を開くことができず,

わが国におり1染みのトム・バーリー氏が31

位と不振でした。

日本は杉氏が良く健闘し, 607位に入
りましたが,少 しでも天丼の低い会場の方
が得点が絶対有利である事は一目瞭然です。

来年度の目標は, 2m程度の天丼の会場
で, 7分以上の記録を作ることを目指して
います。 (茂手木秀次氏の資料による)
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FlD用可変ビッチ
プロベラハブ

この度,神奈り||イ ンドアプレーンクラブ
(KIPC)の 木下哲さんより,自作のF
lD(室内機)用可変ピッチ・プロペラハ
プの設計図を頂きました|。

室内機用の可変ピッチというと,今はな
き「モデルジャーナル」誌上で,1980年の

室内機記録挑戦会の記事に,デイブ・ ピム
選手のイージーB級のものが紹介されてお
りました。しかし当時は|,機能的に安定感

がないようで,珍 しい試み―と受け取られて
おりました

`と
.こ ろが10年以上たった今,

可変ピッチ・プロペラは,カテゴリ‐の I
(天丼高 8m以下)や I(8～15m)とい
う比較的低天丼の競技では必要不可欠のメ

カニズムとなっているそうです。

このシステムの効用は,スタート直後の

強トルク時に, ピッチを大きくすることで

プロペラの回転数を下げ,緩上昇させるこ
とができます。従来,この初期の強トルク

をコントロールすることは,たいへん経験
を必要とし,ベテランの機体でも,急上昇
で天丼へのアタックが早すぎたり, トルーク
に負けて直進したりという光景がよくあり

ました。

さらに第2の 1効用は,最終段階での1低 ト
ルク時に, ビッチを下げて回転数を上げ,

機体の沈下をおさえることができるようで

す。この点も,従来のトルク・コントロー‐

ルの手法では,残り巻き数をいかに有効に
使い切るかが腕の見せどころとなっていた

ようです。

さて,木下さんの設計の狙いは,丈夫で｀

安定した動作をすること,そ して広範囲に
調整できることを第一日標としたそうです。

スプリングは,強さが長さに比例する
トーションバー・スプリングを使用。また

プロペラ・ブレードの交換と,ビッチの変
更が簡単にできるように紙パイプのソケッ

トを取り付けてあります。

また低 トルクおよび高トルクのアジャス

タプル・ストッパーは,自由に大きな範囲
を調整できます。

ちなみに,木下さんの現在の機体は,グ
ラフ (横にトルク,縦にビッチ)のように

高トルク時は2560mmから2868111111(幅のある

のは 強トルタによるストッパー部の弾性

変形の影響と思われる),低 トルク時は851
mmの ビッチで調整中だそうですo

現在,日本選手権では,ほとんどの選手
が可変ピッチを使用しておリー,これなくし
ては,上位入賞は不可能な状況となってい
るそうです。

FF Wings  Na45
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FF海 外 事 情

グライ ドテス ト
の計測
―大村和敏一

FF機の性能の良否の判断をするには,
つきつめると全機ポーラーカープの比較ま

で至ります。単に滞空時間が長いだけでは,

高性能の理由の分析ができず,次のステッ
プに進むときにその設計に何を採り入れて

良いかわからないのです。

全機ポーラーカープを求めるには,各釣
り合いのCtと CDを計測しなければなりま

せん。 CI″ CDのような空力係数となると,
サンデーモデラーの手に負えそうもないと

思われがちですが,実は簡単に測れます。
要するに,ある仕様の機体を,一定の高さ
より出発させ,その飛行距離と飛行時間を

測れば,そのときのCLと CDは算出できる
のです。 ただし,現実にやるとなると,
具体的に何を使ってどうやるか,い くつか
のノウハウが必要です。

Aeromodeller誌 93-3号を見ると,チ ェコ

で行われたピーナツサイズの翼のグライド

テストの計測結果が掲載されています。こ

の記事から,具体的な空力特性の計測法の

イメージをつかむことができます。

○まず,飛行のスケールは,
出発高度 1.8～3.5m

飛行距離 6～18m

飛行時間 2～ 7秒

飛行速度 3m/s前後
○機体の仕様は,

全重 5g内外
主翼 340× 60 2dm2 翼端上反角,
矩形翼,縦横比5。 7,構造後記
胴体 一本胴グライダー 平板尾翼

○テスト翼型

FF Wings 阻45                          ~8-

①10%ク ラークY(イ)上面単桁式と,口)ス

チロール削り出し)

② B 6356b(イ )上面単桁式と,口)沈めた単

桁式)

ただし①の口)以外はリブ間隔30mm(コ ー

ドの50%)にコンデンサーペーパーばりの
ため,翼型の精度は高くないはずで,① ,
②のような固有名詞で考えるより, フラッ

ト翼とアンダーカンバー翼の代表と考えた

方が無難。

○結果を要約すると,

Rn≒ 14,000(ピ ーナツ相当)

①イ)の CL MAXは 0.5+,実用CLと考え
られるCL=0。 4の ときの全機 CD≒ 0.09,

揚抗比4.5

胴体+尾翼のCD≒ 0.03(全体の約1/3)

従って,単独翼のCD≒ 0.06,揚抗比8.3

①口)の場合,上記よりCD値が約0.015
増大

②イ)ではCL MAX>0.6(失 速を観測でき

ず, CL=0.5の とき全機CD=0.11,揚
抗比4.5

②口)の場合,上記よりCD値が約0.015低

下する。

要するに, ピーナツの CI´ MAXは,Fl
Bな どの大型機 (Rn≒ 45,000)の 60%く

らいに低下。翼型は,大型機と同様に薄い
カンバー翼が優れているといえる。

このグライド計測で特筆すべきノウハウ

は, 1枚の主翼に 2つの胴体 (尾翼つき)

を取り付けて,普通の場合と比較して胴体
十尾翼の CDを算出し,それによって単独

翼のCD値を求めるやり方です。機体の構

造によってはできない場合もありますが,

実務的でスマートな手法だと思います。

筆者 (大村)も , 7m程度の飛行距離で,
バルサ翼のグライダーのグライド計演1をお

こなった経験があります。精度を得るため

にいくつかのテクニックは使いましたが,

とにかくデータは採れました。 (KFC通
信に掲載)



ゴム動力雑論 〔27〕

ゴム動力機の奥②

大 村 和 敏

前回の分析のように,ゴム動力機の翼は
軽量化と低 R数の翼型性能の板ばさみに

あっています。軽量化には厚翼が良く,性
能のためには薄翼が良く,その妥協点が現

実に選択された翼型というわけです。

そこで,現実に使われた翼型を,歴史的
に追ってみると,別表のようになりました。
結論を先にいうと,時代を下るに従い薄
翼が多く選択され,現在の主流翼型はNA
CA流に表示すれば「 6407」 ,つまり厚さ
7%,中心線カンバー 6%です。

ちなみに,戦前 (1934～1938)の人気翼
型は,RA F32(12.7%厚 ),ク ラークY
(11.7%),エ ッフェル400(13%)で した。
この 3翼型の使用例はサンプル数の過半に

及び (43例)ます。加えて,「その他の厚
翼」 (28例)の中には,上記の 3種と思わ
れても翼型名の明示がないためこの区分に

なったと思われるものが相当数含まれてい

ます。

だから,戦前のゴム動力機の主流翼型は
12%厚クラスと言え,それも大多数を占め

ていたわけです。そして,「薄翼」 (翼厚
8.5%以下)の使用例は10%以下で,その

中には湾曲板や片面翼も含まれていますか

ら,現在主流となっている翼型はまったく
なかったことになります。

それが,戦後第 1期 (51～ 56年,W級の
ゴムが無制限～80gの時代)に入ると,明

ゴム動力滞空機の使用した翼型の数
〔Zaic年鑑とワール ドF.F.レ ビュー( )内 は%〕

翼 型 名

期 間

1934--1938 1951--1956 1957--1965 1974--1977

００
２
コ

　

９
　

　

Ｋ
コ

４
４‐
計
　
４０
　
　
Ｓ
計
　
翼

２
Ｙ
ル
６
小
　
６
０ｌ
Ｓ
Ｖ
小
　
厚

３
ク

エ
Ａ
級
　
Ａ
３
‐
Ｏ
級
　
の

Ｆ

一

フ

Ｃ

％

　

Ｃ

Ａ

Ｖ

Ｋ

％

　

他

Ａ

ラ

ツ
Ａ

ｌ２
　
Ａ
Ｖ
Ａ

Ｕ

‐０
　

の

Ｒ
ク

エ
Ｎ
亡

　
Ｎ

Ｍ
Ｄ
Ｊ
亡

　
そ

(30)  24
(14)11
(10) 8

[(54) 43 ]

(3)

[(3)

(35)

７

２

５

４

１ ８

　

８

５

６

４

２３

　

３ ９

[(1)

(8)
(2)
(3)

[(13)

(35)

厚翼 計 (91) 73 (49)  65

B8356b
B6356b
B6405b
その他のベネデ ック

その他の薄翼 (9) 7

‐

‐

　

　

　

‐ ８

(5) 6
(1) 1
(6) 8
(5) 6

(35)  46

(5) 2

(85)  33

薄翼 計 (9) 7 (51)  67

合   計 (100)  80 (100)  99 (100)132 (100)39
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らかに変わってきます。

戦前の人気 トリオにN A C A6412を 加え

た12%級翼型も引き続き使われているもの

の (18例),よ り薄い10%内外の翼型が相

当例使われているのです。つまり,NAC
A6409(9%厚),MV A301(10%), D
AVIS(10.5%), ジューコフスキイ (1
1%)の合計は,12%級を抜き23例です。
そして,戦前のサンプルに含まれる9～
11%ク ラス翼型は,N A C A6409が 2例だ

けでした。また,薄翼の使用例の率も戦前
の 2倍 (20%)になり,今も現役といえる
ベネデックB8356b, B6356bが 登場してい

ます。

それから,次の57～65年 (W級のゴム50
gの時代)になると,12%厚翼は姿を消し,
10%ク ラスの翼の比率 (17例 )も低下しま
した。そして,薄翼の比率 (ト ータル)は
過半に達し,そのなかでベネデック系が多
いこと (21例)が 目立ちます。
さらに,74～ 77年 (67年からW級のゴム
40g)に なると,少なくともFlBと CD
Hでは8.5%以上の翼型はほとんど姿を消
し,前述の「6407」 が主流です。
ただし書きとして,次の点に注意してく
ださい。データ源は1934～65年が Zaic年

鑑,74～ 77年が World F.F.Reviewです。

前者はアメリカ中心と言え, しかも国際級

が多く収録されています。また,後者はF
lBと CDHのみが収録されています。
だから,軽量構造翼を必要とするオープ
ン系のゴム動力機の比率が,現実より少な
くなっているおそれはあります。このよう

な機種はFlBよ り厚翼を選好するでしょ
うから,データ全体が薄翼側に偏っている
かも知れません。

しかしながら,最近のオープンラバーの

現実を見ると,昔のような12%ク ラス翼は

稀少となり,それなりに薄い翼を使ってい

ます。その理由は,構造の進歩によって,
より薄い翼でも強度が保てるようになり,

FF Wings No45                               -10-

空力的により有利な薄翼を使うようになっ

たためと思います。

FF Wingsヘ ア ドバイス
前略,個性的で知識水準がさまざまな
人々に,一定分量内で,それぞれに興味を
もたせる情報を提供することは,非常に難
しいことと思います。特に模型航空という

分野,と りわけFFと いう分野が多角的で
あり,極論すれば,あ らゆる事柄を内包す
るといえるのですから,この最大公約数を
見出すことは至難です。

あの30年余りにならんとするKFC通信
にしても,休刊に近いほど間隔があき,分
量が減ったことも何回かあり,その都度少
しずつ傾向を変え,盛り返しながら現在に
至っているのです。

マンネリズム対策は,難問であり,結局
は地道なアイデアの積み重ねしか手はない

と思いますが,私として感じた点を以下に
記します。ご参考になれば幸いです。

1.誌上の討論,問答,会話など,二方通
行の情報を掲載すること。

TVの討論番組が人気を呼んでいるよう
に,最近は日本でも上手に討論できる環境
ができてきました。昔,模型航空に関する
誌上討論で,感情的な泥仕合いになった例
もあるのですが,今ではそのような心配は
なさそうです。

私個人については,「大村の記事の××
×の点はおかしい」という反論が掲載され

ることは歓迎しますし, もちろん正しいと

思えば再反論し,間違っていれば謝ります。

「討論」というような大上段にふりか

ぶったものでない,気軽な意見交換や会話
なら, もう少し簡単にいきそうです。

例えば,本誌21号のゴム動力雑論で,私
は「温浴式ブレークイン法」の受け売りを

しました。これに対し,実際にやってみた
結果が掲載されれば理想的ですが,例えば



次のようなコメントが出るだけでも誌面は

活性化するでしょう。

コンテスト屋A氏「現在やってみようと
思っている」

コンテスト屋 B氏「恐ろしくて,とても
やれない」

スケール屋 C氏「スケールでの使い方な

ら在来法で十分」etc.

これならば原稿を書いてもらうまでもな

く,編集部の電話取材でも十分可能です。
慣れない者にとって,「原稿を書く」と
いうことは,かなり抵抗がある作業であり,
従って,書かれた原稿に頼る限り,情報の
提供者は固定化し,マ ンネリズムになると
思います。このような形の気軽な「 3行記

事」が多数あっても良さそうです。掲載さ

れた記事に関連したことだけでなく,断片
的な個人情報,例えば,

「A氏の新FlBは 17dm2だ」
「 B氏のRは D=600の プロペラで40秒
ラン」

といった情報あるいはウワサが,個人のプ
ライバシーや競技のための秘密開発に触れ

ない限り掲載されても良いと思います。

2.範囲は広く,境界にとらわれず,「趣
味際」「学際」「術際」領域に踏み込む

こと。

例えばアウトドアライフのひとつとして

模型航空をとらえるとか (昔 ,モ デル
ジャーナル誌に鍋料理の作り方の記事を書

いたことがあります),あるいは法律学の

専門的な見方でルールを論じてもらうとか

(FFの定義にしても,さ まざまな見方が
可能です),外から見た取り上げ方があり
ます。

幸いなことに,模型航空界はさまざまな
職業の人々より成り立っており,私自身,
初心者のころ, ヒコーキ仲間である大工の

オジサンや旋盤屋のオニイサンの知識を盗

んだり,教えてもらったりして,現在の知
識のコヤシにした経験があります。このよ

うなさまざまな「本職」の模型航空に応用

できる技術に関する情報は貴重です。

ただし,前項で触れたように,原稿にま
とめるということは,大きな抵抗となるで
しょうから,ま た編集者に負担をかけるこ

とになるわけですが,芸談のような「聞き
書き」が必要かも知れません。

3.他分野のニュースソースの孫引き
これは偶然目についたことなのですが,

「ハイテク有用無用おもしろ雑学」 (天山

文庫)をながめていたところ,
(イ )「超ミニサイズ虫型ロボット (飛行
する !)」 P27

(口 )「コインサイズの発振器 (幼児誘拐
防止用)」 P54

(ハ)「超低温ひずみとり (ゴルフボール
をマイナス30° で処理すると,飛距離が
ぶ、える)」 P56

(二)「強カセンイ (ア ラミド,電磁場内
んケメ

^)」

 P87

など模型航空に応用できそうなテーマが散

在しています。タネ本は諸国の科学雑誌で

しょうから, これ等を探せば, もっと早く

正確な情報が得られるはずで,読者の中に
このようなソースを持っている方々もたく

さんあるでしょうから,発想のヒントとし
て貴重です。

ちなみに (イ )はMITの ものですから,
それなりの根拠はあるでしょうがR数より
見て実現性 ?です。 (口 )は機体探し用 ,

(ハ )はゴムのブレークインに応用できな

いかと思います。

×        ×

(大村和敏)

(こ れは,以前,大村さんより編集部宛に
いただいた手紙です。情報不足を嘆く編集

部へのアドバイスでしたが,年を経た今も
状況は変わっておりません。少しでも誌面

を変化あるものにしたいと思いますので,

皆さんのご協力をお願いいたします。)

FF Wings  Nh45 ―
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7月 18日  YAM月 例大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]水上機  [問合せ]横浜市中区
西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)

7月 18日  K:PC室 内機練習会 [時間]午後 [場所]り |1崎市川崎区渡田新町3-2-1サ ンライフ川
崎 [問合せ]●044-511-1755茂手木秀次(午後6時以後)

7月 25日  FlD練 習会 [時間]午前9時～午後5時  [場所]東京都江東区夢の島32夢の島体育館
[費用]年間会費制 [問合せ]●03-6H-8H2太 田

8月 1日  EZ― B, ミニ記録会 [場所]東京都江東区夢の島3-2夢の島体育館 [主催]JIAC
8月 14日  FlD練 習会 [場所]葛飾体育館 [問合せ]803-6H-8H2太 田
8月 15日  YAM月 例大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]変形機および水上機 [問合せ]

横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)

8月 21日  模型航空シンポジウム  [場所]東京都新橋 航空会館  [主催]日本模型航空連盟
8月 22日  KIPC室 内機練習会 [時間]午前9時～午後5時  [場所]ナ !1崎市川崎区東扇島38-1,‖

崎マリエン [問合せ]●044-511-1755茂手木秀次(午後6時以後)
8月 29日 第52回 YSF/GpF合 同競技会  [時間]8時 30分受付, 9時開始 [場所]武蔵野市

中央公園  [主催]YSF,GpF共 催 [予備日]     9月 5日
8月 29日  FlD練 習会 [時間]午前9時～午後5時  [場所]り :1崎市川崎区東扇島38-1月 1崎マリエ

ン [費用]年間会費制 [問合せ]803-6H-8H2太 田
9月 12日  K:PC室 内機練習会 [時間]午後 [場所]り :1崎市りll崎区渡田新町3-2-1サ ンライフ川

崎 [問合せ]8044-511-1755茂手木秀次(午後6時以後)
9月 12日  FlD練 習会 [時間]午前9時～午後5時  [場所]東京都江東区夢の島3-2夢の島体育館

[費用]年間会費制 [問合せ]●03-6H-8H2太 田
9月 19日  YAM航 空ショー [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]バラエティーに富んだ機体の

参加を歓迎  [問合せ]横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)
9月 26日 松茸大会  [場所]鈴鹿市楠たんぼ  [種目]E,R,G,HLG級  [主催]中部フ

リーフライトクラブ

9月 26日  K!PC/FlD練 習会 [時間]午前9時～午後5時  [場所]り |1崎市川崎区東扇島38-1′‖
崎マリエン [問合せ]●044-511-1755茂手木秀次(午後6時以後)

10月 3日 全日本国内級競技会 [場所]大宮たんぼ [主催]日本模型航空連盟 [予備日]10月 17日
10月 4～ 10日  FF世界選手権大会 [場所]アメリカ
10月 17日 国際級ジュニア+P30記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]代々木スカイフレンズ
10月 17日  YAM月 例大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]オ リジナルモデル (自作自設計

ならなんでもOK) [問 合せ]横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜 間)
10月 24日 東京選手会混合級記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]東京選手会
10月 31日 (未定)模型飛行機フェスティパル  [場所]武蔵野市中央公園  [主催]武蔵野中央公園
10月   フリーフライト世界選手権  [場所]ア メリカ [主催]国際航空連盟

●本誌の購読料 は 5回分 1000円 です (送料含む )。 御送金 は郵使振替を御利用 ください
郵便振替 口座 /東京4-398372 加入者名 /FF WINGS

第45号  1993年 7月 10日発行 〔会員配布〕

FF WINGS編 集部
0221横浜市神奈り:1区鳥越6-5

0202保谷市本町6-18-10勝栄荘3

0176東京都練馬区桜台4-34-13

山森喜進

萱場達郎

小林方
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1993年 9月 15日発行

陥46 1993SEPT。
室内機,カテゴリーlで
世界記録達成か?

8月 14日 ,東京都葛飾区にある葛飾水元
体育館で行われたFlDカテゴリー Iの日
本記録更新のための競技会において,神奈
川インドアプレーンクラプ (KIPC)所
属の木下哲選手が,34分20秒の記録を達成
し,自己の持つ31分29秒の日本記録を更新
しました (設計図は 6頁参照)。
この記録は同時に世界記録をも更新する

可能性をもっているので,現在, 日本模型
航空連盟と日本航空協会で調査中です。

もしこの更新が実現すれば,KIPCは
もとより,日本模型航空連盟にとっても画
期的な出来事です。

FAIの規定によれば記録更新の条件は,
その前に作られた記録より2パーセント以
トト回ることとなっています。手元に最近
の記録がないために判然としませんが,34
分20秒の98%は 33分39秒ですから,これ以
上の記録がなければ,木下選手の記録更新
は確実なものとなります。

ここで同選手の足跡をたどってみましょ

う。

1985年,藤原氏と一緒にKIPCに 参加

FF Wings  NL46

川崎マリエンで棟習中の本下氏 (6月 20日 )。

しました。この年は,村田昭二さんのグル
ープが正式に参加し,KIPCの 基礎が固
まった年です。

もともと屋外機での経験をもつベテラン

ですから,たちまちのうちに室内機もマス
ターし,FlDに も持ち前の器用さと熱意
で,新しい技術をどんどん取り入れて自己
記録を更新してきました。同時に自己の開

発した技術を会員に惜しみなく公開してK
IPCの レベル向上にも努めてくれました。
公式の記録会に参加したのは1989年の日

本選手権からですが,その記録をたどって
みると下記のようになります。

1989年 日本選手権 15分56秒
1990年 日本選手権  7分30秒

トルクバーナー試用

1990年 関東選手権  23分28秒  2位

-1-



1991lF

1991生F

1991生F

1992生F

1992生F

1992生F

日本選手権  26分25秒  2位
日本代表選抜 28分 38秒  1位
関東選手権  26分09秒  2位
日本選手権  23分17秒  2位
世界選手権  25分23秒 33位
日米通信競技

おなじみのGpF,YSF,紙 飛行機の
顔ぶれに横浜から6人,市川の太田正史さ

んが加わって43名が参加,内 11名はダブル

エントリー。ここで飛ばす機体のない人も

計時などの応援にきてくれ,競技は 9時15

分開始から12時前に終了まできわめてスム

ースに運ばれました。

この日の風向きは,広場の風上側に下降

気流の帯ができて,気流が乱れやすく,ス

タート地点の選択とタイミングが成績の分

かれ目。この場所と空気を知り尽くしてい

る地元勢が上位を占領しました。

混合級とR30の 2種目優勝の松本さんの

賞品はR30カ ップ,TANⅡ ゴム 2箱,ユ
ニオンのキット。「感想は?」 の問いに,

ただニコニコo「賞品ゴッソリで:申 し訳
ないと思わない ?」 「いえ,ぜんぜん。た

だ嬉しいですよ」。同じく2種目を狙った

岸光夫さんは混合級のフライオフとミニク

ープの203位決定戦で「もう足がついて
行かないよ」と弱音が出てどちらも3位。

兄の岸貞男さんは 1種目狙いでミニクー

プ優勝。混合級 (P30)の渡辺さんはフラ

イオフでは風上に行き過ぎて,下降気流に
つかまって 6位。使用したTANはプレー
クインを慎重にやれば切れにくいゴムだが,

いきなリフルに巻いて,切断の連続に悩ん

でいたようでした。

R30の星敬二さんは2R目 ,場外で機体

紛失。場外行きの機体はいくつかありまし

たが,星さん以外は全部回収できました。

競技終了後,木陰で会費500円の懇親会

が行われ,50人が参加。ビールで乾杯のあ

と,スイカをかぶりながらの歓談。80歳に

なられた岡部さんはペーパーにエントリー

しただけで,一度も飛ばさずクロスワード
パズルに没頭。若手の知恵を借りて全部解

けました。

人賞,ブービー (私も)の皆様,おめで

とうございます。 (誌面の都合で成績は次

号掲載の予定)

-2-

川崎本選会  31分29秒  1位
カテゴリーI日本記録

日米総合   62分08秒  2位
)  AMA,NFFSよ り功績証

1992年 :関東選手権  15分30秒 β位
1993年 日本選手権  34分 12秒  2位
t l 伺日,木原一正選手が35分17

〔二讐1義螺纂墓:鶏事T驚
次の4つのカテゴリーに分かれていまする

カテ全リー I 天丼高8m以下
カテゴリーⅡ 天丼高 8～15m
カテゴリーⅢ 天丼高15～30m‐
カテゴリーⅣ 天丼高30m以上

例年この時期に 1～ 2週の差で行われる

両クラプの競技会を,今回は一緒にやるこ

とになり,第51回 YSF・ 第 7回GpF合
同競技会となりました。

8月 29日 ,台風11号の豪雨に洗われた武

蔵野中央公園の原っば,カ ラリと晴れ上が

って湿度は低く,北東の風 1～ 4m,気温
30度があまり暑く感じない1日。

種日は,セ ミスケール,純スケール, ピ

ーナッツ,ペーパープレーン,A級 OB級

ライトプレーン,R30(機長・全幅ともに
30cm以下), ミニクープ (機体重量35g以

上,ゴム5g以下),混合級。このうちエ

ントリーが 3名以下のR30は A級ライトプ

レーンに係数1.5で統合されて 8種目。
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九六式…号艦戦

さる 8月 13日 014日 の第 5回庄内ピー

ナッツスケールコンテストに参加し,各地
からの皆様の傑作機を目のあたりにし,た
いへん楽しい夏休みを過ごしてまいりまし

た。その際の私の参加機の一つである,片
翼帰還で有名な樫村機を作ろうと思いつい

たのは,前回 (第 4回)の コンテス トの直
後でした。

日本海軍機については,い くらか知って
いるつもりでいたのですが,い ざ図面を書
こうとすると,資料は意外に少なく,製作
図面ができたのは,その年も押し詰まった

頃でした。

こんな変わった機体はたぶん私がはじめ

てのことだから,10秒 も飛べば言い訳はで

きるだろう…ぐらいの軽い気持ちで始めた

のがそもそもの大間違い。まず 1号機は右

記

翼端に重りをつけてバランスをとろうとし

たのですが,これではとても調整しきれな

い事がわかり,第 2号機を作ることにしま
した。

2号機はエルロンを実機のように右を

アップ,左をダウンにした状態 (固定)で
作り,さ らにラダーを可動とし,調整可能
としました。翼厚も少し増加しました。

はじめこの機体は,ス ラストラインが重
心の左へよってしまうので,右旋回の方が
有利だろうと考えたのですが, これが非常

に危険で,動力飛行中,右へ旋回しはじめ
ると,ス ピードがつくにしたがってエルロ

ンとラダーの効きが大きくなり,右ヘスパ

イラルダイプしてしまい,主翼の桁を 2回

も折ってしまいました。

次に左旋回に調整し直しましたが,今度
は低速の時,左側 (折れた翼の方)への傾
きをもちこたえることができず,つっこん
でしまい,どうにも手の打ちようがなく,
いじればいじるほどわけがわからなくなっ

てしまいましたが,考えてみれば,実機も
速度を落とすと左へ傾いて着陸と同時に

ひっくり返って大破したのですから,当然
のことだったわけです。

しかしいよいよコンテストが近づき,何

大
田
さ
ん
が
苦
心
の
す
え
完
成
さ
せ
た

九
六
式

一
号
艦
戦

（樫
村
機
）
の
痛
々
し
い
姿
。
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とかしなければと,まず,着陸の時,左ヘ

突っ込むのは,壊れない程度で我慢すると

して,重りとラダーの両方で旋回を調整し,

サイドスラストは思い切り左へ切り,それ

でも発進直後,右へ首を振りたがるのを防

ぐため,機体を左へ傾けて出発させること

にしました。この傾きは非常に微妙ですが,

操縦席の縁から計器盤が見える具合で判断

します。

これで,何とか20秒程度の飛行までこぎ
つけることができましたが,さ らに改良し

た 3号機はついに間に合わず,胴体の骨組
みができたところで中止しました。

結局「労多くして,巧少なし」といった

ところですが,名古屋のコンテストでは,

少しは注目していただけたのではないかと

思っています。

もう次回の大会が楽しみですが,まだ,

今大会の興奮が残っていますから, しばら

くは実機の写真集でも眺めていようと思い

ます。

作りたい機体は山ほどありますが,まだ,

どれから手をつけるか考えがまとまりませ

ん。しかし,それも間もなくみつかるで

しょう。
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FF海 外 事 情

AEROMODELLINGliよ

HOBBYかSPORttSか ?
―大村和敏一

今回のテーマ,つまり「模型航空とは何

か」とヽヽう問題については, 我々のFE5に も

さまざまな見解が出ていますが,いまだに

決定版はなさそうです。思うに, 日本はア

ソビに関しては後進国で,ア ソビを明確に

分類・定義する用語が少ないので, AERO―

MODELLINGの ような複雑なアソビは,既成
の枠にはめこんで定義しにくいということ

なのでしょう。

そこで,海外モデラーの視点を借りて,
この問題を考えてみます。

まず,タイトルのコトバを明確にしてお

きましょう。HOBBYも SPORTSも ,英和辞典
をひくと対応する日本語が載っていますが,

アソビの分類として明確に定義され,具体

的な内容を持ったコトバではなさそうです。

また,原語の持つニュアンスと微妙な違い

があるためか,SPORTSは そのままカタカナ

語として使われる事が多く,HOBBYも その

傾向にあります。

ちなみに,HOBBYは英和辞典では抽象的

な「趣味」というコトバに訳されています

が,原語国の百科事典の例示を見ると,

もっと具体的に「楽しみのために物を作る

(創る)」 という意味で使っています。カ

タカナ語の「ホビイ」は,後者の意味のコ

トバとして,「趣味」と使い分けられてい

るようです。

だから,彼 らのAEROMODELLINGに対する

「HOBBYかSPORTSか ?」 という問題意識は,

「それが作る事なのか,飛ばす事なのか」

という意味にとれます。

この議論に対応して, 模型店が HOBBY



SHOPと呼ばれ, FAI競技規定のタイトル
がSPORTING CODEで あるという現実があり

ます。また,SPORTING CODEの 中味でも,

模型航空機 (AEROmDELS)は飛ぶ物 (AIR―
CRAFT)であると定義されている一方, BO
M条項が含まれていました。BOM条項
(自作機による競技参加)は ,最近条文よ
りは削除されましたが,慣習的あるいは精
神的規範としては,基本的な考え方です。
実際におこなっているモデラー個人は,

AEROMODELLINGに対してさまざまな関わり

かたをします。モデラーはもともとモノに

こだわるほうですから,その状況毎にHOBBY

派やSPORTS派になるようです。

例えば,滞空競技屋はよりSPORTS的 ,ス
ケール屋はよりHOBBY的 と言えます。しか

しながら,滞空競技屋にしてもHOBBY SHOP
から材料を買ってきて,機体を作ります。
そして,初心者はSPORTSが成立するほど飛
ばないでしょうから,よ りHOBBY的な状態
と言えます。

経験をつみ,ま ともに飛ぶようになって,
SPORTS的な飛びかた,さ らには SPORTING
CODEに管理された飛びかたが可能となると

いう理由で,SPORTSと してのAERO田DELLING

の方がより進歩した形であると主張する説

もあります。しかしながら, トップレベル
の競技派には,BOM削 除後も自作派が多
く,HOBBY屋 として新設計・新機構を開発

する事によってその地位を守っているので

す。

このように,モデラーの関わりかたに
よって,さまざまな意見が出ています。こ
れは,模型航空の実態を明らかにするうえ
で,有意義な論争です。そして,論争を生
む多様性が,AEROMODELLINGと いうアソビ

の本質であリセールスポイントだと思いま

す。

いわゆるスポーツ類は,用具や条件を固
定し,争点を限定し,プ レーヤーも専門化
し,単能化する傾向にあります。また,い
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わゆるホビイ群は,木工,金工,～細工と,
工法別になっている事が多く, これも単能

化指向です。

これに対し, AEROMODELLINGは 構造的に

多能化指向であり,AEROMODEL(模 型航空

機)を楽しむために必要なものはどんどん
取り入れ,「趣味際領域」に積極的に進出
します。だから,作る事,飛ばす事はもと
より,それ等をサポートする科学技術の研
究,体力作りのトレーニング,ニュースレ
ターなどの情報伝達等々,関連する諸活動
全体をAEROMODELLINGあ るいは模型航空と

定義すべきなのかも知れません。

〔編集部より〕

○今年の夏は,例年になく不順な天候でし
たが,皆様にはお元気でしょうか。雨が多
くて, FFの飛行会もあまり行われなかっ
たようで,小誌も情報不足にあえいでおり
ます。毎度のことではありますが,皆様の
近辺で行われる飛行会の情報等お寄せくだ

さるなど, ご協力をお願いいたします。

OFFに はちょっと縁のないラジヨンの話
しですが,1995年に,日本で初めて, F3
A(曲技飛行)の世界選手権が開催される
こととなりました。同時にF3C(ヘ リコ
プター)も招致すべく働きかけをおこなっ
ているようです (詳細は「ラジヨン技術」

誌をご覧ください)。

○新聞情報によると,来年には郵便料金が
上がるとのことです。

小誌では,極力冗費を省いて,値上げを
しないように努力してまいりました。情報

は皆さんからの無償のご協力をいただき,

編集は私たちの手で,そ して印刷も無償で
協力くださる方がおります。

しかし今回の郵便料金の値上げはかなり

大幅のようですので,その上昇分,皆さん
に御負担いただくことになるかも知れませ

んので,その節はよろしくお願い申し上げ
ます。
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BLADE

轟晰
私は,SUPER10R PROPS社 (所在地等は文

末注書きを参照)のプロペラ治具を利用し
て,ラ ミネート・プロペラを作ります。こ

れはバルサ材を芯に,表面をグラスFRP
にした複合材製のプロペラで,次のような
メリットがあります。

(1)作業時間は,慣れるとブレード1組あた
り延べ 3時間くらいで大変手軽。

(2)美 しい。グラス布はエポキシとあわせる

と完全な透明になり,芯材のバルサの木
目が楽しめます。

ほ)丈夫。パワーダイブしても,折れたり裂
けたりはめったにありません。

(4)高性能。グラスカバーによリピッチが安

定します。加えてシャープな前後縁。

15)軽量。ミニクープ用30cm径のものが,ペ
アで 4go R級用のものが8.5gででき
ていて,手頃な重さです。

まだまだ幼稚とは思いますが,製作法を
発表します。この方法が広まり,よりよい

材料・方法を教えてもらえるようになると

幸いです。

道具 と材料

プ ロペ ラ治具

$12.00+送 料

ホオ材製

バルサ材 …A― CUT/比 重 0.1以 上
C―CUT/比 重 0.12以上

どち らも可。

A― CUT… 多少の剛性 UP,つ ぶれ難い。
い !ね じる時,割 れ難い。C― CUT・・・美:し

l mll… 30 all DIAま で。
1.5oMllま たは l llul× 2枚 …R― class
2 11ull以 上・-7ake以 上。

マイクログラス

薄手 (50g/m2)の グラス
布。秋葉原のアサ ミで

入手。 ¥800/■ 2く らい

ポ リエチ レン袋厚手。
0.06～ 0。 1 2ul厚 。離型剤
の代わ りにな ります。

一

ム
バ

ン

一
ラ

タ

ォ

レ

フ

伸縮性包帯
3～ 4本

作 り方
(工程 1〕 バ

げ倉

嗜

ポキシ接着剤

セ ロテープ  ウ
(た っぷ り )

半分 くらいま
せる割 と柔 らか目

機 分

ルサ芯材ね じり加工

包帯で固定。

(3)24時 間以上乾燥。

に)最終整形。 LE,TEは “す けて見え る"

よ うなナイ フエ ッジで良 い。

50× 50× 2cll1 lC¥890

(SUPERIOR PROPSネ 土)

(1)バルサを湿 らす。
(2)割 れやす いハ ブ側か ら,
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〔工程 2〕 積層加工

イクログラスか ら

目に 45° で,必要
を切 り取 る。

コメ ン ト

(1)ブ レー ドのね じりが多少 もどるので ,
3～ 4mmlハ プ側 によせて,ね じりを強く
す る。

(2)エ ポキ シの量 は, ミニマムで ,グ ラス
と 1:1(重 量比 )ま で減 らせ る。た
だ多めの方が剛性 も出て安全。

13)使 い残 しのエポキ シが “曲が ると割れ

る"く らいになった ら型か らはず して
良 い。

〔工程 3〕 仕上げ

(1)LE,TEか ら不要分を トリムす る。
8)中 央部 に補強用のバルサ材を接着。

13)ヒ ンジパイプを治具を用いて取付 ける

(SUPER10R PROPSの プロペラ治具の場合
プロペ ラ治具 に取付 けて使 う ドリル治

具が用意 され便利 にな っている )

マイクログラス

にエポキ シを流

し,余 分 を とこ
とんか き落 とす

ができる。
プロペ ラ治具 にポ リ
エチ レンを巻 き,テ
ープで引いて シワを

取 ってお く。

フ ォーム ラバ ー

は治具 に合 わせ

て必要 サ イズに

カ ッ ト.

この穴

ドリル

固定用

アノ線

置決め

を通 して ,
とパイプ
の ビ

を位

す る

20°
 
“B'

包帯を使 いフォームラバーを 1/2に
圧縮す る くらい強 く巻 く。

プレ=ド
ウ レタ ンフォーム

グラス

テープでポ リエチ レン
の シワを取 る。

断面図
ブ レー

ドリル治具 プロペ ラ治具

に)補強部分 も整形 して出来上が り。

塗装 は していません。

〔たヒ〕SUPER10R PROPS

2412 Tucson Ave. Pensacola,

Florida, 32526

Uo S.A.

StlPER10R PROPS社 では,プロペラ治具の

他,モ ントリオールストップ,折リペラを
はじめバルサ製各種プロペラ等, FF用
パーツを多数扱っています。

送料は,通常 $15ほどで,送付日数は 3
週間ぐらいです。

マ イ

Ffi
,e2'tz

+ r,lt+ Y

ｎ
Ｏ

ｕ
多k
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ξスター
「
Fの

この日,千葉ニュータウンヘ持ってきた

のは, 4号機用に削ったヒノキのプロペラ

の性能テストが目的だった。このプロペラ

に交換して,同 じ数だけゴムを巻いて飛ば

してみると,見違えるように見事な急角度
その26  上昇。しめた,4号機は高性能になるぞ!

たんぼに水が入っている間は作るほうに   これでは「 1号さん」の怒りは当然だ。
専念しようと, FlBの 4号機にとりか   1分 半にセットしたデサマが効かない。風
かった。主翼の骨組みが出来て,プロペラ  が無かったので,真上で旋回しながら高度
や胴体その他を加えた完成予定重量を見積  は上がりっぱなし。10分過ぎて,僅かに南
もってみると,何と25gオーバー。どうし  西方向に流れ始めた。車に乗って追跡に移
ようと途方に暮れたが,まず強度に余裕の  る。500mあたりで動きが止まった。サー

ありそうな所を削り,タ イマーを分解して  マルは断続的に続き,少 し下りてはまた上
不要な部分の金属を切り取った。計ってみ  昇を何度も繰り返す。車から降りて道端に
ると,僅か3.7g減。このダイエットは厳  座り込んで20分は越えたろうか。日は離せ
しいぞと,気分は鬱が続いていた。 ないので,ま ともに陽があたって,顔がヒ

千葉ニュータウンの造成地で飛ばせるか   リヒリしてくる。
ら行こうと誘いがきて,久しぶりに早起き ちょうど逆の方向に動き出した。また

して出かけた。今年の夏では数少ない真夏  戻って来るかもしれないので, しばらくそ
日。地面はたっぷりと水を吸っているとこ  のまま見ていたが,どうやら流される方向
ろに太陽がギラギラ。ほとんど無風。人間  が読めてきたので,また車で追跡体勢。高
にはこたえる暑さだが,飛行機には絶好の  度はたっぷりあるので,流される先の道と

条件。持って行ったR級 1機とFlB 2  地形を下見して戻ってくる余裕があった。
機を一通り飛ばした。最後に飛ばしたFl  道に添って高いフェンスが続き,その先の
Bの 1号機の上昇が良くない。        突き当たりのT字路を右に曲がると,低い
FlBを初めて作った時は, 1機だけそ  杭と針金で囲ってはあるが中に入れそうだ。
こそこに飛ぶのを作って, FlBは それだ   やっと高度が落ちてきた。予定の方向に

けと決めていた。 1年後に気が変わって,   先回りして車を止める。囲いの中に入って
2号機を作ると,「 1号さん」がすね始め  しばらく待つと,最後の旋回で,ち ょうど
た。「 2号さん」は出来上がって間もなく   こちらに向きを変えた。「帰って来ました

大宮たんぼで,川向こうのゴルフ場へ飛ん  よ」と言うように,頭の上をスレスレに通
で行って無くなった。すぐに 3機目を作っ  過して,10m先に静かに着地した。
て,調整の間ほったらかしていた「 1号さ   デサマが遅いと感じながら時計を見た時
ん」を久しぶりに飛ばしてみると,強烈な  から43分経っていたから,約45分 も羽を伸
パヮーダイプ。軟らかいたんぼの土に10セ   ばしてきたわけだ。これで 1号さん,機嫌
ンチもめりこんだ。が,どこも壊れていな  を直してくれたろうか。
い。今年の春にはサーマルに乗って行方不   このプロペラは 1号さんにブレゼントす
明になったが,親切な人に拾われて,電話  ることにした。重量超過の 4号さんには,
をもらって無事に手元に戻った。 軽いバルサで削り直すことにしよう。

=ッ 留イ
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ゴム動力雑論 〔28〕

ゴム動力機の具③

大 村 和 敏

前述のように,ゴム動力機の翼は空力的

効率と軽量化という対立する2条件に,他

種目よりも厳しく対処しなければならない

宿命にあります。その反面,どちらをどれ

くらい指向するかによって,かなり大きな

選択幅があります。翼を設計するとき,定
めなければならない要素がいくつもあり,

それぞれが選択幅を持っているわけです。

諸要因のうち,翼型については前回にふ

れました。今回は別掲のグラフ①～⑤で,

FlB級の主翼の選択幅を,年度別にまと
めてみました。項目は,① ldm2あ たり重 ‐
量,②主翼重量,③主翼展開面積,④主翼
展開スパン,⑤ リブ間隔,です。
このグラフは,45～ 60機 (項目によって

違う)を集計したものです。1938年のフィ
ロン機 (○印)を含め,機体の大きさや全

重量はほぼ同じですから, 15dm2, 230g前

後の機体なら,グラフの数値をそのまま適
用することができます。

たとえば,この大きさの機体で,極限ま
で軽量化を指向した場合,翼重20g以下,
1.2g/dm2の実績があったことが,グラフ

①,②よりわかります。そして,このよう
な翼が使われた時代は1953年ですから,こ

の年代のデータを探せば具体的な設計がわ

かるでしょう。

もし,当時の設計を参考とするならば,

現在に比べて翼面積は小さく (③),スパ

ンは短く (④),従って縦横比は小さく,

リプの間隔も広い (⑤)翼になり,翼型も
10%厚以上 (前回参照)で しょう。つまり,

空力効率は現在の翼に比べて大幅に劣ると

予想されるのです。

FF Wings  NQ46                            -11-

けれども,「軽量化」を第一順位におく

限り,現在の翼は当時の 3倍も重いのです
から,まず昔の設計を参考にせざるを得ま

年

74～ 77

59～ 64

53

年

74～ 77

59～ 64

年

74～ 77

59-64

53

年

74-77

59-64

年

74-77

59-64

53

最小ヽ η
tt r最大

\rses z<o2&,

60  70g

一

16   17d■ 2

1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6m



せん。                   の条件を探すと,最新の74～77年に該当し,

他方,高い空力効率を第一順位において  そうなると翼重量, l dm2ぁ たり重量も重
翼を設計するならば,まず大縦横比 (≒大  くなる (②,①)こ とになります。そして,
スパン→④),大翼面積 (③),薄い翼型  この年代のデータを探せば,具体的な構造
(前回参照)で,狭いリブ間隔 (⑤)とい  などがわかるわけです。
うことになります。それぞれのグラフでこ

「「
競技会 ・催 し物案 内 側……

酬躙

9月 19日 YAM航 空ショー  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]バラエティーに富んだ機体の
参加を歓迎  [問合せ]横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜 間)

9月 26日  松茸大会  [場所]鈴鹿市楠たんぼ  [種目]E,R,G,HLG級  [主催]中部フ       ‐
リーフライトクラブ

10月 2日  K:PC室 内機練習会 [時間]夜間 [場所]′ :1崎市川崎区渡田新町3-2-1サ ンライフ川
崎 [問合せ]8044-511-1755茂手木秀次(午後6時以後)

10月 3日 全日本国内級競技会 [場所]大宮たんぼ [主催]日本模型航空連盟 [予備日]10月 17日
10月 17日  K:PC室 内機練習会 [時間]午前9時～午後5時  [場所]り |1崎市川崎区東扇島38-1,‖

崎マリエン [問合せ]●044-511-1755茂手木秀次(午後6時以後)
10月 4～ 10日  FF世界選手権大会 [場所]ア メリカ
10月 17日 国際級ジュニア+P30記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]代々木スカイフレンズ
10月 17日  YAM月 例大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]オ リジナルモデル (自作自設計

ならなんでもOK) [問 合せ]横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫●045-681-5496(夜 間)
10月 24日  東京選手会混合級記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]東京選手会
10月 24日  FlD練 習会 [時間]午前9時～午後5時 [場所]′ |1崎市り!1崎区東扇島38-1'‖崎マリエ      |

ン [問合せ]●03-6H-8H2太 田
10月 30031日  」 :AC飛行会 [時間]30日 は午前 9時～午後 9時,31日 は午後 1時～午後 9時

[場所]東京都葛飾水元体育館 [主催]ジ ャパンインドアエアロクラブ
10月 31日 (未定)模型飛行機フェスティパル  [場所]武蔵野市中央公園  [主催]武蔵野中央公園
10月   フリーフライト世界選手権  [場所]アメリカ [主催]国際航空連盟
H月 7日  GpF競 技会  [時間]午前 8時30分受付開始, 9時競技スタート 陽 所]武蔵野市中

央公園  [主催]グ リーンパークフライヤーズ  [注記]予備日H月 28日
H月 14日 第 4回模型飛行機フェスティパル  [時間]午前 9時30分～14時  [場所]武蔵野市中央

公園  [内容]紙,ゴム飛行機各200機の作り方教室,飛ばし方教室,飛行認定書の発行,
ベテランのデモフライト [協力]武蔵野ペーパープレーンクラブ,GpF

H月 20～ 22日 日本選手権 (FlA,FlB,FlC) [場 所]滋賀県大中の湖  [主催]日本模型航空連盟
H月 21日  YAM月 例大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]オ リジナルモデル (自作自設計

ならなんでもOK) [問 合せ]横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫●045-681-5496(夜 間)

湧鰈蒻同餞
第46号 1998年 9月 15日発行 〔会員配布〕

FF WINGS編 集部
●221横浜市神奈川区鳥越6-5

0202保谷市本町6-18-10勝栄荘3

0176東京都練馬区桜台4-34-13

山森喜進

萱場達郎

小林方

●本誌の購読料 は 5回分 1000円 です (送料含む )。 御送金 は郵便振替 を御利用 ください
郵便振替 口座 /東京4-398372 加入者名 /FF WINCS
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No47 1993NOV
室内機情報
日米通信競l
木下氏再び世界記録?

現在,室内機では,アメリカと日本の各
々で競技会を開催し,その成績を持ち寄っ
て記録を戦わせるという通信競技を行って

います。

1993年度は,アメリカ東海岸地区の異常
気象による水害等で,アメリカ側の競技会
の開催が遅れているそうですが, 日本では,
名古屋は予選終了。東京は出場者が少なく,

予選なしで野中,太田,田中の 3氏で本選
にのぞむとのこと。こうした情勢の中で,

9月 26日 ,川崎地区の予選会を川崎マリエ
ンで開催しました。

5名の選手で競った結果,木下,木原,
原田の 3氏が10月 30031日 ,葛飾区水元体
育館で開かれる関東地区の本選に臨むこと

に決定しました。

〔川崎地区予選会の記録〕

①木下 哲 33分50秒 31分29秒
②木原一正 30分48秒

③原田良介 25分56秒 24分00秒

④田中泰孝 18分21秒 17分 18秒 22分 22秒

FF Wings  Nh47

⑤三沢正敏 21分06秒 12分 50秒 21分34秒

さて前号で,木下哲氏がカテゴリー Iで
34分20秒の世界記録を出したことをお伝え

しましたが,氏はさらに9月 27日 ,国立青
少年総合センターの体育館において,自己
記録を更新するための記録会を行いました。

当日会場は西側の窓が完全に閉まらず,

強風が吹き込んで飛行不能。ようやく修理

ができて,午後 1時ころから,飛行ができ
る状態になりました。 2ラ ウンドロには,
34分51秒の記録が出て,新 しい日本記録が
誕生しました。

日下,登録手続き中ですが,当然世界記
録も更新される予定です。

(前号で,世界記録の更新は,その前の記
録の 2%を上回ることが条件と紹介しまし
たが,FAIの 前のルール改定ではこの条
項は削除されているとの指摘が, 日本模型

航空連盟・学術委員長の伊藤勝夫氏からあ

りました。)

×    ×

」IAC(ジ ャパンインドアエアロクラ
ブ)では,10月 11日 ,川崎市東扇島の川崎
マリエン体育館において, EZ― B・ ミニ

スティック記録会を行いました。

当日は, ミニスティック, EZ― B無制
限,EZ― Bl。 2gの 3種目に13名の選手が
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参加し,盛会でした。
ミニについては,前回の記録更新はでき
なかったものの,杉氏が相変わらずの強さ

を発揮し,王座を守りました。EZ― B無

制限クラスでは,木下氏が記録を更新し,
1位を確保。1.2gク ラスは,藤原氏が頑

張ってトップになりました。

なお,今回より, この種の競技会の最高
記録はJIACの公式記録として登録する
ことになりました。

〔ミニスティックの部〕

①杉康行 7分09秒 ②茂手木秀次 6分31秒
③橋本健仁郎6分11秒 ④藤原瑞吉 5分32秒

⑤小村和正 5分29秒 ⑥竹内淑朗 5分28秒
⑦本平康博 2分46秒

〔EZ― B無制限の部〕

①木下哲 16分19秒 ②藤原瑞吉 15分 09秒
③間崎隆次 12分 39秒

〔EZ― B l.290部〕
①藤原瑞吉11分 13秒 ②田中泰孝10分 42秒
③竹内淑朗 10分 14秒 ④寺尾 孝 8分20秒
⑤安田直勝 8分06秒 ⑥林  修 7分51秒
⑦小村和正 7分31秒 ③池田洋-7分14秒
⑨堀切日出人 3分33秒

国際級のFlG,FlH,Fl」 とP30による記

録会ですが,参加者の年齢からも「ジュニ

ア」は?ということで,次回2月 6日の本

番から「寒中杯・国際級 2分競技会」と改

め,内容の充実を企てることになりました。

さて今回は10月 17日 ,雨の大宮たんぼ。

稲の収穫の遅れで調整が間に合わなかった

人,天気予報の雨を嫌った人がぬけて,参
加者は9名。

開始時間を遅らせてイヽ雨決行で 8:30ス

タート。 lRは 6人がMax。 その後雨は本
降りになったり,ほとんど止んだりの繰り

FF Wings  NL47

返し。その間にサーマルの周期も見られ,

雨中でかなりの高度に達する機体もありま

した。Max率は普段より低かったものの,

やるべきことをやれば,雨はさほど怖くな
いと実感した人が多かったようです。

観戦に来ていた小滝さん,芋り||さ ん (所

沢クラブ)は,初めは「雨でもやるんです
か」と,あ きれ顔でしたが,閉会後に雨が

止んで,次に目指す競技会へ向けて調整の

機体が次々と飛ぶのまで見届けて,「大い

に収穫がありました」と,やや興奮気味に

感想をもらしていました。

今回は Fl」 ,FlHが 1人だったので混合

にしましたが,来年 2月 6日の「寒中杯」
では 3種目独立,P30は FlGに加わってもら

うことになっています。

〔国際級ジュニア記録会成績〕

順位 名前 種目 lR 2R 3R 4R 5R 計

にDコ護里予f載」ヒ FlJ 120 120 120 120 120 600

C)届言  ジヒリこ FlG 120 111 110 105 113 559

③品川伸一 FlH 120 110 120 88 119 557

CDだ言  メヨリ5 FlG lll l14  85 120 120 550

()正 日ヽ]  匂女 FlG 120 120 120  52 120 532

《)鵬卜JJ  彊曇 FlG 120  53 112 120 120 525

⑦石井英夫 FlG 85 120 112 78 120 515

③吉野晃生 FlG 120 120 82 116 62 500

()歳A冽ドチむグト P30  79  97  -―   ――  ―- 176

全日本国内級競技大会

10月 3日 , 8時より,大宮たんぼで上記

大会が開催されました。参加申込み21名の

うち 3名が不参加。E級 (エ ンジン),G
級 (グライダー),R級 (ゴム)いずれも
6名でした。成績は下記の通りです。

〔E級の成績〕

順位 氏名 lR 2R 3R 4R 5R
①伊藤和広 120120120120120
②石川保則 120105120120120

０

　

５

計

６０

５８

国際級ジュニア記録会
勝山 彊

-2-



③東野長生  99
④熊谷克己 120

⑤伊藤俊介 120

⑥森沢敏男 120
〔G級の成績〕
順位 氏名  lR
①栗田和義 120

②三留益良男120

(フライオフ

③中沢正雄 120 80
④熊井恒雄  72120
⑤松野順一郎120 46

⑥古矢泰-  0 84
〔R級の成績〕
順位 氏名 lR 2R
①出口東生 120120
②勝山 彊 120120
③前田 喬 120120
④大桃 隆 66120
⑤倉田泰蔵 120120
⑥吉野晃生  77 92

120   579

107   575

120   533

108   494

5R    言十

120   600

120   600

=僣『 162)

120   560

120   552

120   526

--   314

０

　
４

　
８

　
１

Ｆ

　
ｌ

　
６

　
５

０

　

８

　

０

　

８

２

　

０

　

２

　

４

０

　

０

Ｒ

　

２

　

２

２

　

１

　

１

120 120

120 120

95  78

98 120

3R  4R

120 120

120 120

栗田180

120 120

120 120

120 120

110 120

④太田正史   30 30 24  84
〔ピTナッツスケールの部〕30秒Max
順位 氏名   lR 2R 3R  計
①飯室 謙   30 30 30  90
②杉原 隆   30 30 30  90
③太田正史   30 30 30  90
④長山 真   30 29 30  89
〔ペーパープレーンの部〕30秒Max

(5投中上位 3投の合計)
順位 氏名 lR 2R 3R 4R 5R 計
①中山庄平 30 30‐ 30     9o
②川畑雅弥 30 29 30 30   90
③稲村善七 24 24 29 26 30 85
④稲見彰久 21 27 25 21 27 79
〔混合級の部〕60秒Max

1頂位 氏名  lR 2R 3R 言十  F01
①松本允介 60 60 60 180 90
②小林茂夫 60 60 60 180 90
③岸 光夫 60 60 60 180 82
④吉田利徳 60 60 60 180 81
⑤鈴木逸夫 60 60 60 180 77
⑥渡辺和由 60 60 60 180 42

０

　
６

　
５

Ｆ

　
９

　
８

２０

　

９

　

７

Ｆ

　

８

　

７

計

６０

５６

５５

５４

５３

５２

Ｒ

２０

２０

２０

２０

２０

２０

５

　

１

　

１

　

１

　

１

　

１

　

１

Ｒ

２０

８９

２０

２０

２０

２０

４

　

１

　

　

　

１

　

１

　

１

　

１

Ｒ

２０

２０

７６

２０

５２

２０

３

　

１

　

１

　
　
　
　
１

　
　
　
　
１

Ｊ
●ｏｏ●●日
●‥
‥
●日
●い●
％

合同競技会の結果
YSF・ GoF 〔B級ライトプレーン折リペラ〕60秒Max

順位 氏名   lR 2R 3R  tt F0
①吉田利徳  60 60 60  180 75
②駒崎 勝  60 60 60  180 72
③古川正己  60 60 60  180 15
④竹鼻幸-  19 47 32  98
〔A級ライトプレーン,R30の部〕60秒Max
(R30は40秒Maxで係数1.5を掛ける)
順位 氏名   lR 2R 3R  計
①松本允介  60 60 60  180
②江口 脩  53 60 52  165
③吉岡靖夫  42 30 52  124
④星 敬二  60 60 -  120
〔ミニクープの部〕60秒Max

順位 氏名   lR 2R 3R  tt F0
①岸 貞男  51 52 60  163
②石井英夫  46 56 6o  162 85
③岸 光夫  42 60 60  162 -
④盛永健一郎  39 60 60  159

勝山 彊

この競技の模様は,すでにお知らせしま
したが,前号で割愛した成績のうち, 4位
までを下に記します。

〔セミスケールの部〕40秒Max

順位 氏名   lR 2R 3R
①盛永健一郎  40 40 40
②今井三郎   40 40 40
③棚木良治   40 40 40
④塩田淳二   36 40 40
〔純スケールの部〕30秒Max

順位 氏名   lR 2R 3R
①内海工博   30 30 30
②飯室 謙   30 30 30
③木谷 隆   30 30 30
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計  F0
120  63

120  52

120  29

116

０

　

４

　

３

　

９

Ｆ

　

４

　

３

計

９０

９０

９０
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附
榊
缶を使った

畳みプロペラの

ブレードの成型
黎

これは,極薄のカーボンシート (カーボ

ンクロスをエポキシ樹脂で固め, ごく薄い

ペーパー状にしたもの :入手は下記注参

照)を裏面に貼ったバルサのプロペラブ

レードを作るものですが,カーボンシート

を使わず,バルサ 2枚を強度の強い薄い紙

(典具帖紙 :てんぐじょう)な どを挟んで

貼り合わせ,円筒缶で成型する方法や,円

筒缶による成型法ではありませんが,温水

で含浸させた檜材などの 1枚の薄板ブレー

ド素材を木型に固縛し,電子レンジで加熱

成型する方法もあります。これらの成型方

法は,以前のようにバルサなどのプロック

から削り出して作る方法よりも簡単なので,

折り畳みプロペラ機構とともに,今後は大
いに用いられるものと思われます。

注 :カ ーボンシートの入手先

〒188東京都田無市本町1-6-17

■30424-69-3089  COSMOTECH INC.

92g/m2 200× 10001111n 3800円

(カ ットサンプル 切手300円 )
l.製作しようとするプロペラの先端から

折り畳みヒンジまでの長さにストッパー部

の長さを加えた長さの1.511ull厚バルサ (厚

みはプロペラ直径350111111く らいのものの場

足でプロペラ直径に合わせて適宜,幅はフ

リーフライト機のものならプロペラ直径の

10%前後がよい)を 2枚と,同 じ長さ,幅

のカーボンシートを 2枚用意する。バルサ

は外観と光に透かして均質なものを選び・

比重の重いハードバルサは避ける。
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2.缶の表面に円筒缶の軸と平行な直線を

描き, これに正対して左に傾く直線を描く。

傾ける角度は,製作しようとするプロペラ

直径と缶の直径との比率により,次のとお

りとする (Making Scale Model Airplane

Fly:W.Fo McCombs著 ・勝山彊訳より)。

[ピ ッチ/プロベラ直径]が 1.3以下の時

缶の直径
:  0。 3  0.4  0.5

プロペラの直径

傾ける角度 (度) :11.5 16.0 20.5

*[缶の直径/プロペラの直径]の値が上記の

値の中間のときは,比例配分で 〔傾ける角度〕

を算出してください。

3.上記 1。 で用意 したバルサ片 2枚は,
カーボンシー トと貼り合わせる前に,温水
で十分含浸させ,缶に描かれた斜線に沿っ

てゴム紐 (いわゆるパンツのゴム紐で,早

く,かつ “むら"な く乾燥するもので,幅
10111111く らいのものが使いやすい)で隙間の

ないようにぐるぐる巻きにして乾燥させ,

予め捻りを与えておく。乾燥には缶内に熱

湯を入れて強制乾燥させるのが, 自然乾燥

より時間が短縮されるうえに成型後の捻り

の戻りが少ない。

4.捻 りをつけられたバルサは,エポキシ

樹脂 (粘度の低いものが作業しやすい。重

量を軽くするために竹へらで余分のエポキ

シ樹脂をしごき取る)でカーボンシートと

貼り合わせる。円筒缶には予めサランラッ

プを巻いておき,貼り合わせたブレードを

缶に描かれた斜線に沿って置いた上を更に

サランラップで覆い,上記 3.と同様にゴ

ム紐でぐるぐる巻きにしてエポキシが硬化

するのを待つ。

この場合,缶に熱湯を入れてブレード素

材を加熱すると,エポキシ樹脂の硬化が促

進 (常温硬化時間の 1/2く らいとなる)さ

れるとともに,常温で硬化の場合より,硬
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化後の強度を著しく増加させる効果がある

ので,ぜひ実行されるよう勧めます。
5.上記 4.で成型されたブレードの輪郭
を好みの形に仕上げるが,その平面形はブ
レードの中心線に対して対称 (前縁,後縁
の形が同じに)に仕上げないと, ピッチ分
布が変わってしまうので注意しなければな

らない。

なお,円筒缶による成型プロペラのビッ
チ分布の状態を,岸根公園のFFフ アンで
ある近藤氏が計算, “YSFだより"(19
93年 10月 22日発行)に発表されているので
参考にされたい。

6.折 り畳みヒンジのパイプは,硬質プラ
スチックのものを用いると,後刻ピッチを
変更するとき,棒ヤスリでパイプを削り取
り,新たなピッチ角でパイプの孔をピンバ

イスであけることが容易にできる。金属パ

イプを使うと,この作業が手間がかかる。
プロペラブレー ドのヒンジ周りは,ス
トッパー部を含め0.5111111程度の極薄の航空

ベニヤ等で補強するが,こ こにヒンジパイ
プを接着するにはマイクロバルン (商品

名 :同様のものが他の商品名でも販売され

ている。ガラスを原料として作られた中空

球状の微粒で,一見白い粉のように見える
が,非常に軽く,強い圧力に耐えることが
できる)をエポキシ接着剤に混ぜて使用す
ると,接着剤を肉盛りしても重量増加を抑
えられ,ま た,柔 らかい粘土状になるので
ブレードの表裏同時に接着剤を肉盛りして

もダレず作業性がよくなる。また,瞬間接
着剤を使うとき,接着面の小さいところに
肉盛りして,その上に瞬間接着剤を垂らす
と,すばやく強力な接着力が得られ,隙間
の穴埋め充填にも利用できる。

7.折 り畳み機構のビアノ線は,ブレード
のステム, シャフトともぶつかったときの

曲がりを防ぐために機体総重量が40gく ら
い (ミ ニクープ級)な らば1.4mm φのピア
ノ線を使うのが望ましい。

8.折 り畳みヒンジの間隔は,フ ロントエ
ンド付近の機体形状にもよるが,5011111程度

が適当で,広いものは利点がないうえ,衝
突時にステムやシャフトが曲がりやすくな

る。

発泡スチロールをニクロム線で薄くス
ライスした素材を使って,室内で飛ばす
ゴム動力機 (通称四畳半プレーン)を ,
岡山グループの国政さんや庄内ピーナツ
の三並さんから素材や材料,図面なども
送っていただいて作っておりますが,足
が不自由であまり外に出られない私に
とっては,大変楽しい遊び相手です。
最近は少しは飛ばせるようになりまし
たが,四畳半～六畳で40～50秒 ぐらい飛
ばすには結構調整に苦労します。
しかし,発泡スチロールを自分でスラ
イスするとなると結構むずかしいもので

す。私も庄内ピーナツの P―TECH45号 に

出ている「発泡スチロールスライサーの

作り方」を参考にして作ってみましたが,

要領が悪いせいか,なかなか均一の厚さ
に綺麗にできません。そのでん三並さん,
国政さんや習志野の飯島さんは素晴らし
いスライスペーパーを作っておられます。
飯島さんは, これで超軽量の飛翔体を数
多く研究開発しています。私も飯島さん
から,その作品を大分いただきましたが,
その飛翔は実に素晴らしいものです。
最近市場に0.5■■にスライスしたウキ
ハペーパーとぃぅのが出ていると,川崎
の木下さんから聞いたので,早速取り寄
せてみました。エンゼルスウイングとい

う名でいティーム (〒107東京都港区南
皐宇J13-15-19-103 2,03-3423-1519) より
発売されていますが,A4判 で12枚 (設
計図説明書付き)1800円 と20枚1200円
(送料 1個に付き250円 )です。全国有
名百貨店,玩具店にあるそうです。

(山森喜進)
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ゴム動力雑論 〔29〕

ゴム動力機の奥④

大 村 和 敏

どのような構造の翼がどれくらいの重量

になるか,具体的に調べてみると,次頁の

付表と図のようになります。ただし, 1～
9それぞれの翼は,と にかく230gく らい
の機体を支えてはいるものの,必ずしも同
じ強度ではありません。

例えば,ゴム無制限で限界まで軽量化が
追求された 1, 2は, 3以下の50/40g機
よりも弱くて当然です。 2の ビルグリ機の

翼 (17g/14dm2)は ,注記の計算をやって
みて辛うじて作れる可能性を理解しました

が,これを飛ばすにはカリフォルニアのお
だやかな天候とやわらい草地が必要なよう

です。

空力効率を向上させるために,最近にな
るほどリブ間隔が狭くなることは前国にも

触れました。これが重量増加の原因の一つ

になっている訳ですが,さ らに斜材や斜リ
ブなどねじれ対策が強化される傾向も見ら

れます。

つまり,翼内空間中で構造材が占める容
積の比率は最近ほど大きくなっており,そ
れだけ重い翼になるわけです。加えて,薄
翼化が進行していますから,翼の中で空い

ている容積はますます小さくなり,究極的
には全部が材料で隙間ゼロである削り出し

構造に至ります (注の(二))。
ハンドランチグライダーのような月ヽ型機

は,削り出し構造でも十分に軽く作れます。
けれども,スケールアップした場合,重量
はスパン比の 3乗,翼面積はスパン比の 2

乗に比例して増しますから,大型機では重
くなりすぎるおそれがありました。

ところが,1971年世界選手権 4位のHof―

sass機 (スパン1792111111,コ ~ド110～ 67111111,
翼厚5.4%削 り出し)の翼容積を計算して
みると,600cm 3弱 になります。これを比重

0。 1のバルサで作れば60gく らいになり,

補強や塗装をしても極端に重い翼にはなら

ないはずなのです。

〔注〕ビルグリ機主翼 (17g/14dm2)の構

造材重量推定計算 (単位llllll, g)

1.前縁材
太さ(3.2× 3.2)×長さ1220×比重0。 12=
1.5g

2.後縁材
太さ(3.2× 10.3)× 削り代0.6×長さ1120

×比重0.12=2.9g

3.スパー
太さ(1.6× 3.2)× 4本×長さ1220×比重

0.15=3.8g

4.リ ブ

平均翼厚=コード114×最大厚12.5%×

0.7==10

リブ面積=コ ード114×平均厚10-き り
こみ控除40=11001111112

厚さ0.8×面積1100× 枚数33× 比重0.1=
2.9g

5.構造材 (1～ 4)計 11.lg
6。 残り 17-11.1=5。 9g
これで,被覆・塗装 (28dm2)と 上反角
部の継ぎ手と各部補強と接着を行うことに

なる !

仮に,被覆・塗装を0.2g/dm2と すれば,
それだけで5.6g。

●編集部より

小誌を御購読の皆様には,購読期限が来
ますと逐次御連絡をしております。購読継

続のため御送金頂きますと,その次の号を
お送りする時の封筒のお名前の下に,「M
O～○」と,御購読期間の号数を記してお
ります。

継続の手続きをされた方,あるいは新規
に購読された方は,御送金の金額と号数を
必ず御確認ください。
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FlB級主翼の構造と重量

NIL 年 機  名 スパ ン コード 縦横比 翼面積
難

(ldm2ぁたり)
リブ間隔 理       (胴

1

2

3

4

5

6

7

8

9

38

53

59

63

75

76

73

73

75

設計/製作者
FIL10N

BILGRI

CIZEK

KRUS

BENEDINI

CILDERSLEEVE

NEUIANN

R剛
WELLS

展開mln

l170

1220

1255

1372

1280

1257

1340

1520

1295

中jにmm

27

14

25

21

26

15

20

[10

[27

展開)

[0.0

10.6

10.2

12.7

10.6

11.8

11.3

15.0

11.7

dlD2

13。 7

14.0

15。 4

14.8

15。 5

13.4

15。 9

15.4

14。 3

gKg/dm2)

30  (2.2)

17  (1.2)

54  (3.6)

38  (2.6)

60  (3.9)

33.4(2.5)

54  (3.4)

54  (3.5)

46  (3.2)

mm

A  51

38

25

A  25

B  30

C 41

25

A  40

D 41

(,6)

RAF32   (  )

―  (12.5)

NACA6409 (9)

36405b   (6)

一        (5.2)

B7406f (7.7)

―       (6.8)

B6456f   (6)

一   (8。 1)

主翼構造 (断面 ) (Not Scale)

3.2X10.3

3.2× 11 1.3t肉 ぬき3.2× 3.2

は11

L2

3.2× 3.2

L7

8Xl.5ス プルース

6× 4

lXl.5

20× 2

。6× 10

スパー1.6× 3.2× 4本

1.5t

L3 5×

                T13

NQ15.6×

                 l

NQ 5

リブ,上下シー ト 0.8t

l.6t

L:2.4×

`4F==彫

T号テ
==〒
ミしれヽ′

・4× 13

20× 3

L8

5× 5

,2ス プルース

L9  こ́三
=疑
奪耳==コ%ヽ

3.2× 16
1.6t6.4× 6.4
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〔注〕リ

A

B

C

D

〔注〕Ll～ 9以外の重構造主翼断面

(イ )前縁プランク

(口 )Dボ ックス

ブ間隔欄のアルファペットの意味

:前縁 リブレット付き (間隔1/2)

:両面シー ト構造

:後半Vト ラスリブ

: “ユニオ ンジャック'XSZJ )V- 7
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ξスター
「
Fの

これとは逆に,あまり楽しい話しではな
いのだが,今から10年程前,芦ノ湖へ行っ

た折りの事,全長が150cmぐ らいのエンジ
ンを載せたラジコンボートを走らせていた

のを見たことがある。

その27 「釣り人が居るけど,悪いんじゃない」と
FFの皆さんには,いささか縁の薄いこ  声をかけると,「いやなら,向こうが居な
とだが,RC曲技の世界に吉岡嗣貴さんと  くなるからいいよ」との返事。
いう人が居る。 水しぶきを上げて猛烈なスピー ドで走り

この人は1973年に,RC曲技世界選手権  回るボート。100～200m離れた岸で釣りを
でヮール ドチャンピオンとなった人だが,   していた人が, 1人また 1人と姿を消す。
その後は, ヨシオカモデルファクトリィの   その中の 1人が,私の横を通り過ぎざま
社長さんとして,日本のRC界では知らぬ  に,「こんなことされたんじゃ,私らが場
人はない存在である。 所を変えるしかないんだよね」と誰に言う

私も, この人には何度かお会いした (と   ともなく呟いた。
言っても会見したわけではなく,通りすが   この釣り人と同じような立場に立たされ
りに顔を合わせる程度だが)こ とがあるが,  た経験が私にもある。
その経歴からは信じられないほどの礼儀正   広場で飛行機を飛ばしていると,近 くで,
さと誠実さを持った人である。 若者 2人がサッカーを始めた。初めのうち

先日, とは言っても, もう2年ぐらい前  は,比較的静かに蹴り合いをしていたが,
の事だが, この会社から発売されたキット  だんだん動きが激しくなり,やがて蹴り損
についての広告が模型雑誌に出されたこと  なったボールが,ものの見事に私の格納箱
がある。その内容は,「主翼の付け根の強  に命中 ! 子どもに,に ぎりつぶされたり,
度に問題があるので,エ ポキシ接着剤を  踏まれたりで,愛機がメチャメチャになっ
使って補強をして欲しい。その方法は…」  たことは何回かあるが, これは初めての経
といったような事だったと思う。ラジコン  験。私も一瞬ムッとした。
機の世界では飛ばし方が荒ければ壊れて当   ここで取っ組み合いを始めるのも一つの
たり前一そんな中にあって, とても目を引  方法だが,なにせ相手は若者 2人,こ ちら
く広告だった。 は50を過ぎたオッサンである。グッと我慢

吉岡さんについてはまた,以前存在した  してその場は納めた。
「 Uコ ン技術」の編集者だった黒田氏から   だからと言って模型飛行機が常に弱い立
聞いたことだが,「あれだけの実績のある  場かというと,決 してそうではない。赤
人なのに,我 風々情にまできちんと挨拶し  ちゃんを抱いた母親は,私が飛行機を飛ば
てくれるんだよね」と言っていた。私も再   しているそばには決して寄ってこない。言
三再四そういった経験がある。 わば,釣り人達の中のラジコンボートのよ

功なり名を遂げると,昔のことは忘れ,   うな役まわりを私がやっているわけだ。
そっくりかえってしまう人が多いラジヨン   普段はあまり気付かないれ いつの間に
界で,好漢とはこんな人…という見本のよ  か他人に迷惑をかけてしまった…なんて,
うな人物である。 よくあることだ。

=ノ をイ
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FF海 外 事 情

海外情報
あれやこれや
一大村和敏―

G.M。 (ガーデンモデル)
‐ e曰 ゛ ゛ ゛ ● ビゞ

イギリスでは,狭い場所で飛ばすFF機
を,G.M.と 呼ぶことがあるようです。
本誌では,「パーク0モデル」という表現
をしたこともありましたが, 日本と土地事

情が大きく異なるため,「パーク」といえ
ばFlBで も飛ばせる広さのようです。
ちなみに,AEROMODELLER誌 93/7号に掲

載されたPULEX― Go M.機は,R50サ イズの低

翼双垂直スポーツ機で,手巻きで上昇高度
5m,滞空時間20秒程度の性能です。自宅
の庭でも, うまく行くと木々の間を縫いな

がら, この程度の飛行をして,狭い芝生に

安全に着陸できるとの事。東京でこのよう

な楽しみかたをするには,一体いくらかか
るでしょうか ?

もうひとつの,巻数推定式
ビ ゛゛ い い いい ビビ

ゴムの最大巻数を推定するとき,普通は

次式を使います。

様 判 断 数①×  …①

切断係数①は,サ ンプルを切断して逆算
して求め,通常 7～ 8く らいです。
これに対し,イ ギリスの一部では次のよ

うな推定式が使われています。

巻数=切断係数②×
5..。

②

FF Wings  NL47

模型機を実際に作るときには,長さは吋,
重量はグラムを使う方が便利だそうで(!),

イギリスの推定式の単位はそうなっていま

す。

この単位のとき,切断係数②は30く らい

(黄褐色ゴムが31, ピレリ28との事)です。

①式の単位をcm,cm 2に して,分子,分
母にVゴムたば長をかけると,次のように

係数以外は②式と同じになります。

巻数=切断係数①×

(ゴムたば長)L5
ブゴム断面積×ゴムたば長

=切断係数①×

(ゴムたば長)L5
プゴム体積 (=重量)

ゴムの比重は約 1ですから, l cm3の ゴ

ムは lgにおきかえることができます。
切断係数①,②の違いは,ゴムたば長の

単位 (1吋 =2.54cm)のとりかたによるも

のですから,

切断係数①×2.54・
5=切断係数②

となり,切断係数①が7の とき②は28.3く
らいになります。

①式と②式のどっちが使いやすいかにつ

いては:両論がありそうです。使い慣れた

推定式①で問題となるのはゴム断面積の測

り方で,「ゴムの公称太さ×条数」ではプ
レークインの伸びの影響がおりこめず,

「ゴム重量/長さ=断面積」と逆算するな
らば,推定式②を使った方が早いのです。

●編集部よりお知らせ

郵便局からの連絡によると,郵便振替の

通常振込が,順次「新処理システム」に移
行していくそうです。

これに伴い,FF WINGSの郵便振替口座の

口座番号が,来年 (平成 6年)5月から,
次の通り変更になります。

現在の口座番号 東京4-398372
新たな口座番号 00140-4-398372
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酬 躙 側 脚 椰 FF競 技 会
D催

し 物 案 内 側 側 躙 酬 冊

H月 14日  第 4回模型飛行機フェスティパル  [時間]午前 9時30分～14時  [場所]武蔵野市中央
公園  [内容]紙, ゴム飛行機各200機の作り方教室,飛ばし方教室,飛行認定書の発行,
ベテランのデモフライト [協力]武蔵野ペーパープレーンクラブ,GpF

H月 20～22日 日本選手権 01A,FlB,FlC) [場所]滋賀県大中の湖  [主催]日本模型航空連盟
H月 21日  YAM月 例大会  [場所]横浜・根岸森林公園  [課題]オ リジナルモデル (自作自設計

ならなんでもOK) [問 合せ]横浜市中区西竹の丸23高宮茂夫8045-681-5496(夜間)
12月 5日 東京選手会混合級記録会  [場所]大宮たんぼ  [主催]東京選手会
12月 5日 二宮賞国内級大会  [場所]滋賀県大中の湖  [主催]京都フリーフライトクラブ
12月 H日 1993F l D関 東選手権大会  [時間]午前 9時～午後 5時  [場所]立川市泉町786-H

立川市泉市民体育館 80425-36-67H [参加費]5000円  [問合せ]」 IAC
12月 12日 栃木大会 (混合級) [場所]Jヽ山市石の上  [参加費]2000円  [主催]栃木スカイフ

レンズ

1994年 1月 9日 湘南大会  [場所]平塚市片岡たんぼ

新 宿

新 宿

立川基 地跡地

1993年 FlD関東選手権大会会場案内
○」R立り:1駅北口より,立′:|バス

⑪⑫番 (伊勢丹前から)村山団地行
(日曜・祭日は反対側丸井前 0番から乗車)
「立川市市民体育館」下車

○西武拝島線玉川上水駅より,立川バス
立り!1駅北口行
「立川市市民体育館」下車

顆黎輻吻吻
第47号 1993年H月 15日発行 〔会員配布〕

FF WINGS編 集部
0221横浜市神奈川区鳥越6-5

0202保谷市本町6-18-10勝栄荘3

0176東京都練馬区桜台4-34-13

山森喜進

萱場達郎

小林方

●本誌の購読料 は 5回分 1000円 です (送料含む )。 御送金 は郵便振替を御利用 くだ さい
郵便振替 口座 /東京 4-398872 加入者名 /FF WINCS
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1994年 l月 15日発行

No48 1994JAN8
FlD日米通信競技
日本側3チームの
成績が出そろう

茂手木秀次

標記競技会の地区代表の予選会について

は,前号ですでにお知らせしましたが,東
京・川崎・豊田地区各代表チームの本戦が

終了し,成績が出そろいました。
関東地区は,東京,川崎チームが合同し
て,10月 30031日 ,東京都葛飾区の水元体
育館を会場にして2日間にわたり行いまし

た。

これと同時に,去る9月 27日 に,木下氏
の樹てた34分 51秒の日本記録の更新に,野
中・木下・木原の 3氏が挑戦しました。

競技会 1日 目は,小雨模様の生憎の天気
で気温も上がらず 成績もまあまあと言う

ところ,ま た野中選手はフジテレビの取材

陣に囲まれて,競技も思うようにならず,
お気の毒というところでした。その中で32

分台の記録を出されたのは,さすがと言う
べきでしょう。大半の選手が 3ラ ウンドで

第 1日 目を打ち切りました。

2日 目は前日と打って変わった晴天で,

気温も28度まで上がりました。ただ風が強
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く,天丼の換気孔から逆風が吹き込んで,
場内の気流が荒れて,好条件とは言えませ
んでした。

。ところが,夕方に風が止んで,にわかに

条件が良くなりました。そのため各選手の

発航が次々と続き,タイマーは休む間もな
い忙しさでした。木原氏の最終 6ラ ウンド

の機体が着地したのは,会場利用時間最終
の午後 9時ギリギリでした。近頃これほど

熱の入った競技会はなかったと思います。

4ラ ウンド以降の好記録がそれを証明して

います。残念ながら日本記録の更新はなり

ませんでしたが,各選手は十分に実力を発
揮したと思います。

〔日米通信競技 日本 3チームの記録〕
○東京チーム

選手名 ベスト2ラ ウンド トータル
①野中繁吉 32分24秒 27分10秒 59分34秒

②太田健-28分42秒 24分 55秒 53分37秒
③田中泰孝 2“洵4秒 22分26秒 48分30秒

○川崎チーム

①木下 哲 32分10秒 31分53秒 64分03秒
②木原一正 27分46秒 31分03秒 58分49秒

③原田良介 21分44秒 24分 10秒 45分54秒

○豊田チーム

①T.岡田 25分 22秒 27分29秒 52分51秒

②R.松沢 14分 18秒 17分 35秒 31分53秒

③S.田中 9分34秒 18分23秒 27分57秒
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電子レンジを使った

折ペラの作り方
黎 撃鮮黎黎難:彗麟
私は,檜または米ヒバ材を使って短時間
でブレードをひねることができないかと考

え,自然乾燥の時間を省くのに電子レンジ

を使ってみたところ,実用化することがで

きたので発表してみますが,何か参考にな
れば幸いと思います。

なお,重量は完成ペラで 1組がミニクー

プ用 5g, FlG用で 6gです。
1.治具
初めに治具を用意しますが, 自分が必要

なプレードの治具を削り出して作っておき

ます (私の場合近藤賢二郎氏の計算した表

にもとづきブレード治具を作りました。素

材は檜,朴, ヒバ,ラ ワン材等)。 軟らか
い木は,焦げやすいので避けたほうがよい

ようです。

プロペラ治具

2.ブレード材料
一般の方は手に入りにくいと思いますが,

良質の檜 (尾州檜)ま たは米ヒバ (軽 くて

よく目のつんだもの)。

建具屋さんが使用する程度のもので,厚
さ1.5mm～ 2 mmに して用意します。裏面に

なるほうは,カ ンナ仕上げをしておきます。
ペラ直径250mm以下ならば,1.5mm,そ れ以

上ならば 2■■で良いようです。

3.締め付け用材
市販の伸縮包帯または婦人用の長いス

トッキングを裂かないでそのままで巻き付

FF Wings  NQ48

けます。 (注 :料理器具を使うので,新品
のストッキングを用意。)

作り方工程
(1)初めにブレード材を,製作するブレー

ドの寸法に切断します。この際, 1枚の板

より2枚木取ること (重さのバランスのた

め)。

柾目と板目の二通りありますが,柾目に
使ったほうが,戻 りが少ないようです。板
目の場合は戻りをみて,少しピッチを強く
する必要があります。

私は米ヒバでピッチ1.4～ 1.6の治具で作

ります。

(2)木取りをしたブレード材をお湯に入れ

て, 5分～ 6分煮沸し,木材の油を抜きま
す。

13)煮沸した板を,熱いうちに手早く治具
へ, 2枚重ねて,治具のヒンジ部分より治
具面にピッタリ付くよう,強 く巻き付けて
いきます。先端よりまた元へ戻るようにク

ロスしながら巻き結びます。

(4)締め付けができたら,す ぐレンジヘ入
れて加熱しますが,私は800Wで 1分半程
を目安にしていますが,レ ンジの大きさに

よって,時間が変わりますので,最初は中
を見ながらピチピチ音がするようでしたら

止めます。長すぎると,焦げて煙が出てき
ますから,早めに止めて,水分が無くなる
まで,何回でも加熱します。水分が無く
なったようでしたら取り出します。

(5)取り出したブレードを,そのまま冷蔵

庫または冷凍庫へ,完全に冷えるまで入れ
ておきます。

約15分～20分ですが,長い程水分も取れ
て良いようです。治具より取り外した時,

ねじれが戻らなければ出来上がりです。戻

るようならば,今一度締め付けて加熱して

みることです。

後は好みのブレード型に削り,な るべく

薄く仕上げます。ヒンジパイプの部分は,
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割れ止めとして,必ず補強材を貼り付けて

ください。

クリヤラッカーで仕上げると,狂いが少
なくなります。後は設計したピッチになる

ようにヒンジパイプを取り付けます。

締め付け方法 その 2
この方法は,材料が熱いうちに締め付け
ないとひねりにくく,割れることがありま
すが,仕上がりはきれいにひねれます。
密着しないところは,糸の間ヘクサビを
差し込みますと完全に密着します。

治具 と板材が密着

するよう,皇
t送急
×

なお,材料の入手方法,作 り方などで不
明の点がありましたら,直接お電話を下
さっても結構です (8045-491-7998船 山)。

約 10× 6棒 材

萱場達郎さんのこと

今号では,皆さんに,たいへん残念な
お知らせがあります。それは,小誌創刊
以来,編集…というよりも,様々な相談
役として力を貸して頂いた萱場達郎さん

が亡くなられたことです。

萱場さんは,東京都保谷市本町の勝栄
荘に独り住まいされていましたが,去る
11月 29日 の夜に部屋から出火,このため

に亡くなられたものです。

私が初めて萱場さんにお会いしたのは,

今から15年程前のことでした。

その年の室内機の日本選手権だったか,

あるいは記録会だったと思うのですが,

「モデルジャーナル」の編集部員だった

永井幸雄氏に同行取材の折り,競技レ
ポートを書いて下さるとの申し出が萱場

さんからありました。これをきっかけに,

フリーフライト関係の担当を何とはなし

に私が分担するようになりました。

当時の私は,ま だ「モデルジャーナ
ル」誌に入ったばかりで,模型といえば,
小学生の頃,工作の時間にライトプレー
ンを作ったくらいの経験しかなく,模型
にはまったくの門外漢でした。そんな私

に対して, フリーフライトとは何か,競

技方法はどういうものか等 ,々親切に教
えてくださったのが萱場さんでした。

私の記憶では,その頃から,本格的な
飛行機の製作は止めておられたようです

が,モデルジャーナルのために,ゴム動
カヘリコプターやオリジナル凧の製作記

事を発表されました。

その後,モデルジャーナルが休刊とな
り,プライベー トにお会いする度に,

「フリーフライト・マニアの発表の場が

なくなり,寂 しい」と言っておられまし
た。これは,横浜の山森さんとも,よ く
話し合っていたことでもあり,御両所に
相談をして,さ さやかながら創刊の運び

となったのが FF WINCSで あります。

ここ数年は眼を大分悪くされ,本誌で
は記事を書けないことを気にされていま

したが,最近は,戦中・戦後の模型界の
話しを録音テープにとり,それを本誌の
ために提供くださるとのことでした。亡

くなる 3日前にも,私に電話があり,
「今年中には,約束のテープをまとめる
からね」との電話があったばかりでした。

お会いする度に,かつての模型界の状
況を熱く語っておられた萱場さんでした。

そのおおくの知識のごく僅かしか聞き取

ることが出来ず,今は残念でたまりませ
(岡本勲)

FF Wings  NQ48 -3-



FF海 外 事 情

「オレ達の代で
終わりだな」
―大村和敏一

91年 10月 のAeromode Her誌 上で, E.ベ
ルビツキイ氏がD.ク ラークソン氏に言っ
たコトバです。両者は東西両模型界のトッ

プモデラーであり,筆者とも同世代ですか
ら,身にこたえる重さを持つセリフと言え
ます。

さらに続けると,

「しかも,オ レにもその責任があるんだ。

若い連中はオレの機体を見ると,必ず他の
道に進んでしまうんだ !」

要するに,世界的に若手モデラーがいな
くなっており,その原因のひとつが国際級
のようなトップレベル競技の技術水準の向

上しすぎにある一ということなのです。

これは,昔から言われていたことですが,
その危機感は世界的に増大しており,フ ォ
ローする記事が Vol Libre誌 (92号 '92),

C I AM Flyer 2,そ してAeromodeHer誌

(93/11月 )に掲載されました。最後の記
事ではタイトルが「終わりかな ?」 (The

last generation?)と疑問形になってい

ますから,若干の希望は残っているのかも

知れませんが,現実が厳しいことには変わ
りありません。

ここで取り上げられた明るいニュースと

しては,イ ギリスのモデル・エンジニヤ・

エキジビションに,オランダから指導者に

引率された若いモデラーが10数人参加し,

4日 間室内機を飛ばし,来年を約束して

帰っていったことです。つまり,献身的な

指導者がいれば,一群の若手モデラーを維
持できるという実例です。

また, ドイツの模型航空連盟では,指導
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者 (instructor)の セミナーが行われてお

り,フランスでも今年 (93年)よ り発足さ

せるとのこと。そして, British Educa―

tional Comittee(イ ギリス教育委 ?)や
Der kleine Uhu(ド イツの少年団?)のよ
うな他分野の団体にも,若者向けの模型航
空コースがあるそうです。

しかしながら,上記の諸団体の企画が,
まだ成果をあげてないこと,それから比較

的整備されていた東欧諸国の模型航空教育

システムが崩壊し,西側と変わらない状況
になったという,暗いニュースもあります。
公式的に言うならば,諸国の模型航空連
盟などが指導法や手順を確立し,それをも

とに指導者を教育養成し,献身的な指導者
を多数生み出せば良いわけです。たしかに,

指導という活動は,前述のように効果もあ
り,指導者自信の技術向上にフィードバッ
クされるので,意義あることではあります。
そして,「模型航空は,他のスポーツ組
織と比較して,教育や指導者養成システム

が不足している。だから他スポーツと同じ

ようにここを補強すれば…」という発想が,

前述の記事の主旨のようです。

しかしながら,筆者 (大村)は ,以下の

模型航空の特殊性に対する具体案が無けれ

ば,現実的な解決に至らないように思いま

す。

まず,模型航空は選手寿命の長い,少産

少死型の人口動態をもつホビイ・スポーツ

です。選手寿命の短いスポーツでは,体力
などの限界によって競技を引退した指導者

予備軍が大量に発生します。加えて,若い

時に引退すれば,長期間指導にあたれます。

模型航空の場合,生涯現役が可能ですか

ら,引退者は少数・高齢となり,OBだ け
で指導者層を満たそうとすれば,量的に不
足して当然です。

さらに,模型航空はホビイ 0スポーツで

あり,指導する場は飛行場だけでなく,設

計・製作まで含まれます。従って,指導者

“
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新年のご挨拶

私事で恐縮ですが,昨年も体調が悪く
て病院通いの 1年でした。したがって,

まったく活動停止の状態で,特に新しい

発想や制作もないまま,過ぎ去ってしま
い残念な 1年でした。

しかし,多 くの方からの情報の提供を
いただき,本当に感謝しております。
なにしろ足が不自由なため,取材に行
くことができないので,皆様から送られ
てくるクラブ会報・機関誌その他,個人
的にくださる電話や手紙など,素晴らし
い情報の提供もあり,お蔭さまで数多く
の人たちと知り合い,いろいろと勉強さ
せていただきました。

工作のノウハウ,ク ラブやグループの

近況,コ ンテストの様子等も個人で集め

る情報は知れたものです。 FF WINGSも

皆様のおかげで,今回で48号まで出させ
ていただきましたが,も っともっと多く
の情報や資料を寄せていただき,誌面の

充実を図りたいと思います。

これからFFを始めようとしている方
に参考になるような工作のアイデア,部
品の作り方,廃品利用からエッセイ,模
型談義,エピソードなど,何でも結構で

す。気軽に投稿してください。よく聞く

ことですが,「少しレベルが高いので出
しにくい」「どうも文章がへたで恥をか

くから」というようなことを言われます

が,そんなことはありません。
かつて私も3冊ばかり本を出したこと

があります。あとで読んでみるとまこと

に恥ずかしい文章や図面で,そのうちの

2冊はすでに絶版になってほっとしてい

ますが,今考えてみると,心臓強くよく
書いたものだと思います。また出版社の

紙面の都合などで,思い通りゆかなかっ

た点でちょっと不満もありましたが・・・。

いずれにしても,私たちの趣味の分野
は,文章の上手い下手ではありません。
その中にあるアイデアや発想や実績が大

切なのではないでしょうか。ぜひ皆さん

も,本誌のためにふるって原稿をお寄せ

くださるようお願いいたします。なお工

作などについては,できれば,図面や写
真など参考になるものを付けていただけ

れば…と思います。

今年も FF WINGSを FFフ アンの皆さ
んの情報誌として,よろしくお願いいた

します。 〔山森喜進〕

×       ×

皆様のおかげをもちまして,小誌もこ
の 1年をどうやら無事に乗り越えました。

この48号までを考える時,忘れてならな
いのは,原稿をお寄せ頂いた筆者の方,
印刷・製本を引き受けてくださる方の存

在です。いずれも無償奉仕をしてくださ

る方々です。そして大切な事は,発行部
数はささやかですが,北は北海道から南
は山口県にまで広がる読者の存在です。

私達の当初の志とは異なり,内容も不

十分な点が多々あります。その不満から,

購読をやめられる方もあります。編集部

からお願いしたいことは,読者の方も,
積極的に誌面作りに参加して頂きたいと

いうことです。読者の皆さん一人一人が,

情報の発信元になっていただきたいので

す。これからも,皆さんの一層のご協力
を切にお願いする次第です。 〔小林方〕

は 1人何役かを要求され,全ての場に目を
配ることは困難です。もし,各分野とも十
分な指導を行うことが必要ならば,普通の
スポーツ類よりも多人数の,広範囲の技術
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を持ったスタッフを要するでしょう。

だから,模型航空は,構造的な指導者不
足が宿命と言わざるを得ないのです。



ミスター
「
戸の

Eッ とイ

その28
昨年の11月 21日 ,大中ノ湖でのFF日本
選手権のFlBで ,フ ライオフに13人 も残
るという予期せぬことが起こった。

1ラ ウンドは 3分 30秒Max, 2ラ ウンド

以降は 3分Maxで, 1時間に 1ラ ウンドの
ペース。このサイクルに合わせるように雨

が降っては止みを繰り返した。

「俺がゴムを巻き始めると,決まって
降ってくる」とぼやく人,「雨の降り始め
にはサーマルが来る」と,これをねらう人

など様々だったが, 6ラ ウンドまで13人が

オールマックスで残った。

うそではない,私もその一人。最終の 7

ラウンドも開始早々に飛ばして,余裕で 3

分をクリアーした。「初参加で 7 Maxは立

派」と,良い気分で回収に向かう途中,ま
た降ってきた。今までとは違う土砂降りだ。

機体を見つけてピットに戻ったときはずぶ

濡れ。腰から下と肩のあたりは下着まで雨

が浸み通り,ズボンを伝う雨がゴム長靴に
入って満タンになった。雨の上む気配はな

い。本部から, 6ラ ウンドで打ち切り,フ

ライオフは明朝と発表された。

宿舎に戻って, 7 Max達成の 3号機を出

してみると,水平尾翼がない。またやった。
しかし,び しょ濡れの衣服を乾かすのが先
だ。大浴場の横のコインを入れてグルグル

回る乾燥機で乾かしながら,風呂に入って,
3号機がだめなら1号機で行こうと決めた。

夏に千葉ニュータウンで45分の馬鹿っ飛び

をやった,あの「 1号さん」だ。

風呂から出て部屋に戻る途中,呼び止め

られた。「だめだよ,置いて来ちゃあ」。

水平尾翼を拾ってきてくれた。紙の中に

水が入っている。針で小さな孔を二つ空け

て,日でチュッと吸うと日の中に水が飛び

出してくる。 6度日のキッスで水抜きは終

わり,温風ファンで乾かすと,異常はない。
作戦は決まり,イ メージトレーニングも

繰り返した。フライオフでこれを実行する。

翌早朝, フライオフ開始。雨は止んで風

が強い。先ず 1号機のゴムを巻く。次に 3

号機,切れる覚悟で目一杯巻く。が,切れ
なかった。終了 2分前 3号機発航。その直

後,パキッと音がして右翼が吹っ飛んだ。
片翼の機体はダイブ,右翼はヒラヒラと着
地。20秒未満だからアテンプト。これは予

測していた。直ちに 1号機スタート。

モーターランが終わって,一度旋回する
と,も う肉眼では見えなくなった。

タイマーの津田氏が「 1分半で見えなく

なりました,すみません」と,ペコリと頭
を下げる。 FlC世 界選手権 2連覇,現
チャンピオンの,あの津田晃英氏だ。もう
一人はJMAフ リーフライト委員長の上原
森三氏。この大物二人が見えなくなるまで

見守ってくれた。 1号さんとの別れは覚悟

していたが,このタイムなら望みはある。

風向きと直角方向に約150m間隔で道が

あり,日標のあたりでこの道を往復して,
一本先の道へ行ってまた往復する。 4本目

の道の途中,方角では津田氏の指示がピタ
リ。 1号さんは,両翼端とスーズで 3点倒
立の格好で,「ここですよ」と言うように,
精一杯高く上げたテールを,風に震わせて
いる。「なんで最初からわたしを飛ばさな

いの」と, ゴネているようにも見えた。

「ハイハイ,この次にはそうします」。
これで競技は無事に終わった。

オレンジ色がかったピンク色の朝焼け雲

が美しかった。

FF Wings  Nh47



ゴム動力雑論 〔30〕

ゴ
Sム
動力機の奥⑤

大 村 和 敏

FlBのような大型機はデータが豊富で
すから,前回までのような方法で似たプロ
トタイプを探し,それを直接に参考とする
ことができます。つまり,自分が作ろうと

する翼の構造と推定重量は,それに近い前

例から見当がつくわけです。

ところが,公園向きの小型機となると
データに乏しく,ほとんどの場合同じ大き
さの適当なプロトタイプが発見できません。

また,たまたま見つかったとしても, 1機
だけでは偏ったデータかも知れず,そのク
ラスの標準あるいは平均とは言えないで

しょう。

同じ大きさの前例がない場合,多 くの
データから「標準」が確定されている大型

機より,間接的に推定する方法があります。
要するに,スケールダウンされた前例ある
いは標準を,作ろうとするJヽ型機のプロト
タイプに使うわけです。

このような場合,機種の系列 (「親子関
係」)を考える必要があります。
たとえば, FlBと CDHは,と もに全
重量下限が定まっていて,軽 く作って性能
向上をはかることはできません。だから,

両機種とも,比較的重くても空力的にすぐ
れた主翼を使っています。

他方, P30は全重量が制限されておらず,

強度が保てる限界まで軽量化ができますか

ら,オープンラバー (無制限級)系です。
だから,比較的厚い軽量構造翼が多いよう
です。

もっと小型機になると,複雑な構造が使
えなくなるかわりに,重量と強度に余裕が
生じてきます。つまり,構造重量はスパン
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の 3乗に比例して減るのに,翼面積は 2乗

に比例して減るだけですから,小型化する
ほど翼面荷重は下がる傾向になり,簡単な

構造にして軽量化をさぼっても適当なレベ

ルに納まるのです。だから,「一本桁構
造」 (前回の表の 6)や削り出し構造など
が利点をもってくるでしょう。

主翼スケールダウンの最重要点は,主桁
の寸法の変更です。これは,幾何学的な相
似比からではなく,主翼の曲げモーメント
比から決定するのが本筋です。

主桁寸法計算のデータおよび方法は,本
村秀政先生の桁強度グラフ (萱場先生の

「やさしい模型飛行機ガイド」に再録)を
使います。詳しい方法は,上記を参照して
いただくとして,簡単な実例をあげておき
ましょう。

別表は,と もにCIZEK氏 (チ ェコ)の設
計したFlB(ゴ ム50g)と CDH(全 重
100g)です。
両機の主翼の曲げモーメントの比率は

〔スパン× (全重―主翼重量)〕 の比率で

近似できます。従って,

CDH級   960mm× (103-25)g
FlB紡セ  1255mm× (240-54)g

=233.430 ≒0・ 32

つまり,CDH機 はFlB機 の32%の強
さのスパーを使えばよいわけです。

CIZEK氏のFlBの スパーは 3× 2(ス
プルース)上下で,高 さは9。 2■■くらいで
す (図参照)。

上記参考書の 2本桁のグラフuDを見ても,

このような寸法はありませんから,(2×
4)の直線を左方に延長し,高さ9.2mmの

場合を推定し,それを 3/2倍すると,曲げ
モーメントは220kg―■mく らいと読めます。

従って, CDH機の必要強度は220× 0.32
≒70kg― llllllです。

CDH機の翼は, FlB機より翼厚比と
コード長が減少しているため,翼厚が大幅



に減っています (11.25→8.55mm)。 この翼

で, FlB機の場合と同様に桁を表面より
沈めると,桁の高さは 7 mmく らいになりま

す。同様にグラフ0〕を使い,(2× 2)の
直線を高さ 7 mmま で延長して曲げモーメン

トを読むと,ほぼ70kg― mmです。従って,

同じ2本桁ならば 2× 2上下で良さそうで

す。(イ )

ところが現実のCDH機は,バルサ6.5
×4の 1本桁です。(口)バ ルサ材の強度
を,断面積 1/2の檜材で近似できるとすれ
ば,グラフ0)を使って,
高さ一定の場合 :6.5× 2→120

断面が相似の場合 :4.6× 2.8-90

と読めます。

いずれの場合も必要強度をかなり上回っ

ています。 そして, バルサの比重を檜の
1/2.5と 想定しても,FlB機 と同型式に
想定した檜 2× 2の 2本桁より重くなりま

す。従って,CDH機 の翼は気前よく太い
材料を投入して,構造を簡単にしながら相
対的により丈夫な翼にしているわけです。

その理由は,FlB― CDHと いうス
ケールダウンでは,動力部で重量が余り,
それが主翼等に配分されたためと言えそう

です。

つまり,230g→100gと いう全重量の減

少比は,相似率 9603/12553(ス パンの 3

乗比)にほぼ一致しています。ところが,

そのうちのゴム重量 (50g→10g)とプロ
ペラ重量 (630φ→390φ )は,よ り大幅に

減少しており,恐らくは20g近い重量の余
裕が生じたと推定できるのです。

機 種

(年 度)
全 重 (g)
主翼重 (g)

スパ ン(]ω

コード(llull)

翼厚比(%)

翼 厚 (lIIll)

FlB主 翼構造 (‖ot scale)

CDH
(1961)

103

(引圭気こ)25

960

110

7.8

8.55

2X3
スプル ース

●編集部よりお願い

本誌編集を担当くださった萱場達郎さん

がお亡くなりになったことはすでにお知ら

せしましたが,読者,特に年配のモデラー

の方で,萱場さんに関するエピソードなど

御記憶の方は,編集部あて御寄稿ください。

CIZEK機のFIB→ CDH比較

240

54

1255

125

9

11.25

2豊

=

2× 2ス プル ース

零鶉饉勒
第48号 1994年 1月 15日発行 〔会員配布〕

FF WINGS編 集部
0221横浜市神奈川区鳥越6-5

0176東京都練馬区桜台4-34-13

山森喜進

萱場達郎

小林方

●本誌の購読料 は 5回分 1100円です (送料含む )。 御送金 は郵便振替を御利用 くださ
い

郵便振替 口座 /東京4-398372 加入者名 /FF WINCS
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1普報 あ れ こ れ

○木 下 氏 CЭ 記 録 が 公 認

本誌M47ですでにお知らせしましたが,KIPC所 属の木下哲氏が,昨年 9月 27
日,東京の国立青少年総合センターで出した,室内機カテゴリー Iの記録34分20秒

が,FAlに より,正式に世界記録として認められました。
木下氏は, この記録の後も34分51秒の飛行をしており, これも国際航空連盟 (F

'  AI)に 申請中です。なお,木下氏の話しによると, FAIラ バーの New TAN
は,従来のTANよ りも室内機にとっては適性があり,世界各国で,記録が塗り替
えられる可能性があるとのことです。

○野 中 繁 吉 氏 が ポ ー タレ
‐ デ=ィ サ ン デ ィ ー 賞

を 受 賞

」IACの野中繁吉氏が,昨年 9月 20日 の日本の航空スポーツを記念した「航空
の日」に, FAIか ら「国際航空連盟賞」の一つ「ポール・ティサンディエ賞」を
受賞されました。

この賞は航空スポーツ界に貢献した個人の功績を讃えるもので,世界の航空スポ
ーツ関係者にとって大変名誉ある賞であり,ま た垂ぜんの的ともなっているもので

す。今年度の賞は日本人で 2人,野中氏の他はモーター・グライダー・クラブの中

沢貫次会長です。                      (茂 手木秀次)

○飛たJt立青 JヒFミキ吉要旨
今年,編集部に寄せられた年賀状によると,秋元靖史氏が結婚されました (賀状
には「同居」とありましたが・・・)。 新婦は登久子さん。

秋元氏は,筑波大学の鳥人間チームのリーダーとして,夏の琵琶湖の風物詩「鳥
人間コンテスト」には毎回のように出場しているので,御存知の方も多いはず。現
在の模型人口は熟年が多 く,結婚話しは大変おめでたいことです。お幸せをいのり
ます。なお秋元氏には,鳥人間のこぼれ話しの原稿をお願いしています。

①プ ロ ごヾ ラ 製 作 講 習 会

GpFで は, 2月 に,30cm折 りたたみプロペラまたは15cm空転プロペラの製作講
習会を開催します。

場所は武蔵野市緑町コミュニティーセンター,日時は未定ですが, 2月 の日曜日

の予定,午前10時より午後 3時まで。材料・工具等が必要なので,担当世話人の松
本氏 (電話0423-74-7049)に お問い合わせ ください。
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■ ～ 3月 の イ予事

1月 16日 第 1回 リビングスティック公式戦 」IAC主催  場所 。川崎マリエン
1月 30日 (予定)東京選手会混合記録会   東京選手会主催 場所 。大宮たんぼ
2月 6日 寒中杯国際級 2分競技会     YSF主 催   場所 。大宮たんぽ
2月 13日 第 2回 リビングスティック公式戦 」IAC主催  場所・川崎マリエン
3月 13日 二宮賞国際級大会        KFC主 催  場所 。滋賀県大中ノ湖
3月 20日 第 3回 リビングスティック公式戦 JIAC主 催  場所 。川崎マリエン
3月 27日 国内級 4種日と小型木混合級   CFFC主 催 場所・鈴鹿市楠たんぼ
3月 (予定)A・ C級混合記録会      東京選手会主催 場所 。大宮たんぼ

〔編集部よりおことわり〕

ここに掲載の情報は,年末 。年始の原稿の締切の都合で別紙といたしました。
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寒中杯

国際級 2分競技会
勝山 彊

2分マックスの国際級FlG, FlH,
Fl」 とP30の競技会。主催はYSF。 前
回の「国際級ジュニア十P30競技会」の名

称を改めました。「寒中杯」はフランス語

の「クープディヴェール」を訳したもの。

缶チューハイの宝酒造さんとは仲良くでき

ることを期待しています。

当日の2月 6日 ,大宮たんぼは微風快晴
で 3月上旬の気温に恵まれ,東京近県の各
クラブから参加者は30名。織間,軍司両氏
から参加費相当の寄付をいただきました。

3種目lγ 3位の賞品のオリジナルマグ

カップは個展で超多忙の吉野晃生さんに原

画を描いてもらって,吉岡さんがコンピュ
ーター入力やメーカーとの間でいろいろ苦

労して出来たもの。この他に松野,東野,
金川,吉野,勝山各氏から賞品の提供。ま
た,今回も東野夫人より,豚汁のサービス
がありました。

例によって,競技委員長も役員も競技に
参加してしまうYSF流の運営で,計時も
選手におまかせの予定でしたが,心強い応
援がありました。栃木の準会員で中国のF
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幸先の良いスタートをした勝山選手。

lBト ップクラスの李志名さんと,武蔵工
大鳥人間グループ 0リ ーダー市村君がFl
Gの計時,和田さんがFl」 の計時をやっ
てくれました。

8:10競技スタート。「寒中」らしくな
いおだやかなお天気で, ピリッと緊張した

感じがなく,フ ライトを楽しんでいるムー

ドの各選手。岸光夫選手は風が出ると予想

したか,ハイペースで 9:30には5ラ ウン
ドを終了。松本選手はモーターラン1分40

秒の P-30, 2ラ ウンドは尾翼を間違えて

1秒落とし。近藤選手は1ラ ウンドMaxの

あとペラを壊して P-30機に替える不利が

ありました。日頃 2分の練習は難しいはず

の横浜岸根公園グループは新井選手 3 Max,

船山選手は 2 Maxを達成。前回は強風で散

々な目に遭って,今回も入賞はなかったが
収穫はあった様子。所沢クラブの小滝選手

-1-



も初参加ながら2 Maxの健闘。

10:30頃までほとんど無風が続き,
G僅差の上位のうち, 5 Maxが 2人。
大会初のフライオフとなりました。

FlHは熟年選手には無風がきつかった
か,金川選手が体力で優勝を拾いました。
Fl」 は国内級のE級 (モーターラン10

秒)を 7秒ランにすれば同じ機体が使える
ため 1月 の湘南大会で上位の選手がここで

も優勢で,熊谷選手が一人 5 Max。
FlGの フライオフ兼総合優勝決定戦は
熊谷,勝山,武田 3選手。12:10ス タート
時は 3～ 4mの風で,気流も良くなかった
が,風下に流されてからサーマルに乗った
勝山機が土手越え視界ボツ172秒でV!
すみません。優勝カップは来年 2月 にピ

ッカピカに磨いてお返しします。

〔1994年 寒中杯国際級 2分競技会〕

●FIG口 P-30
選手名 lR 2R
①勝山 彊 120120
②武田 敏 120120
③松本允介 120119

④小林茂夫 118120

④石井英夫 120120

④岸 光夫 118120
⑦岸 貞男 117120
③鈴木逸夫 120120

⑨新井敏治 80120
⑩吉田利徳 94 91
(11位以下省略)

●Fl」

(3位以下省略)

〔総合優勝決定戦兼FlGフ ライオフ〕
①勝山 彊 172秒
②熊谷克己 136秒

③武田 敏 135秒

FlD
1993年度関東選手権

茂手木秀次

標記選手権大会は12月 11日 に開催されま

したが,年末の忙しい時期と土曜日が重な
り,参加者が少なく残念でした。
野中選手の日本記録更新への挑戦も,機
体の調整が十分に行えぬため,不満足な結
果に終わり‐ました。立川市のご好意で,初
めてカテゴリーIの会場として立川市泉体

育館で公式戦を行ったわけですが,バ レー
用のネットの支持ワイヤーが東西に2カ所

あり,それを避けるなめのステアリングの
バルーンの操作に習熟する必要があると思

われます。

〔1993年度関東選手権 口飛行記録〕

①木下 哲41分24秒 ④原田良介25分24秒
②野中繁吉34分25秒 ⑤竹内淑朗11分34秒
③田中泰孝27分16秒

Fl D日米通信競

すでに何度かお知らせしていますが, 日

本のFlD03チ ームとアメリカの 3チー
ムによるそれぞれの国で行われた競技での

成績を持ち寄り,その記録を競う「日米通

信競技」の最終的な結果がアメリカより知

らせてまいりました。

個人では,ア メリカの S.BROWNが34分 1

秒 032分 45秒 , トータル66分46秒で優勝。
2位は日本の木下哲選手で,32分10秒 。31
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135

①熊谷克己 120

②津田晃英 120

③薄井弘安 120

④金川 茂 72
⑤東野長生 120

(6位以下省略)

●FlH
①金川 茂 120
②吉岡靖夫 63
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分53秒, トータル64分 3秒でした。以下 3

位 R.RANDOLPH, 4位 So CHILTON, 5位野

中繁吉, 6位木原一正, 7位 T.VALLEE,

8位太田健一, 9位T.岡田,10位田中泰孝
と続きました (11位以下省略)。

チーム成績では,川崎チームが,選手 3

名ベスト2ラ ウンドの総計168分46秒で優

勝,TEAM―USA WEST COASTが 同じく167分55

秒で 2位,以下 3位東京チーム, 4位TE川
―USA EAST COAST, 5位 豊田チーム, 6位T

EAM―USA SOUTWESTと なりました。

ランチャーズカップ
12・ 1月 の記録

片岡裕行

千葉に根拠地を置くハンドランチグライ

ダーの愛好者のグループであるランチャー

ズは,毎月記録会を開催しております。
昨年12月 19日 と今年 1月 16日 も, 9時よ

FlDカテゴリー |

34分 51秒が世界記録に
前号ですでにお知らせしましたが,昨年
8月 14日 に,東京の葛飾水元体育館でKI
PC所属の木下哲氏が出した,カテゴリー

前回, FAlから発行された世界記録認定証

り,大宮たんぼにおいて開催し下記の言己録
となりました。

競技方法は,60秒Maxで10投のうちベス

ト5ラ ウンドの合計によるものです。

〔12月記録会の結果〕

①石井  300秒   ⑦平尾  218秒
②笠間  293秒   ⑧古矢  186秒
③吉田  288秒   ⑨山内  173秒
④加藤  276秒   ⑩林   164秒
⑤関沢  230秒   ⑪大八木 160秒
⑥山岸  220秒
〔1月記録会の結果〕

①田岡

②石井P

③吉田

④大八木

⑤島崎

⑥笠間

⑦加藤

⑧佐藤

⑨関澤

Iの室内機の世界記録3

4分20秒 に続き, 9月 27

日,国立青少年総合セ
ンターで同氏が出した3

4分51秒 も,公認された
との知 らせがありまし

300秒   ⑩坂巻  239秒
299秒   ①吉野  235秒
387秒   ⑫久保田 234秒
273秒   ⑬平尾  224秒
270秒   ⑭古矢  215秒
267秒   ⑮海老原 210秒
254秒   ⑮島崎ir 133秒
248秒   ⑭林   104秒
246秒

た。 (前号では,記
録達成の場所・日時に誤りがありまし

た。訂正しお詫びいたします。)

木下氏の話しでは,新 しいゴムの出
現と可変ピッチ・プロペラで,さ らに

記録は更新されるだろうとのことです。

最近の木下氏は,制限なしの室内機
の機体の設計にも意欲を示しているよ

うです。室内機としては,川崎のグル
ープはまったく新しい勢力なので,今
後の活躍が楽しみです。同時に従来中

心となっていた東京勢の巻き返しも期

待されるところです。

木下哲氏
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萱場さんの

思い出
萱場達郎氏が亡くなられたことを知り,

昔のことを思い出しながら一文を認めます。

昭和31年か32年の頃,確か第10回の全日
本大会 (浜松)に初めて国際級 (ウエーク
フィールド)で参加した時のことです。
大会の会場で,私は萱場さんの財布を
拾ったのです。

氏のお名前は模型雑誌などで存じあげて

いましたので,あ の トレー ドマーク?の
“黒メガネ"のダンディーな姿を探し出し,
無事にお渡しすることができました。

なにしろ私は大きな大会に参加するのは

初めてのことで,知人も友人もなく,ウ
エークフィールド級の第 1作目の機体を 1

機だけ,未調整のままでエントリーという
状態でしたから,なんとも不安で心細く,
まともにラウンドの消化もできずに競技を

終わってしまったように覚えておりますが,

途中で萱場さんに,「がんばうて !」 と声
を掛けていただいたときは,本当に嬉しぐ,
心強い思いがしたものです。

私が萱場氏にお会いし,お話ししたのは,
後にも先にもこのとき一度だけでした。

その後, しばらくして (私は,すでに模
型ヒコーキから離れておりましたが),氏
が私の町の近くの古河市に移られて,室内
機の競技会などを主催されている様子など

を,よそながら知りましたが, とうとう二

度とお目に掛かる機会はありませんでした。

このお便りを書きながら,古い雑誌を
引っ張りだして,あの頃のことを思い出し
ております。

「航空フアン」1953年 10月号。ウエーク

級ジセベール号の記事,そ して,カ ッコい

い萱場さんの写真。また,ラ ブリーY.N
と,駒崎氏のラーメシアとの対決,などな
ど,昭和20年代の後半から40年頃までの,
フリーフライト全盛期に,いつも第一級の
コンテストフライヤーとして活躍しておら

れた萱場氏。

3年前,久 しぶりにフリーフライトの世
界にもどって来て,貴誌の編集などで萱場
さんのご健在を知り,よ そながら嬉しく
思っておりましたが, ご不幸のことを知り,

思い出の一文を綴り, ご冥福をお祈りしま

す。

(追伸,貴誌で,毎号健筆を振るっておら
れる大村和敏様へ。私は,浜松の大会のと
きに,貴兄と同室させていただき,W級に
ついて,いろいろご指導をいただいた者で

す。この機会をお借りして,改めてお礼申
し上げます。)

〔栃木スカイフレンズ 0東野長生〕

■

いつもFF WINGSを楽しく読ませていただ

いております。最近のインドア界も随分レ

ベルが上がっているようで,昔の仲間達が
活躍されている様子を誌面で拝見し,心強
く思っています。

現在では,私の趣味の世界も航空から海
洋に転じ,ひたすら海を目指しております
が,FF屋 の思想は取り扱う対象が異なっ
ても全く変わることはありません。

インドアを作っていたあの時の感動は,

今後とも他の対象へとそのまま受け継いで

いきたいと思っています。

要するに無駄なこと,面白そうなこと,
一笑にふされるようなことを真剣にやって

しまう人間は,常に存在していたほうが良
いと勝手に思い込んで納得しているだけか

も知れませんが・・・。

そして,今,私は仕事の場を西表島に移
しておりますので,転送されて来たNo48を
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見て,萱場さんの死を知りました。
いろいろ,お世話になった方だけに, と

てもショックでした。

あの当時,僕たちが保谷の体育館を借り
てフライトできたのも,彼の世話によるも
のでした。本当に僅かな使用料だけで面倒

を見てもらっていました。その後も様々な

事を教えて頂いたり,航空機製造に携わっ
ていたことで,相談を受けたりしたことも

ありました。

その萱場さんが亡くなられたとは。FF
界では大御所の寺川先生をなくしたばかり

なのに大きな痛手です。

僕も,会社では寺り||さ んと萱場さんの話
しをしていたのを思い出しました。お父さ

んは萱場工業の創始者であるにもかかわら

ず,彼は会社に入ることもせず,親を頼る
こともなく本当に好きな模型飛行機一筋で

生きてらしたようです。

鳥人間の機体のスケッチやら滞空記録を

目指した機体の話しなど,毎年送られて来
る年賀状には葉書に書ききれないほどの内

容が書き込まれてありました。これを解読

するだけで,正月の半日は過ぎてしまった

ものですが・・・。

そんな萱場さんも,き っと今は木村秀政

先生や寺川先生と共に,神様に晩まれなが

らも雲の上で模型飛行機を飛ばしているで

しょうね。一つの時代が確実に過去のもの

となって行く,そんな時代の曲がり角に自
分が立っているような気がします。

あの,自分で作った飛行機が初めて空を

飛んだ時の感動を,今の子供たちはコン
ピュータシミュレーションの中に見いだす

のですかね。 〔落合明彦〕

■

萱場さんが亡くなられて,寂 しい気持ち
になった人が年配の方の中にはかなりある

のではないでしょうか。私も,お付き合い

を始めてまだ15年かそこらですが,そんな

わずかな間にも,いろいろな思い出が残っ

ております。

まだ保谷市で,室内機の練習会を開催し
ていたころ,練習が終わるといつも,当時
のFlD日 本選手権 5連覇の番場泰稔さん
達とともに,体育館の床をモップで掃除し
ていた萱場さんの姿が今でも記憶に焼きつ

いております。

また萱場さんという人は,気持ちがとて
も優しいところがあったのではないかと思

うのです。すでに10年以上も前になります

が, Sさんという目の不自由な方がおられ

て,萱場さんが,録音テープで日頃の模型
の情報を録音し,その方に送るということ

をしばらく続けていたことがありました。

その後,ち ょっとした行き違いからそれも
途絶えましたが,いかにも萱場さんらしい

心遣いがかいま見えるような気がします。

また木村秀政先生が亡くなられた時のこ

とでした。先生の葬儀がある日,萱場さん
は,小金井公園に凧をあげにいったそうで

す。「煙になって空に昇る先生を,見送っ
たんだ。」とあとでおっしゃってましたが,

いかにも萱場さんらしい,はにかんだ一面
がみられました。

模型飛行機製作の面では,私が知り合っ
た頃は,かなり視力が悪くなり, じつに大
雑把な作り方をしていたように思います。

その頃,サ ンフラワーというゴム動力のヘ

リコプターを頂いたのですが,そのバルサ
の切り回など,ま るでベンチで切ったよう
な感じでした。ところがこれが, 2分も飛

ぶような非常に優れた性能をもっておりま

した。しかし,昔さかんに機体の設計を発
表された頃に比べ,萱場さんにとっては,

不本意なここ10年だったのではないでしょ

うか。

〔元モデルジャーナル編集部員・岡本勲〕
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ゴム動力雑論 〔31〕

ゴム動向機の奥⑥

大 村 和 敏

80g時代のCDH級 など,比較的小さな
機体の翼構造と,関係仕様と,重量のデー
タを,前掲 したFlB級 の表と同じ様式で
まとめてみました。このクラスの機体の翼

が,どれくらいの大きさの時,断面や構造
の変化によって,どれくらいの重量になる
か読み取れます。

*8の原型

主翼構造 (断面.NOT SCALE)
1.6× 3.2

3.2× 3.2 3.2× 3.2

例えば, CDH級 の 6%級薄翼は,25g
/10dm2く らいが標準といえそうです。 (表

の 2～ 8)

このグループのデータを, FlB級の同
程度の厚さの翼 (前掲の表の 4～ 8)と 対
比すれば,両機種の必要強度の差異が感覚
的につかめるでしょう。ちなみに, CDH
級の主翼の曲げモーメントは,前述したよ
うにFlB級 の1/3程度です。
表の 1の軽量型アンリミテッド・ ラバー

(AMAの規格)マ クギリブレイ機の翼は,
W級のビルグリ機 (前掲)と 同じく,信 じ
がたい軽さです。この翼の構造材の重量を,

体積と比重より推算してみると,翼全重の

注::上ご茅,多サウ9/2)

a1   0

2× 3× 2

7.               10
4× 4              it2‐

   9

0.8× 15  3× 3
9.

4.

3× 5   3× 7       3X10

■   
爛

小型機の主翼の構造と重量

NQ 年 機   名 級 縦横比 翼面積
翼重量

面積当
全重
リブ

間隔

翼  型
(翼厚)

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

61

64

63

62

64

64

77

77

80

75

設計/製作者
McCILLIVRAY

SOTICH

CARPENTRAS

ANDRE

DANIELS

FAULKNER

MARTECANI

WHITE

KAYABA

WHITE *

UR

CDH

CDH

CDH

CDH

CDH

CDH

CDH

P30

FlB

展 mm

914

914

890

1020

914

991

1140

1238

780

1454

mm

l14

114

108

108

108

102

120

95

100

114

展 開

8.0

8.2

8.8

9.5

9.3

10.1

10.7

14.3

7.8

14.1

dll12

10.5

10.2

9.0

H.0

9.0

9.7

12.1

10.7

7.8

15.0

g(g/dln2)

7.4(0.7)

19(1.9)

24 (2,7)

25 (2.3)

25 (2.8)

26 (2.7)

24 (2.0)

25 (2.4)

17 (2.2)

51(3.4)

g

61

81

81

85

81

87

81

90

63

231

51

A 38

35

40

67

32

A 60

° 38

33

B 38

(%)

B8556b改 (8.9)

―    (6.5)
リンドナー(6.2)

―    (6.8)
ジェーデルスキー (3.0)

一    (5.0)

一    (5.9)

フラット (10)

―     (6.6)

1.6t(リ プ)
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FF海 外 事 情
岬

素材論
一大村和敏―

AEROMODELLER誌 (1993)に,いわゆる

新素材の加工法が連載されています。ケブ

ラー布をエポキシでかためた丸胴,カーボ
ンファイバー補強の翼など,個々について
は別稿で取り上げる予定ですが,急 ぐかた
は原文をお読みください。材料は,東急ハ

ンズなどで取り寄せられるようです。

ケプラー,カ ーボンファイバー,シ リコ

ンチップ,スチロールなど,新素材の多く
は宇宙・軍事科学の産物です。これを模型

機に導入すると,軽く,強度・剛性の大き
い機体は作れるのですが,工法をこなせな
いと落ちこばれになってしまいます。だか

ら,B.0.M.を前提とした場合,新素材は模
型航空普及のマイナス要因になりかねませ

ん。

ちなみに,バルサ材が登場したとき,そ
れまでの硬木工法は姿を消しました。バル

サの工法はより簡単であったので,そのと
きには落ちこばれ問題は生じなかったので

すが,今回の新素材の加工は従来の工作法
と異質といえ,多数がこなせない可能性は

あります。

しかしながら,事前に特定材質の影響を
予測し,禁止する事は不可能です。また,

金属ペラのように明らかに危険性のあるも

の以外は,特定材質を禁止する事は,後向
きのやりかただと思います。

ちなみに,イ ギリスで古典競技機種目に

人気がある理由として,昔どおりの材料で

作るため,新素材を使わなくてもやれると
いう点があげられています。つまり,新素
材の導入は, トップ層の進歩のためには避

けられないのですが,それを必要としない

「受け皿種目」への人口移動をまねき,競
技人口分布の変化を招くのです。

エッ ! ホントですか?
アメリカのニューヨーク州では,FFの
飛行が法律によって非常に厳しく制限され

ているそうです。それによると,公共の場
所においては,動力つき模型機の飛行は,
禁止されています。

「動力つき」は文字通りすべてを包括す

るようで,小さなC02機でさえ条件の悪
く狭い私有地で飛ばさざるを得ない状況だ

そうです。

50%く らいに相当する3.7gく らいになり

ます。残りの50%が全部被覆としても,翼
の上下の面積21dm2で割ると0。 18g/dm2で

す。現実は, この中に接着剤や補強が含ま

れますから,被覆は0.15g/dm2で仕上げな

ければなりません。

表の 5の削りだし構造 (ダニエルズ機)

は,翼の見かけ比重が0。 12強 となり,比重
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0。 1のバルサを塗装したと考えれば納得で

きる重さです。

なお,表の10の FlB(ホ ワイト機)は
表の 8の CDH機のプロトタイプとして,
参考のために掲載したものです。 8の桁寸

法は不明ですが,構造は10と 同様と考えら
れます。



駆ξ璽ングシ

萱場達郎氏の不幸な事故によって,彼
が本誌の編集に携わっておられ,私が,本
誌の存在を知ることとなりました。私は,

彼が皇居前広場で,進駐軍の兵隊たちと一
緒にUコ ントロール機を飛ばしていたころ
からの知り合いで,北村小松氏 (故人)を
中心に集まっていた洗足ノーテン・グルー

プの一員だったと聞いています。

当時このグループには,ス ピード競技ヘ

の出場者が何人かいて,私のライバルであ
ると同時に,競技会仲間といった関係で,
いろいろなつき合いがありました。特に,

萱場氏には,戦時中のエンジンの話しとか,
いろいろなエピソードを聞かせてもらいま

した。

Uコ ン技術誌や,モデルジャーナル誌が
休刊になって,これらの雑誌の愛読者達が

各クラプの会報のような形で,それぞれい
ろいろな印刷物を発行していますが,萱場
氏も,彼の模型歴を含めた史実誌を作りた
いと思っていたようです。本誌もその一部

ではなかったかと思います。

私も,ス ピード競技のマニヤからエンジ
ンマニヤになって,現在ではエンジンのコ
レクションに熱中していますが,ただ単に
集めるというのではなく,エ ンジンの修理
再生をしたり,日本の模型エンジンの歴史
を調べてみたりして, これらを後の世代に

伝えてゆきたいと思っています。

このようなことから,本誌の一部をさい
て頂いて,模型エンジン関係の記事に利用
させていただければ幸いに存じます。

フリーフライ ト機でも,古 くはガスフ
リーと呼ばれて,スパークイグニッション
のガソリン・エンジンを積んで飛ばしたも

のです。現在日本では,余り大きなエンジ
ンを積んだフリーフライト機は見かけられ

ませんが,当時はそのほとんどが10ccク ラ
スのものでした。
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本誌の愛読者の中にも,いわゆるガスフ
リー機の体験者もおられるのではないで

しょうか。もしおいででしたら,ぜひその
当時のお話しをお聞かせください。

また,皆様の中で,使い古しのエンジン
で,部品がなくなってしまったり,どこか
が壊れてしまって,そのまま放って置いた
ものや,ス クラップ状態のものがありまし
たら,お知らせ頂けませんか?
もし不要のものならば,譲っていただき
たいと思いますし (修理に役立つ部品を利

用するため),私の手持ち部品で修理でき
るものならば, ご希望により修理再生して

差し上げます (有料)。

ラジヨン機の流行とともに,模型の部品
類の価格が高価になって,エ ンジン以外の
部品でも,エ ンジンより値段の高いものが
使われるようになり,このために機体全体
から見るとエンジンの占める価値が下がっ

たようになり,現在の使い捨て時代の影響
もあって,エ ンジンも,最近では余り貴重
品扱いされなくなってしまっています。

こんなことで,たぶん皆さんの所でも,
ガラクタ扱いされて,道具箱の片隅に放り
込まれている物もあるのではないかと思い

ます。

戦時中の昭和18年頃には,10ccク ラスの

エンジンが60円 くらい,終戦後の昭和25年
ころに3500円前後で,エ ンジンをやっと手
に入れた思い出のある私にとっては, 1台
のエンジンでも,何とかして生かして使お
うという気持ちが抜けません。

2～ 3台のポンコツ0エ ンジンから使え

る部品を取り集めて, 1台のまともな物を

くみ上げる事も出来ます。どんな物でも捨

てないでください。必ず役に立ちます。

また,修理や再生で,エ ンジンをいじっ
ているのが,現在の私のホビーです。
ぜひ,私にエンジンの道楽をさせて下さ
るよう,お願いします。
〔連絡先〕〒106東京都港区西麻布4-1-7

藤室 皓



最近,あ るベテランのマニアから聞いた

話しだが,「近頃は模型飛行機も面白くな
い」という。たしかに私もそう思うことが

多い。

一昨年のことだが,ラ ジヨンの電動飛行

機の競技会を何回か続けて見る機会があっ

た。当初は自作やキットを取り混ぜたバラ

エティーに富んだ風景だった。競技方法も

飛行 8分で,予選でこれをクリアーした機
体が準決勝 0決勝へと駒を進める方式だっ

た。

この競技会が始まったころは,ご く一般
的な仕様で作った場合,モーターランが 3
～ 5分で,あ とは滑空でかせいで 8分滞空
をこなすのが普通の展開だった。

ところが,当然のことだが,モーターラ
ンが限られれば,グライダーのような滞空
性能の良いものが有利になる。

競技会も2回目3回目となると,入賞を
狙ってだんだん機体が洗練されてくる。そ

して当然ラジヨンのグライダー経験者が幅

ξスターダ
「
郎

=ッ 含イ

その29

軽量化を第一の目標に作つたラジコン機。

を利かすようになる。上空に上がってしま

えば,素人目には誰の機体だか判らなくな
る。

実は第 1回のこの競技会を見て刺激を受

け,私 も初めてラジコンの電動機を作った。
モーターラン8分…モーターを回しっぱな

しで, この競技会の予選が通過できる予定

だった。

ところが,期待どおりの機体が完成して
みると,ルールが変わってしまっていた。
モーターラン10秒の滞空競技となってし

まったのだ。当然パターンは60° 以上の急

上昇で高度をかせぐ方式に変わってしまっ

ていた。

飛行機が性能を追求し,どんどん変わっ
ていくのは仕方がないとは思うのだが,私
は取り残されてしまった。

目を転じて我らがFF界。競技というと
滞空一本槍である。機体はひたすら高さを

求めて急上昇し滞空時間を稼ぐ。

機体のわりに不似合いな大量のゴム東。

不細工な上反角。…でもこれでなければ,

競技では上位にはいけないのだ。

競技であれば,性能追求も仕方がないし,
あって当然である。だがそれだけでは,誰

プロペラによつて飛んだり飛ばなかったり…。  もが楽しむ模型飛行機は,遠からずなくな
思わぬ副次的な楽しさが生まれた。 るだろう。

…
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…
躙酬躙
…「
F競技会 。催 し物案 内 酬冊…酬冊

3月 20日  1994年度第 3回 リピングスティック (ミ ニスティック)公式戦  〔場所〕り|1崎市東扇島・
マリエン体育館  〔主催〕」IAC 〔問合せ〕8044-511-1755茂手木秀次

3月 27日  国内級 4種目と小型機混合級  〔場所〕鈴鹿市楠たんぼ  〔主催〕CFFC
4月 3日  GpF総 会と94秒競技会  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕GpF 〔問合せ〕803-9

28-6540鈴木毅一

4月 24日 第52回 YSF競技会  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕YSF
4月 (未定) YAMパ ーベキュー大会  〔場所〕横浜 。根岸森林公園  〔問合せ〕8045-681-5496

高宮茂夫 (夜間)

4月下旬～ 5月上旬 (予定) 栃木大会  〔場所〕板倉たんぼ  〔主催〕TSF
5月 上旬 (予定) グリーンパークフェスティパル  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕武蔵野市
5月 15日  YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕ヘリコプターおよび羽ばたき機

(図面あります) 〔問合せ〕8045-681-5496高宮茂夫 (夜間)
6月 5日 (予備日9月 12日 ) 第 8回 GpF競技会  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕GpF

〔問合せ〕803-928-6540鈴木毅一

6月 19日  YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕スチレンペーパーを使用した飛
行機 (雨に強いので梅雨時向き) 〔問合せ〕●045-6815496高宮茂夫 (夜間)

7月 17日 YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕水上機  〔問合せ〕8045-681-
5496高宮茂夫 (夜間)

8月 20日  模型航空シンポジウム  〔場所〕航空会館  〔主催〕」MA
8月 21日  YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕おばけ飛行機,水上機 (おばけ

=変形機,△〇□翼,カ ナードその他) 〔問合せ〕●0456815496高宮茂夫 (夜間)
9月 4日 第53回 YSF競技会  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕YSF
9月 18日  YAM航 空ショー  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕なるべくバラエティーに富ん

だ飛行機の参加を ! 〔問合せ〕8045-681-5496高宮茂夫 (夜間)
9月 25日  松茸大会  〔場所〕鈴鹿市楠たんぼ  〔種目〕国内級 4種目と小型機  〔主催〕CFFC
10月 2日 (予備日10月 16日 ) 全日本国内級競技会  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕」MA
10月 16日 YAM月 例大会  〔場所〕横浜 0根岸森林公園  〔課題〕オリジナル機 (会員の 1年の

テーマ発表の意味で…) 〔問合せ〕8045-681-5496高宮茂夫 (夜間)
10月 16日 プレ寒中杯  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕YSF
10月   東京選手会混合級記録会  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕東京選手会
H月 5～ 6日  FlA・ B・ C日本選手権  〔場所〕千葉県万歳たんぼ  〔主催〕JMA
H月 20日 (予備日H月 27日 ) 第 9回 GpF競技会  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕GpF

〔問合せ〕803-928-6540鈴木毅一

H月 20日  YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕先月に同じ 〔問合せ〕8045-
681-5496高宮茂夫 (夜間)

●本誌の購読料 は 5回分 1100円 です (送料含 む )。 御送金 は郵便振替を御利用 ください
郵便振替 口座 /東京 4398872 加入者名 /FF WINGS
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1994年 5月 15日発行

蘊50 1994MAY.
1994年度

リビングスティック
茂手木秀次

英国模型飛行協会室内技術委員会からは,

1月から3月 31日までの間に,1994年度の

標記公式戦を開催するよう案内状が届いて

おりましたが, 」IAC(ジャパンインド
アエアロクラブ)では,川崎市東扇島マリ
エン体育館,代々木オリンピックセンター
体育館で実施し3月 21日をもって終了いた

しました。

この競技は,国際級よリー回り小さい機
体を使用し,比較的狭い体育館でも競技が
可能であり,国際級への入門クラスないし
は室内機習熟のための取り組みやすい分野

と言えるでしょう。

記録は英国に集められ参加各国の記録が

比較される通信競技で,国際大会とはまた
趣を異にする楽しい競技です。

川崎では規定期間に都合 3回行いました

が,毎回3ラ ウンドの公式記録飛行を行い,
各ラウンドのタイムを公式記録として,英
国模型飛行協会室内技術委員会に報告しま

す。1993年度の 1位の記録は547秒でした

ので,今年は 9分代を目指しての展開でし
た。
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今年は新たにJIAC会長の指導した新
宿インドアプレーンクラプのメンバーも参

加されて盛況でした。参加された競技者各

位に厚くお礼を申し上げます。

成績も別表のとおり,念願の500秒を超
える記録が生まれました。外国でも当然記

録更新はあると考えられますが,昨年同様
かなりの上位進出は可能と考えています。

さらに来年度に備えて,年内に記録会を開
催すること,また来年度は今年の例になら
い麻生G,江戸川G等が近くの会場で公式
記録会を開くことを歓迎します。

なお公式記録表は会長を経て,英国に発
送いたします。

〔94年度リビングスティック公式戦順位〕

①谷田部徹 507秒  ⑭小村和正 377秒
②野中繁吉 503秒  ①山梨雅弘 372秒
③橋本健仁郎471秒  ⑮原田良介 361秒
④木原一正 466秒  ①福田 稔 360秒
⑤杉 康行 460秒  ⑬大島正友 327秒
⑥青島三樹男446秒  ⑩辻 常和 315秒
⑦竹内淑朗 440秒  ④井上浩隆 296秒
③田中泰孝 406秒  ④田村久雄 281秒
⑨藤原瑞吉 405秒  ⑫栗原 弘 269秒
⑩原 一馬 393秒  ⑬池田洋- 256秒
⑪玉井清造 388秒  ②中尾仁太郎252秒
⑫茂手木秀次387秒  ④日月 晃 214秒
⑬富田定佳 381秒
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ンチャーズカップ

2・ 3月の記録

2月 の記録会は2月 20日 9時から12時に,

大宮たんぼにおいて行われました。今月は

参加者15名。このところのハンドランチグ

ライダー人口の急増を証明する盛会となり

ました。

天候は気温11℃で快晴微風 (北西の風 1

～ 5m)と いう絶好のコンディション。サ
ーマルは小さいものの,大宮たんぼ特有の

分かりやすいもので,結局 4人の300秒Max

(60秒Max,10投中ベスト5ラ ウンドの合

計)によるフライオフとなりました。
4人のうち石井さんのみパチンコ。関沢,

山岸,田岡,そ して石井さんによるフライ

オフは 2分Maxで 12時 5分～20分に 2投の

ルールで行われました。

結局この時間帯は各人サーマルが読み切

れなかったのか,田岡さんが66秒で優勝を

さらいました。

関沢さんは,このところ本来の調子が戻
ってきた様子です。また,吉田さんは練習
のやりすぎで,競技前に 3機を壊したとの

よし。

一方,HLGフ ィールドになくてはなら
ぬ存在の相沢さんは,新居にかまけて(?)
今月は欠席でした。

〔2月 記録会の結果〕

①田岡 300秒 (66/37)⑨大八木 263秒
②山岸 300秒 (63/―) ⑩平尾  252秒
③関沢 300秒 (25/48)⑪古矢  209秒
④石井 P300秒 (44/40) ⑫三浦P 180秒

⑤久保田P294秒    ⑬海老原 175秒
⑥吉田  286秒    ⑭林   134秒
⑦笠間  284秒    ⑮三浦JrP 25秒
⑧佐藤P 268秒

(括弧内はフライオフの記録,Pはパチンコ

による発航)
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さて,続 く3月 は, 2月 に引き続き13名

と盛況でした。天候は,ま るでFFのため
にしつらえたような好天無風。サーマルは,

幾分小さめでした。

こうした条件で有利なのはカタパルトラ

ンチ,つまリパチンコで,各選手とも簡単
に 5 Maxを決めていました。

日立ったのは加藤さんと笠間さんで,そ
れぞれ「フラッシュ」「ゴールドラッシュ」

を相沢さん並の高度までブチ上げていまし

た。特に加藤さんは, 6ラ ウンドからサー

マル読みの特訓をしたところ,連続 3 Max
で早々とパーフェクトを決めてしまいまし

た。メーターやストリーマーをどう読みこ

なすかが問題のようです。

石井さん,久保田さんは連続 5 Maxと 絶
好調。関沢さんは,先月に引き続き今回も
いまいち調子に乗れなかったようです。

小型ながらホップアップ式DTの機体の
三浦さんもMaxがひとつとさびしかったよ

うです。 4人によるフライオフの結果は,

2分近く飛ばした石井さんが優勝を決めま

した。

さて次の言己録会ですが,昨年来の米騒動
のせいかどうかは知りませんが,今年の大
宮たんぼは例年になく田植えの時期が早い

のだそうで, この春の同地での記録会は 4

月が最後になりそうです。

〔3月記録会の結果〕

①石井 P300秒 (111/73)③古矢  209秒
②久保田P300秒 (53/87)⑨海老原 194秒

③笠間 300秒 (55/60)⑩大八木 191秒
④加藤 300秒 (51/37)⑪平尾  188秒

⑤吉野  268秒    ⑫三浦P 177秒
⑥関沢  247秒    ⑬林   162秒
⑦佐藤 P 224秒

(括弧内はフライオフの記録,Pはパチンコ

による発航)

８
日
日

日

‥

日

ｏｏ日

‥

´

-2-



厚木基地航空祭に

FF機が初参カロ
勝山 彊

WINGS'94(厚 木基地の航空祭)が
4月 23,24日 に開催された。

恒例のこの催しは,基地内が一般に開放
されて,横須賀を母港にしている空母イン
デペンデンスの最新鋭艦載機のデモフライ

トが公開される。

今年はさらに,単発プロペラ機で音楽に
合わせてアクロバット飛行をする競技の世

界チャンピオン他 5名のパイロット (ロ シ

アの女性を含む)が招かれて華麗なショー
と心地よい爆音を堪能させてくれた。

基地内に各航空隊のマーク入りのさまざ

まなグッズや食べ物,飲み物を売る店がず
らりと並び,お祭リー色。われわれとは別
の種類の飛行機マニアが ドっとおしかけた

(23日のTVニュースでは約 5万人)。
この催しには以前から「ヨコハマ イン

ターナショナル モデラーズクラブ ジャパ

ン」のメンバーが招かれて,ラ ジコン機の
デモフライトをおこなっていたが,今回は
このクラブ事務局の中谷氏よりYSF(代
々木スカイフレンズ)の吉野晃生氏を通じ
て, フリーフライト機も参加してほしいと
の要請があった。

事前に機体と本人の写真提出を求められ

るなど,チ ェックは厳しかったが,誘いを
受けた人の中から,前田,岩田,武田,大
桃,倉田,平尾,古矢の各氏が参加した。
4月 23日 ,11時からは米軍機,自衛隊機,
アクロバット機のエアーショーのプログラ

ムがびっしりと組まれている。その前の 9

～11時がラジコン機とフリーフライト機の

持ち時間。ロープで仕切られた観客席の,

最前列にはカメラ族がいち早く陣取り, 日

頃とはケタ違いの大観衆の前でのデモフラ

イトとなった。         ′
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舗装してある滑走路や誘導路の上はサー

マルが強く,観衆の熱気もサーマル発生源
となり,普段とは格段の滞空で,なかなか
降りてこない。展示してある実機にニアミ

スするやら,観客席に飛び込む等,文字通
りのフリーフライトを披露した。観客の背

中に着陸 ?した大桃機は「エンジンは ?」

「プロペラを折り畳むメカニズムは ?」 と

か英語で質問攻め。ゴムを引っ張り出して

見せて,モ ントリオールの仕掛けを見せて,
「こうなってんだ」「Oh good idea」 。こ

んな国際親善もあった。

持ち時間の最後にウエーク4機の一斉飛

行をやった。もちろん編隊飛行とは行かな

かったが,見事なフライトのあと,観客席
のロープのすぐ目の前にそろって着地。数

万の人たちの視線を間近に感じるのは,な
かなかの快感だったとのこと。

ラジヨン世界選手権大会

日本での開催が決定
FFマニアにはあまりお馴染みではない
かも知れませんが, 日本で数少ない模型雑
誌「ラジコン技術」によると,来年の夏,
日本で初のラジコンの世界選手権大会が開

催されることが正式に決定したそうです。

日本のラジコン関連商品は,世界中に輸
出され,大いに声価を博しているのですが,
こと競技大会となると,模型飛行場の不備
から, 日本ではほとんど行われることがあ

りませんでした。しかしかねてより心ある

ラジヨン模型人は「日本でも世界大会を」

と切望していたのですが,その運動が効を
奏し,FA1/CIAMに おいて正式に日

本開催が決定されました。

なお競技の種目はF3A(曲 技),F3
C(ヘ リコプター)の 2種目です。
開催場所は岡山県笠岡市で,世界選手権
大会に先立ち,今年の夏には同地で国際大
会がとり行われることになっております。
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萱場さんの

思い出
萱場さん,さようなら一―と書きはじめ

て,よ く考えてみると,競技場で対戦した
ことがほとんど無かったと気がつきました。

私の記憶には,最初の50gルールのW級

日本選手権 (1958年 `富士)く らいしか

残っていません。当時は,氏が名人のカム
バック出場,私はせいぜい前衛派の有望
(?)新人といった格でした。
私がゴム動力機に進んだきっかけの一つ

は,氏がポピュラサイエンス誌に掲載され
た80g W級「ベラミ」です。私は当時より,

他人の設計は作らない主義であり,同機を

作ることはしませんでしたが,徹底して
エッセンスを盗みました。

あとになってみると,機体の設計だけで

一
九
五
五
年
夏
の
ポ
ピ
ュ
ラ
サ
イ
エ
ン
ス
誌
表
紙

なく,工作記事のまとめかたも盗ませても
らったようです。西風・桶屋的論法かも知

れませんが,氏が50年代にあれだけの記事
を発表していなかったら,「 ゴム動力雑
論」も「 FF海外事情」も生まれなかった

VTO,ラ イ トプレーン2種
設計・ 製作 :菫 場選 郎

単● :‐   

―

1955年のポピュラサイエンス誌別冊に発表された,萱場さん設計のVTOラ イトプレーン

FF Wings  NQ50 -4-



可能性があります。

当時の雑誌を探してみたところ,55年の

ポピュラサイエンス別冊の「VTOラ イト
プレーン」 (図面参照)が見つかりました。
図面は定評がありましたし,説明文も今な
お古さを感じさせません。 〔大村和敏〕

■

いつも FF WINGSを ありがとうございま

す。M49の萱場さんの記事を見て,私も何
かできることがあればと思い,昭和29年 7

月のポピュラーサイエンス「模型飛行機の

作り方」の本を捜しましたので,その中の

記事を送ります。

萱場さんの悲報 (亡 くなられて 1週間後

知る)を聞いて,大変残念に思ったことと,
この 3年間御無沙汰していたことに申し訳

なく思っています。しかし,帰 らない人と
なってしまいました。

私も,前号の東野さん同様,昭和31年の

頃 (高校生だった),浜松が実家のため,

日本選手権で初めて萱場さんにお会いしま

した。その発端となったのが,ポ ピュラー

サイエンスに掲載されていた「ベラミ」の

記事を見てのことでした。 〔佐藤幸男〕

ウエーク仲間には懐かしい「ベラミ」

(昭和29年 7月 のポピュラサイエンス誌より)

昭和29年 7月 のポピュラサイエンス「模型飛行機の作り方」に掲載された「ベラミ」の設計図

FF Wings  NL50 -5-



ゴム動力雑論 〔32〕

ゴム動力機の奥⑦

大 村 和 敏

翼の縦と横,つまリスパンと平均コード
との比率を縦横比と言い, これは翼の空力

特性の重要な指標の一つです。

平均コード=翼面積/スパン ですから,
縦横比=スパン/平均コード…………イ
=スパン/(翼面積/スパン)
=(スパン)2/翼面積…………ロ

のようにさまざまな算出法があります。

テーパー翼や楕円翼では, 口の方式が便利

です。

一般に,縦横比が大きい方が空力効率は
高いのですが,その反面強度が低下し,安
定も悪くなります。そして, レイノルズ数

が小さくなるため,翼型の空力効率が低下
します。

一定の翼面積の翼では,縦横比の増大に
よる翼の空力効率の向上と,コードの減少
による空力効率の低下が同時に生じます。

一般に前者がより大幅に利くため,面積一
定という条件にあるFlB級の縦横比は増
加傾向にあるのです。けれども,オープン

系の主翼は主翼重量を軽減するためにやや

小さめの縦横比にすることが多く,ま た室

内機やピーナツのようにスパン制限のある

機種は,逆に小さめの縦横比によって翼面
積を稼ぐ傾向があります。

要するに,原則としては縦横比を大きく
したいのですが,機体仕様の制限の内容に
よってアヤがあり,その要因を計算に入れ
ながら最適化がはかられているのです。

そこで,縦横比増大の影響を定量的に計
算してみます (別表参照)。

1960年ごろ, FlB級の縦横比は10く ら
いでしたが,1980年には12く らいまで増加

しています。その結果,他の条件を一定と
考えると約 5%(10秒 )の滞空時間増とな
りました。極端な大縦横比の例として,71
年の Hofsass機のように20に近い設計もあ

り, この場合の滞空時間の向上は,他の条
件を一定としても19%に達します。

別表の数値は次のような手順で計算され

ています。まず,縦横比10の場合の仕様と
空力特性を,当時の実例より想定します。
揚抗比10で,滞空性能 3分ならば,当たら
ずとも遠からずという水準です。

次に, この基準機の抗力係数CDの内訳を,

下記のように分解しておきます。

(イ )主翼抗力係数CDWは全体CDの80%。
(口 )CDWの うち,誘導抗力係数CDiは
CL2/π A=1/(3.14× 10)

(ハ)主翼形状抗力係数CDfは,誘導抗力
を控除した (CDW~CDi)

この基準機が,縦横比 A=12になっ
たとき,誘導抗力係数CDiは ,

1/(3.14× 12)に減少します。

CDf,CDMは変わりませんから,
CDはCDiが減った分だけ減少し

ます。

揚力係数CLは~定 (1.0)と 想
定していますから,揚抗比は
増加,沈下速度は減少,滞空
時間は増加します。CLが~定

の場合,揚抗比と滞空時間は
比例します。

FlB級 の縦横比増大の効果
(全重 230g,翼面積 15dm2, cL=1.0と 想定)

縦横比 A 備  考
スパ ン B 1342

数

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

κ
休
　
　
　
　
　
　
″
　
　
　
″
　
　
　
″

力

″

導

状

他

鋤
畷

0.1

0.08

0。 032

0.048

0.02

0.095

0.075

0.027

0.048

0.02

0.084

0.064

0.016

0.048

0.02

(CDW+CDM)

(CDi ttCDi)

(CL2/π ×A)

(一定)

A=10の時CD× 0.

揚抗比

滞空時間 (秒 )

″向上率 (%)

１

±

１
　
１
　
＋

11.9

214

+19

CL/CD=1/CD

A=10の時3分
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FF海 外 事 情
.● HH層 引 H‖ ● H‖ ● 引 Xコ ● 日 HЮ ttX用 ● H‖ 層

ョーロッパでは
1  -大村和敏―

S・ A・ Mの
古典機ヨーロッパ選手権

この競技会は,旧規格のウエークフィー

ルド級より始まったものですが,1998年度

には25種目まで拡大し,全英FF競技会に
匹敵する規模となりました。

競技は,イ ギリスの Middle WaHopで ,

3日 間にわたって開催され,最 も参加者の

多い日は,1000人が車450台で集まったそ

うです。もっとも,競技で実際に飛行させ
た延べ人員は300人程度ですから,大半は
観客であったようですが,それにしても素
晴らしい参加数です。そして, この参加者

数によって,119機同時発航という記録が

作られ,恐 らくはギネスブックに採録され
るであろうというオマケもありました。

25種目のうち,14種目がゴム動力機,残
りがスパークプラグつきエンジン機とグラ

イダー等です。競技会のルーツとなった旧

規定ウエークフィール ド機は,古い順に

「 4オ ンス級以前」,「 4オ ンス級」,「 8
オンス級」と, 3種目に区分されています。

一番新しい「 8オ ンス級」でも戦前にさ

かのぼる規格ですから,公式競技の経験者
はかなり高齢になります。重量 (227g≒ 2

30g)は ,現行のFlBま で引き継がれて
いるものの, ゴムの制限はなく,翼面積も
主翼だけ制限され,離陸出発ですから,全
く別種目といえるのです。

写真を見ると,テーブル状の立派な滑走

台から出発させており,DRPは もとより
ジャベリンスタートもできない,静止状態
よりの自力出発なのです。

FF Wings  NQ50                             -7-

このような古典機競技が,最近急速に盛
んになっており,AeromodeHer誌 の誌面配

分を見ても比率が大幅に増加しています。

今後舌1日 し育成すべき種日と言えますが,

日本語の文献あるいは図面がない点は,ハ
ンデキャップになりそうです。

1994年 1月号に発表された結果を見ると,

FFの老齢化が進行していると言わざるを
えません。 4年前の調査を本誌24号 (1990

/5月号)の本欄で採り上げていますから,
以下のデータと見比べてください。

今回の調査によると,回答者のうち,
078%が 10年以上の継続読者。
070%が45歳以上。
067%が既婚者。 7%の離婚者を含めると
独身未婚者の比率は少ない。

023%が現役引退者。これは職業分類で最
も多く,技術関係者全体と同じ比率。
○平均年収 15000ポ ンド。模型航空にかけ

る費用は100～ 250ポ ンドが多いが,750
ポンド以上が 3%く らい居る。
○掲載記事や競技会は,古典機のほうが普
通のものより人気がある。

○やっている種目は,F F81%,R C50%,
C L40%, インドア33%。
078%が雑誌などの設計図を使って作り,
38%が自設計で作る。
019%が FAI種目の競技に参加。66%が
その他の種目の競技に参加。

050%が BMAF(日 本のJMAに相当)
に入会。

AEROMODELLER誌 0
読者アンケー ト調査



酬躙酬脚
…「「
競技会 ・催 し物案 内 側冊……

躙

5月 15日  YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕ヘリコプターおよび羽ばたき機
(図面あります) 〔問合せ〕8045-681-5496高宮茂夫 (夜間)

6月 5日 (予備日9月 12日 ) 第 8回 GpF競技会  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕GpF
〔問合せ〕●03-928-6540鈴木毅一

6月 19日  YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕スチレンペーパーを使用した飛
行機 (雨に強いので梅雨時向き) 〔問合せ〕8045-681-5496高宮茂夫 (夜間)

7月 17日  YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕水上機  〔問合せ〕●045-681-
5496高宮茂夫 (夜間)

8月 20日 模型航空シンポジウム  〔場所〕航空会館  〔主催〕」MA
8月 21日 YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕おばけ飛行機,水上機 (おばけ
=変形機,△〇□翼,カ ナードその他) 〔問合せ〕●045-681-5496高 宮茂夫 (夜間)

9月 4日 第53回 YSF競技会  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕YSF
9月 18日  YAM航 空ショー  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕なるべくバラエティーに富ん

だ飛行機の参加を ! 〔問合せ〕8045-681-5496高宮茂夫 (夜間)
9月 25日 松茸大会  〔場所〕鈴鹿市楠たんぼ  〔種目〕国内級 4種目と小型機  〔主催〕CFFC
10月 2日 (予備日10月 16日 ) 全日本国内級競技会  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕」MA
10月 16日  YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕オリジナル機 (会員の 1年の

テーマ発表の意味で…) 〔問合せ〕●045-681-5496高 宮茂夫 (夜間)
10月 16日  プレ寒中杯  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕YSF
10月   東京選手会混合級記録会  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕東京選手会
H月 5～ 6日  FlA・ B・ C日本選手権  〔場所〕千葉県万歳たんぼ  〔主催〕」MA
H月 20日 (予備日H月 27日) 第 9回 GpF競技会  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕GpF

〔問合せ〕●03-928-6540鈴木毅一

H月 20日 YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕先月に同じ 〔問合せ〕8045-
681-5496高宮茂夫 (夜間)

H月 (未定) 模型飛行機フェスティパル  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕武蔵野中央公園
12月 4日 二宮賞国内級大会  〔場所〕滋賀県大中ノ湖  〔主催〕KFC
12月 (未定) 東京選手会混合級記録会  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕東京選手会

顆輻躙隕嘴
第50号 1994年 5月 15日発行 〔会員配布〕

FF WINGS編 集部
●221横浜市神奈川区鳥越6-5

制作・発送事務

0176東京都練馬区桜台4-34-13

山森喜進

小林方
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1994年 7月 15日発行

本年度の室内機日本選手権大会は, 4月

24・ 25日 ,東京都江東区の夢の島体育館に
おいて開催されました。結果は下記の通り

です。

〔平成 6年度FID日本選手権の結果〕
順位 名前 ベスト2ラ ウンド  合計
①木下 哲  35'26" 36'29" 71'55"
②三沢正敏  33'05" 33'03" 66'08"
③木原一正 31'44" 33'36" 65'20"

④田中泰孝 31'50" 32'01' 63'51"
⑤市山洋- 31'21" 31'15" 62'36"
⑥榎本英世  28'28" 28'18" 56'46"

⑦竹内淑朗 28'46" 26'48" 55'34"
③野中繁吉 19'34" 34'15" 53'49"
⑨原田良介  19'02" 28'39" 47'41"
⑩岡田利昭 25'51" 10'17" 36'08"
(順位は6フ ライトのうちベスト2ラ ウン

ドの合計タイムによる。)

FF Wings  NL51

会に送付した結果,1994年度の総合成績表 |

が送られてきました。

競技には10カ国85名の参加がありました。

上位10位までは下記の通りです。なお日本

の最高は,谷 EE部徹氏の13位でした。
天丼高は7.25フ ィートから30フ ィートの

会場が使われたようですが,例によって,
1位から10位までは,低い天丼の会場での
記録でした。私たちが使っている川崎マリ

エンに近い天丼高さの会場は,U.K.の
24.83フ ィート(7.57m)9位の510秒でし
た。

〔1994リ ビングスティックの結果〕

順位 名前 (国) (天丼高)タイム/補正タイム
屯D W.Van Gorder(USA)(23.25)552/901.36

C) J.0'Donnell(U.K。 )(9.33)  422/860.38

()W.Van Gorder(USA)(17.92)504/873.65

()W.Van Gorder(USA)(22.04)521/853.02

() L.Coslick(USA)   (9。 00)  410/842.85

に)W.Van cOrder(USA)(13.33)445/832.96

⑦ LoMzik(USA)     (20.00)492/827。 66

0 V.Hacker(USA)    (20.00) 492/827.66

() R.LOtz(Germany)  (7.48)  385/824。 41

() B.」 .Hunt(U.K。 )   (24.83) 510/807.03

⑩ A.Abell(U.K.) (7.67)374/796.61

⑪ D.Yates(U.K。 ) (9。 33)387/789。 02

⑫R.Eberle(USA) (8.00)373/787.1ざ
O T.Yatabe(」 apan)  (29.52) 513/771・ 4・8
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O L.Mzik(USA)      (30.00) 510/763.26

0 SoNonaka(」 apan)  (29.52) 503/756.44

⑮ A.Cromberg(Argentina)

(9。 80)  373/751.99

0 ToVallee(USA)    (18.60) 430/737.87

(D 」.Clem(uSA)      (23.00) 455/736.01

0 S.Takeuti(Japan) (25,94) 463/723.43

にD 」.Kagan(USA)     (18.00) 414/716.75

(天丼高さの単位はフィート。成績は実際

の飛行時間(秒)に天丼高の差による補正を

して順位決定。21位以下省略)

横浜の岸根公園に模型飛行機愛好家たち

が集まるようになってから,約 10年が経ち
ました。クラブ組織もなく,競技会も開い
たことがありませんでしたが,先日 (5月
22日 )初めて, この公園での競技会を行い
ました。

公園の広さを考慮して40秒マックスとし

て,機体の大きさを全長,全幅40cm以下,
プロペラは空転というはなはだ簡単なルー

ルにしました。

予定の15日が雨のため, 1週間延ばして
22日 に施行されました。ライトプレーンあ

り,角胴あり,スチレン翼あり,両面張り
ありで楽しめました。

会費無料,賞品無しというのに,皆たい
へんな熱の入れようで,風のないうちにと,
朝 7時ごろから競技が始まり,絶好の天気
にも恵まれ,オールマックスの連続。14名

参加のうち 7名による 1分マックスのフラ

イオフ, これもまた 3名がクリヤーして第
2回目のフライオフ。結果は表のとおりで,

拍手による表彰式で競技会を終えました。

天候が良すぎたか,規格が甘すぎたか,
次回からは機体の大きさ,ゴムの重量等,
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何か考えなくてはいけないかもしれません。

現役で働いておられる方よりも,毎日が日
曜のほうが若干有利という結果が出たよう

に思われます。

雌 公園第 i回模型飛行機競技会の結剰

順位 氏名   lR 2R 3R  tt F01 F02
①斉藤英明  40 40 40 120 60 77
②船山栄次郎 40 40 40 120 60 64
③菅原隆郎  40 40 40 120 60 25
④竹鼻幸-  40 40 40 120 54
⑤近藤賢二郎 40 40 40 120 53
⑥阿井此農夫 40 40 40 120 35
0湘目月5        40  40  40  120  29

③勅使河原富夫40 40 40 120 -
⑨小岩原昭夫 40 40 37 117
⑨清水昭二  40 40 37 117
⑪角田 博  31 40 40 111
⑫小林善-  40 33 35 108
⑬新井敏治  28 22 39 89
⑭川原 昇  40 20 24 84

ランチャーズカップ
4・ 5月の記録

平尾寿康

ランチャーズの 4月例会は, 4月 10日 ,

大宮たんぼで行われた。

東京選手会と相乗りだったこともあり,

参加者15名 と大盛況。風も弱く絶好の飛行

日和だった。到達高度の低いHLGに はち
ょっときつい条件だったものの,サーマル

だらけの 1日 となった。

佐藤選手は,なんとスパン45clllのスィー
ペットをCLGで飛ばしていた。釣り竿に
ゴムを取り付けたパチンコ,狙いが正確な
分有利だったが,途中で視界没。田岡選手
は, 7投 5 Maxと好調。もっと凄かったの

が, 5投 5 Maxの関沢選手。吉田選手も 8

投 5 Maxと 好調で,最近のHLGは フライ
オフが日常化してしまったようだ。

Ｌ
．‥
．口Ｂ
Ｂ
８
．．●●●８
ｏ●●●〓
Ｆ

岸根公園

第 1回模型飛行機競技会
近藤賢二郎



結局フライオフに残ったのは3人。 2分

Maxで,関沢選手が脱落。最終的にゴール
ドラッシュのサイズが総てを決して,吉田
選手がランチャーズカップ#61を制した。

〔4月記録会の結果〕

(D雇宝日日  3001少 (120/―- 108/82)

()日]F可  3001)(120/― -  79/68)

③関沢 300秒 (37/16)

④加藤 295秒   ⑩小林 239秒
④大八木295秒   ①佐藤 235秒 (P)
⑥笠間 281秒   ⑫古矢 168秒
⑦吉野 276秒   ⑬平尾 165秒
⑦久保田276秒 (P) ⑭三浦 93秒
⑨海老原242秒   ⑮石井  7秒
(記録は10投中ベスト5ラ ウンドの合計。
(P)はパチンコ使用)

×        x

5月 の記録会は,今年初めての武蔵野市
のグリーンパークでの記録会, しかもこの
ところ天候が不順だったので,なんとなく
楽しみにして出掛けた。この日は,ペーパ
ープレーンの東京地区予選があるとがで,

飛行機場は8時30分には既に凄い人出。風
は 1～ 4m,気温25～28℃,曇天。まあ飛
行日和だ。

恒例の300円HLGによる40秒Maxルール
で, 9時競技開始。風向き定まらず,平均
サーマルは小さめで, こういう日はむずか
しい。

大八木選手,出だし2 Maxで好調だった
が, ン秒落ちが続いて残念無念 ! 出そう
で出ないのが,武蔵野グリーンパークのMa
xなのです。 ドカーンと上昇するけど,ス
イスイ降りるのだ。笠間選手は軽量ロング

スパン機。素晴らしい高度で 4 Maxま でい

ったが,200秒には達せず。室内機的 (?)
HLGは,皆一度はチャレンジするのだが,
機速が遅いため気流に揉まれた場合 5m高
度でもストンと落ちてしまう。難しいとこ

ろだ。肉体派 (?)加藤選手も,一度は大
サーマルに入れたものの 3 Maxに終わった。
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ここのサーマルは,タイミングがすごく
短いので教えにくいのです。温度が上がっ

てムーッとしてきたら,待機 (実際にはな
かなか待ちきれない !)。 飛行中の機体や

ストリーマーを見るのも重要だが, もっと

大切なのは「空気の雰囲気 (?)」。なにか

しら,「さわさわ」と来そうな感じがした
ら,サ ッと投げるしかない。来てしまった
らすでに遅い。しかし,すごい上昇で喜ん
でいると,反転してストンと落ちる。
海老原選手も決まってきた。が,若手選
手と張り合うのはちょっとキツイかも。子

連れの三浦選手は, トーチャンが子供に喰
われて危うく親子喧嘩!? 「お父さん,麦
酒飲む資格無いよ !」 とは,きついキツイ。
でも2機とも素晴らしい飛びっぷりを見せ,
タイムも親子で 4秒差とまずまずの結果だ
った。林選手は尻上がりに調子を上げたも
のの, l Max。 増田選手も,機体に改良の
余地あり !と見た。

優勝の久保田選手,PLGで簡単に 5 Lx。
1秒落ちの石井さん,さ ぞ残念でしたろう。
関沢選手も,痛恨の4 Max+37秒。吉田選
手は,簡単にサッサと投げて選外。連続優
勝がかかっていたのに, l Max。 森田選手

は 4 Maxと健闘したが,パチンコの打ち出
しがもう少しという感じ。古矢選手も,新
型の調整が今一歩のためか, l Maxに終わ

った。小林選手はキットでトライ。機体の

出来はまずまずだったが,キットの素材が
重かったのか, l Maxに とどまった。

〔5月記録会の結果〕

①久保田200秒(P)⑩三浦Jr168秒
②石井 199秒 (P) ⑪三浦 164秒
③関沢 197秒   ⑫小林 163秒
④笠間 196秒   ⑬吉田 162秒
⑤加藤 193秒   ⑭古矢 159秒
⑥森田 192秒 (P)⑮林  158秒
⑦海老原190秒   ⑮竹前 107秒
③大八木189秒   ⑬増田 70秒
⑨平尾 180秒   ⑬秋和  45秒
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YSF(代 々木スカイフレンズ)が東京
・渋谷区の代々木公園に自然発生的に結成

されて20年を迎え,メ ンバーの平均年齢も

かなり高くなって,10年先の30周年記念で

は息切れしてるだろうから,こ の際何か盛

大にやろうと,言い出したのは岩田光夫会
長。自然発生的に実行部隊ができて, この
パーティーが計画,実行されました。
6月 4日 ,新大久保から徒歩10分のホテ
ルス トラーダ新宿。現会員,OB会 員,同
好他クラブ合わせて73人が出席して盛大な

集いとなりました。どちらかというと型に

はまるのが嫌いなFF人間が一つの部屋に
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これだけ集まって,アルコールもたっぷり
入ったのだから,その雰囲気を表す形容詞
は見つかりません。魚眼レンズで全員の記

念写真を写しましたので, これを見てご想

像ください。

このパーティーの準備と平行して,YS
F20周年記念誌を作り,御好評をいただき
ました。170ページのうち半分以上が写真

のページ,その他FF関連の昔の資料や最
新情報もあります。ご希望の方がありまし

たら,送料とも2310円 を郵便振替で下記ヘ

振り込んでください。

郵便振替番号 00170-5-554054

加入者名   代々木スカイフレンズ

Y S F20周年
記念パーティー

勝山

Ю●00"ヽ

彊 :

-4-



なのほ型史
その 1

萱場 達郎

模型飛行機禁止のこと

昭和20年 8月 15日 ,当時の私は胸を悪く
しておりましたので,終戦の報道は自宅で
聞きました。

戦争が終わったということが分かると同

時に, これからどうやって生活をしていく
かということと,模型飛行機がこれから
やっていけるのだろうかという心配がすぐ

に頭に浮かびました。戦争当時,航空産業
と相当関わりをもっていた模型界でしたか

ら,航空産業自体がなくなってしまうので,
当然模型飛行機もできなくなるのではない

編集部よりお断り

ここに掲載の文章は,昨年H月 29日 に亡
くなられた萱場達郎氏が,生前,本誌に寄
せられたものです。氏は,戦中戦後の模型
界の情報に詳しく,お元気なうちにそれら
を書き残してくださるよう,かねてからお
願いしておりました。

1年程前,萱場さんから,「 もう眼が悪
くなって原稿は書けないから,録音テープ
を送ります」との手紙とともに 1本のテー

プが送られてまいりました。萱場さんは

「後は君にまかすから,適当にリライトし
て掲載してください」とのことでした。

秋口に, リライトしたものを萱場さんの

お手元に送り,手を入れて下さるようお願
いしていたのですが,皆さんご存じのよう
に,H月 に事故でお亡くなりになりました。
このため,最終的な萱場さんの添削は受け
ておりません。発表するにあたり,私の知
識不足のため不正確な点があるかもしれま

せんが,ご容赦ください。  〔′lヽ林方〕

か…と予想されたわけです。

当時の私の家は,田園都市線の北洗足の

駅から降りてすぐの所にありまして,そ こ

から歩いて行ける距離の所に東京工業大学

のグラウンドがあり,そ こに通って時々模
型飛行機を飛ばすということをやっており

ました。

そこで,当時の東京大学学生の三善君と

初めて話しをするということもありました。

ところで日本の航空界ですが,戦後しば
らくは, 日本人のパイロットにより,少数
ですが日本の飛行機が飛んでおりました。

これは海外に相当多数の軍人が残っていた

ので,その連絡のための飛行で, 日の丸を
消して,そのかわりに緑色の十字を描いて

飛んでいました。

やがてだんだんとその業務も少なくなり,

12月 に入り,占領軍の布告として新聞にあ
る記事が出ました。それは昭和20年 12月 31

日を期して,一切の航空活動は禁止される
というものでした。

つまり連絡飛行をやっていた飛行機も残

務処理を終わって飛べなくなる。と同時に,

飛行機は持てなくなる。それと同時に飛行

機の研究・製造も一切できなくなるという

ものでした。

ところが, この布告にちょっとおかしな

括弧付きのところがりました。それは日本

側が入れたもので,「従って模型飛行機も
禁止される」と…。私はこれを読んで,

やっぱり来るものが来たのかと実感しまし

た。

12月 31日 ,これでしばらくの間は飛ばし

納めになるかもしれないと,私は模型飛行
機を持って東工大のグラウンドヘ飛ばしに

行きました。この時,ア メリカ兵が 2人 ,
ジープでやって来まして,私の方を見てい
る。何か文句を言われたら, 自分の知って

いるかぎりの英語を並べて,今晩の12時ま
では飛ばしてもかまわないんだと言ってや

ろうと思っていたのですが,何 も言わずに
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去って行ってしまいました。

私の模型の師である北村小松先生は,終
戦当時は報道班員として,特攻隊の基地で
ある九州の金谷基地に行っていたのですが,

戦後間もなく帰ってこられました。先生は,

占領軍の布告のなかで,「模型飛行機禁
止」には疑間を持っていたようで,「模型
飛行機は良いらしい」ということで, ゲリ

ラ的に模型飛行機をやっておりました。

この頃から,北村先生の所に,模型好き
のアメリカ兵が遊びに来るようになってい

ました。それは次のような事情によるもの

です。

当時,有楽町の「そごう」のあるところ
に読売新聞,その向かい側に毎日新聞,そ
して国鉄 (現在のJR)を隔てた向かいに
朝日新聞と,新聞社が集中しておりました。
そのあたりにアメリカ兵相手にビジネスを

する女たちがおり,ア メリカ兵の溜まり場
だったのです。そんな中に,模型飛行機の

好きな者が居りました。

その一人が,新聞社に飛び込んで「模型
の好きな人を教えろ」…。ということになっ

た。朝日には模型の人脈はない,読売も知
らない。毎日は,戦争中「模型航空」とい

う専門誌を発行していて,その編集長が浅
海一男という毎日のトップ記者だった。受

付から回り回って浅見さんのところに行き,

浅見さんから北村先生のところに紹介され

て来ました。

私が北村先生の家に遊びに行ったら,

「アメリカ兵が来ているぜ」と紹介されま

した。これがロレーン・エルネスというノ

ルウェー系の金髪青年で灰色の眼をした17

歳…彼は, 日本に来る前はヨーロッパを

回って来ていたそうで,随分若い時に志願
して軍隊に入っている。アメリカでも相当

若い人を兵隊にとっていたわけです。

その彼が,北村先生の所で,一生懸命エ
ンジンをいじくっているのですね。彼の手

引きで,私もUコ ントロールができました。
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こうしたアメリカ兵の中に, フランシス

0イ チカワ伍長というハワイ生まれの二世

がいました。このイチカワ伍長はGHQの
出した布告をもう一度調べてくれたのです。

そうしたところ,布告で言う模型には,い
わゆる飛ばして遊ぶ模型は含まれていない

ことが判ったのです。

フランシス・イチカワ伍長が,どうして
布告の間違いを見つけたかというと,彼は
当時の多くの二世の軍人がそうであったよ

うに,占領軍総司令部 (GHQ)に勤めて
いる英文を日本文に訳し, 日本文を英文に

訳すという事務屋さんだった。それで過去

の布告を引っ張り出して,それを改めて日

本文に比較してみるということができた。

ですからイチカワ伍長がコピーなんて無い

時代に手書きでその文章を写して持ち出し

てくれて,それを北村先生が浅見さんと検
討して, これは明らかに風胴実験や強度試

験等に使われる模型飛行機のことを指して

いるのであって,いわゆるモデルエアプ
レーンではないという結論に到達した。で

すから,フランシス・イチカワ伍長は,本
当に日本の模型会にとっても大恩人だと言

えます。

この事がロコミで伝わると,今まで慎重
だった人達も,そろそろ模型飛行機に腰を
上げ始めました。

当時,北村先生の家の工作室には,アメ
リカ人が集まり,家の前にはジープや ト
ラックが 5～ 6台ズラーッと並んでしまう

ような状況でした。そして,まだUコ ント
ロールが技術的に確立されていないので,

一緒にやろうという雰囲気でした。

一方,日本の行政当局はどういうものか

ということを,毎日新聞の浅見さんを通じ
て調べてもらいました。

戦争中は模型飛行機が正課だったわけで

すが,占領軍によって禁止された。従って

模型飛行機を作っちゃいけないという次官

通達が出ていたのです。ですから,地方に



よっては,警官に模型飛行機が没収された
という例が年にいくつかありました。

日本側の通達というのは,結果的には,
日本のはやとちりで出してしまったもので

すが,GHQと しては,遊びとしての模型
飛行機まで禁止するような布告は出してい

ない。ですから, これを撤回しようがない

わけです。ところが,文部省はGHQの指
令に従って,そ ういう通達を出してしまっ
た。文字通り法律を運用すれば,警官は模
型を取り締まるということになるわけです。

そこでアメリカ兵とす緒にやっていれば,

捕まらないだろうということで, 日米のマ

ニアによるクラブが生まれることになりま

した。

まず,TIMAC(タ イマック=TOKY0
1NTERNAT10NAL MODEL AIRPLANE CLUB) と

言うのが,毎日新聞社のバックアップでで
きました。さらに全国に○OMACと いう
名称のクラブがうまれたのです。

関西ではKIMAC… 初代会長は大谷さ
んで,これは今でも続いている非常に珍し
い例です。北海道はHIMAC。 それらを
毎日新聞の通信網で結んで全国的な組織が

成立していったのです。

こうした状況は,1951年にサンフランシ

スコ平和条約が締結されるまで:ず二っと
続いたわけです。もちろん後の方になると,

なかば公認で模型活動はおこなわれていた

のですが。つまり法律の上では, この条約

ができるまでは,公式には模型飛行機は認
知されていなかったということなのです。

今考えると,終戦直後,北村先生が捕ま
るのを覚悟で模型活動をやっていた時代が

あったということは,あまり理解されてい
ないようです。終戦後 2～ 3年経ち,黙認
されるようになってから模型をやり始めた

人にとっては,初期の一種の綱渡り的な気
持ちで模型飛行機をやった時代というのが

想像つかないようです。

昭和29年,三善清達君が世界選手権にウ
エークフィールドで参加のためアメリカに

行きましたが,そのへんで模型にとって一
つの戦後というものの区切りがついたので

はないでしょうか。

萱場さんのこと

昨年,萱場さんが亡くなられたとのこ
と,私 もフリーフライト機で,ほんとう
に年少の頃から,雑誌等で氏のことを知
り,不明なところ,調整の仕方など,お
手紙でアドバイスをいただいたりしてお

りました。

特にオートジャイロに目を向けまして

からは,山森さんと共に,いろいろ教え
ていただき,力号オートジャイロⅡ型の
ゴム動カピーナッツスケール機の設計に

あたり,相当のご協力をいただき,た っ
た 9秒でしたがフライトさせることがで

きました。 4年たった今も調整中という
なさけなさではありますが・・・。

山森さんの御助力で,萱場さんが亡く

なられてから,氏の所蔵された力号オー
トジャイロI型 (ラ ジアルエンジン・タ
イプ)の実機の組み立て中および細部写
真のリプリントを数枚入手することとな

り,改めて氏の残してくださったものの
大きさを思うしだいです。

氏にお会いできたのも,今までにたっ
た 2度だけ,それも,お身体の不自由を
おしてのお出かけとあって,本当に頭の
下がる思いでした。

今頃は,空の上で, FF仲間の飛行機
が視界没になって上昇してくるのを,楽
しそうに待っておられるような気がしま

すし, 日本のFF仲間の機体が限りない
大空に吸い込まれて行くよう,引 っ張り
上げてくださるような気がしております。

〔三並喜吉〕

FF Wings  Nh5: -7-



FF海 外 事 情

ョーロッパでは
一大村和敏一

イギ リス流調整法vs.

ロシア流調整法

FlAチャンピオンのM.FANTHAM(GB)
は,一夜漬けで勝ったようです。彼の機体
は,競技の 1週間前に宿舎の部屋で完成し,
寸前に調整が付いたとのこと。
ロシア・チームはこれと対照的で, 1年

間2人懸かりで構造の研究と発航テクニッ

クのコンピューターシミュレーションをお

こなったそうです。だからチームのマカロ

フ (9位)が,新チャンピオンに苦心談を
聞きに行ったとき,上言己のような答えがか
えってきたので,かなりのカルチャー
ショックを受けたそうです。

B.0.M.廃 止の裏話
1994年度のFFフ ォーラム (イギリス)
で,B.0.M.問題に深く関わっていたIAN
KAYNES氏が,廃止の隠された理由を明らか
にしました。

B.0。 M。 つまり自分で道具を作らなけ

ればならない活動だと,スポーッ補助金が
政府から貰いにくい国々があり (これらの

模型界の発展に役立つために),この項目
をおとした, とのこと。いわゆる “スポー

ツ"の定義,そ してカタチのある物を買っ
て領収書を取らないと金を出さない役所と,

現実のFFとの板挟みでB.0。 M。 が潰さ
れたのでしょう。

筆者も,戦後の日本,MAFJ, JMA
の貧乏時代を覚えていますから, これらの

国々の事情はわかります。そしてFFは ,

世界的にカネとチカラのない分野になりつ

つあるようです。

しかしながら,今まで自前でやってきた

FF Wings  Na51                             -8-

日本の模型界としては,このような理由で
B.0。 M.を止める事はありません。たと
えザル規定でも “Bo Oo M。 (自作機にか

ぎる)"と国内級のルールブックにはっき
りと載せておくべきです。

完全無制限 FF競 技
現在のFF競技規格は,ほとんどのもの
が仕様を厳しく縛られ,滞空性能を制限さ
れたものです。そうしないと飛行場を飛び

出してしまい,競技にならないと考えるの
が普通です。この “常識"にあえて挑んで,
完全に無制限のFF競技がイギリスで提案
されています。

機体の大きさ,翼面積,ゴムの量,曳航
索の長さ,モーターランなど全て自由です。
Maxも ありません。そしてラウンド制は,

普通通り3～ 5回だそうです。
これだけでは,常識的には競技になりま
せん。だから,歯止めとして
○予備機は無し

○機体を無くした場合は失格

という,運営上の制限が付きます。
要するに,現在の競技は目一杯飛ばした
ときの最高性能を比べるものと言えるのに

対し, この競技は回収可能な範囲で最大の

滞空時間 (一般に最高性能よりかなり短

い)を出すための,コ ントロール能力を比
べる物と考えられます。つまり,要求され
ることは,飛行条件を判断してその時に最
適な飛ばし方をする能力であり,高性能機
を作る能力ではないのです。

考えてみれば,このアイデアはそれほど

革命的ではありません。イギリスのオープ

ンラバー競技は,10分の性能の機体で 2分

30秒Maxの競技をしているわけですから,

上記の歯止め抜きでコントロール能力を比

べていると言えます。

広い範囲の,さ まざまな潜在性能の機体
が参加でき,風や地形などの悪条件も勝負
のうちですから,いままでの主流競技と一

味違った面白さと普及性がありそうです。



ゴム動力雑論 〔33〕

ゴム動力機の異③

大 村 和 敏

CDH級は,FlBと 同様に重量下限と
動力上限が制限された規格ですが,翼面積
の制限が無い点が違います。だから,翼そ
のものを拡大して性能向上をはかることが

できます。

このような規格でも,縦横比を大きくし
て主翼の効率を向上させる努力が必要で

しょうか。

詳しい重量計算をしてみると,翼面積の
増しかた (後述)と重量増加の間には,
ちょっとしたアヤがあることが判りました。

例えば,スパン方向にだけ10%翼をのば
したとしましょう。この場合は, リブ,ス
パー類,被覆材など,翼の構造材全部が10
%増えたうえ,曲げモーメントが大きく
なった分だけ中央部の補強を要しますから,

重量増加は10%以上になるでしょう。
これに対し,コード方向にだけ10%拡大
した場合は,スパンが変わらないためス
パー類は変わらず, リブと被覆材だけが増
加することになります。このときの重量増

加は,翼の構造によって多少変わりますが,
軽量構造翼では5%程度でおさまります。
ただし,プランク翼, トラス材の多い翼な
ど重構造では重量増加率が大きくなり,ム
クの構造では10%を超すはずです。

CDH機 の主翼拡大の性能変化
(1.6gの 重量分だけ主翼を拡大,全重不変 )

CDH級は重量に余裕がありますから,
翼以外の部分の軽量化によって重量を浮か

し,滞空性能の源である主翼に投入したい
ところです。これが可能な場合,コード方
向に拡大すればスパン方向の 2倍の翼面積

増加がえられるわけです。コード方向とス

パン方向 (この場合は縦横比増のメリット

あり)と ,いずれを選択すべきでしょう
か?

この選択について,「小型機の主翼の構
造と重量」表にあるSOTICH機 (2)の場合
を計算してみると,以下のようになりまし
た。

同機の翼は,スパン914,コード114,翼
面積10。 2dm2,縦横比8.2で, 1本桁構造6.5

%厚,重量は19gです。
まず,スパン方向に左右リブ 1枚分 (38
×2)だけ翼を延長した場合,面積は0。 87
dm2(8.5%),重 量は1.6g増加します。縦
横比は8.2→8.86の増加です。

これと同じ1.6gを投入してコード方向
に翼面積を増すと,こ の翼構造の場合は
コード21■■(18%)ほ ど稼げます。その結
果,面積は1.9dm2の増,縦横比は8.2→ 6.9
の減になります。

1.6gの重量増加は胴体で吸収でき,全
重量 (81g)は変わらないとして両方の性
能変化を比較してみると表のような結果と

なりました。つまり,コード方向に拡大し
た場合は,翼面荷重がより小さく,滑空‐速
度は遅くなるのですが,揚抗比の低下が大
幅で,沈下速度はそれほど減っていないの
です。

さらに,よ り厳密に全機
ベースで考えると,主翼面積
の増加は安定性に影響します。

つまり,両ケースとも水平尾
翼等の増大が必要で,表の性
能向上幅は若干相殺されるの

です。

水平尾翼面積の増加幅は,

項    目 原型機の想定 スパン方向 コー ド方向

飛行速度 V

滑空比 L/D

沈下速度 V■ L/D

(100) 4.Om/s

(100) 8.0

(100) 0.5m/s

(96)3.85

(102)8.15

(94)0.47

3.68

7.65

0.48

翼面荷重 W/S

縦横比 ス′1ン/コ‐ド

(100) 7.9g/da12

(100) 8.2

(92)7.3
(108)8.86
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主翼をコード方向に延長した場合,

(イ )(後モーメントアーム/平均コー
ド)の減少

(口 )よ り大幅な主翼面積増
の理由によって,スパン延長の場合よりも

大きくなるはずです。従って,コード延長

機の性能向上相殺幅はより大きく,差は表
の結果以上に拡大する可能性があります。

■お知らせ

本誌の編集をお願いしています山森喜進

さんの住所が, 6月 より変わりました。

旧住所 0221横浜市神奈川区′鳥越6-5
新住所 0241横浜市旭区若葉台 3丁目

若葉台団地3-2号棟 214号室

今後の御連絡は上記新住所あてにお願い

します。

酬脚酬冊
…
FF競 技会 0催 し物案 内

…
酬脚酬躙

7月 17日  YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕水上機  〔問合せ〕8045-681-
5496高宮茂夫 (夜間)

8月 14日  イージービー競技会  〔時間〕午前 9時～午後 5時  〔場所〕り|1崎マリエン体育館  〔種
目〕イージーB(無制限,1.2g) 〔参加費〕3,000円 (競技に先立ち 6月 26日 , 7月 31
日に練習会があります。練習参加費は各日1,000円 )〔問合せ〕803-3373-1580田 中泰孝

8月 20日  模型航空シンポジウム  〔場所〕航空会館  〔主催〕」MA
8月 21日 YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕おばけ飛行機,水上機 (おばけ

=変形機,△〇□翼,カ ナードその他) 〔問合せ〕8045-681-5496高 宮茂夫 (夜間)
9月 4日 第53回 YSF競技会  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕YSF
9月 18日  YAM航 空ショー  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕なるべくバラエティーに富ん

だ飛行機の参加を ! 〔問合せ〕●045-681-5496高 宮茂夫 (夜間)
9月 25日  松茸大会  〔場所〕鈴鹿市楠たんぼ  〔種目〕国内級 4種目と小型機  〔主催〕CFFC
10月 2日 (予備日10月 16日 ) 全日本国内級競技会  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕」MA
10月 16日 YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕オリジナル機 (会員の 1年の

テーマ発表の意味で…) 〔問合せ〕8045-681-5496高宮茂夫 (夜間)
10月 16日 プレ寒中杯  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕YSF
10月   東京選手会混合級記録会  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕東京選手会
H月 5～ 6日  FiA・ B・ C日本選手権  〔場所〕千葉県万歳たんぼ  〔主催〕」MA
H月 20日 (予備日H月 27日) 第 9回 GpF競技会  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕GpF

〔問合せ〕803-928-6540鈴木毅一

H月 20日  YAM月 例大会  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕先月に同じ 〔問合せ〕●045-
681-5496高宮茂夫 (夜間)

H月 (未定)模 型飛行機フェスティパル  〔場所〕武蔵野中央公園  〔主催〕武蔵野中央公園
12月 4日 二宮賞国内級大会  〔場所〕滋賀県大中ノ湖  〔主催〕KFC
12月 (未定) 東京選手会混合級記録会  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕東京選手会

〔会員配布〕

FF WINGS編 集部
0241横浜市旭区若葉台3丁目

若葉台団地3-2号棟 214号室

0176東京都練馬区桜台4-34-13

山森喜進

小林方
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6・ 7月 の記録
片岡裕行

7月 3日 ,武蔵野グリーンパーク,午前
9時。地上30cmあ たりの気温が40℃ という

条件で始まった 6月 の記録会だが,当 日は

日射病・熱射病患者の発生で,東京都内だ
けでも40数件の救急車発動があったそうだ。

そんな中,飛行機屋諸氏の元気なこと…。
例によって,石井さん,吉田さんがさっ
さとMaxを並べてフライオフ態勢。久保田

さん,笠間さんもそれに続く。大八木選手
は, 8ラ ウンドで棄権。遅れて登場した森

田さんも, 2 Maxを出しながら棄権。今回

は, 2 Lx, 3脱 xを出しながら,今一歩タ
イムが伸びずに終わった選手も多かったよ

うです。余りにも天気が良すぎて,サーマ
ルを読みきれなかったのかも…。

ちなみに,参加14名の記録したMaxは合
計36。 1人平均で約2.6胞 x。 40秒ルールと

はいえ,私が現役だった時代には考えられ
なかったことです。

結局,吉田,石井,久保田,笠間の 4氏
によるフライオフが行われたのですが,優
勝カップは60秒Maxを クリアした久保田選

手の手に落ちました。

FF Wings  Nh52

〔6月記録会の結果〕

①久保田(P)200秒 (43/60)

C)アヨチキ(P)  2001少  (52/34)

③吉田  200秒 (52/6)
④笠間  200秒 (33/43)
⑤竹前  192秒  ⑩田中 170秒
⑥平尾  192秒  ⑪古矢  155秒
⑦加藤  188秒  ⑫林  136秒
③増田 186秒  ⑬森田 135秒
⑨海老原 183秒  ⑭大八木 127秒
(記録は10投中ベスト5ラ ウンドの合計。

カッコ内の数値はフライオフの結果。(P)

はパチンコ使用)
×        ×

7月 17日 , 7月の記録会も武蔵野グリー

ンパーク。

このところ,毎月のようにフライオフで
す。今月も5人が残りました。そんな中,

気の毒だったのは平尾さんで, 2ラ ウンド

の39秒が最後まで祟り, 1秒落ちの199秒

でフライオフならず。PLGの木村さんも
4秒落ち。運とはこういうものなのでしょ

う。

5投連続Maxを決めたPLG森田さん,
6ラ ウンドロでパーフェクトの大八木さん

を尻目に,後半に驚異の 4連続Maxで フラ
イオフに残った吉田さんが,フライオフ 2

投目で見事60秒Maxをオーバーして優勝を

ランチャーズカップ
〓
●●●●●ヨ
］●口●一ｏ●ｏ●０●●●●ロロ
Ｆ
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さらいました。やはり, ドタンバでプレッ
シャーに打ち勝つ図々しさ (?)が FF屋
には必要です。

それまで良い飛びを見せていた他の 4選

手のタイムは,やや不本意でした。
〔7月記録会の結果〕

①吉田  200秒 (18/60)
②森田(P)200秒 (19/39)
③久保田(P)200秒 (27/32)

④稲見  200秒 (20/32)
⑤大八木  200秒 (14/23)

⑥平尾  199秒  ①笠間 173秒
⑦木村(P)196秒  ⑫山下  149秒
③佐藤(P)189秒  ⑬竹前  138秒
⑨加藤  185秒  ⑭林  111秒
⑩島崎  182秒  ⑮古矢  109秒

EZ― B日米通信競
本選会が開催中

茂手木秀次

日本とアメリカの室内機のチームによる

通信競技が行われていることは,すでに何
回かお知らせしました。

今年は,米国東海岸チーム・キャプテン
のトム・バーリー氏より,「 FlDは中止
して,EZ― BO無制限クラスの通信競技
を開催したい」との申し入れがあり, この

挑戦を受けることになりました。

飛行はカテゴリーIの公式会場で, FA
Iルールに準じて行います。タイムは, 5

回以上の公式飛行中,ベスト1回を成績と
します。

現在までのところ,各地の予選会もすみ,
各地区の本選会も8月 から10月 にかけ開催

されますので,室内機同好の方にお知らせ
いたします。

● 8月 21日・葛飾区水元体育館 (東京都葛

食市貶ζ水テ己1-19-1  て,03-3609-8182)

FF Wings  NL52

％
日

日
ョ
日
ヨ

日
ヨ
日

口Ｆ

催し物 口競技会のお知らせ
8888888-8

第 5回模型飛行機
フェスティバル

日時 :10月 16日・午前 9時30分

(予備日10月 30日 )

内容 :紙 ヒコーキ 300機,ラ イ トプレーン(G
pFオ リジナルキット)300機の作り方教
室,飛ばし方教室,計時による飛行認定書
の発給 (希望者),ベテランのデモ飛行。
参加費 :無料,先着順に紙またはライトプレ
ーン配付。

主催 :lul東京都公園協会

主管 :都立武蔵野中央公園

協力 :武蔵野ペーパープレーンクラブ,グ リ
ーンパークフライヤーズ

注記 :ボランティアを募集しています (問合

せは803,3928-6540鈴 木)

8田 88888888

第 10回 GpF競技会
日時 :H月 20日 。午前 8時30分受付開始, 9
時スタート (予備日H月 27日 )

内容 :GpF競技規則による,ラ イ トプレー
ンA固定ペラとR-30,ラ イトプレーンB,
ミニクープ,純スケールとピーナッツ,セ
ミスケール,混合の 6種目。
会費 :1000円。 1人最大エントリー数は他種
目2機まで (2機 目 500円 )

いわき地区チーム (柴田氏他 2名 ),江
戸川地区チーム (林氏他 2名)による公式
戦。

● 9月 17日・葛飾区水元体育館

川崎Aチーム (三沢,間崎,木下氏),
川崎Bチーム (原田,金子,田中氏)によ
る公式戦。

●10月 29日・国立オリンピック記念青少年

総合センター第一体育館 (東京都渋谷区代

々木神園町3-1 ●03-3467-7201代 表)

東京地区チーム (野中氏他 2名 ),新宿
地区チーム (原氏他 2名 ),麻生地区チー

ム (玉井氏他 2名 )による公式戦。
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腑のほ型史
その 2

萱場 達郎

では, 日本の模型界に出てく

のプロフィールを紹介しましょ

ります。

当時の大新聞社は,写真をできるだけ早
く送る手段として,双発の爆撃機を改造し
た長距離機から戦闘機や偵察機を改造した

単発の機体まで,ズラーッと揃えておりま
した。当時の中米や南米あたりの空軍に匹

敵するかそれを上回るくらいの飛行機を

持っていたのではないかと思います。

それと同時に,当時,短波を使うことが
できたのは新聞社だけと言っていいですか

ら,新聞社と学者とメーカーが協力して短
波送・受信機の開発に力を注いでいました。

また,飛行機で写真を送るだけでなく,
電波で画像を送る,また電話回線を使って

送る,つまリテレックス (当時電送写真と
言っていた)といった方面の技術について
は,新聞社の方が軍よりも優れていたので
はないかと思われます。

ですから,当時珍しかったラジコンの分

野で,毎日新聞が三島通隆先生とならんで
ラジコン機を飛ばしますが,それは毎日新

聞社が所有している飛行機との連絡に使わ

れていた無線電話の発振器が,ラ ジコン機
の発振器として使うことができたからこそ

可能だったのです。当時の新聞社の技術部

というのは相当な発言権をもっていると同

時に,今と比較にならないくらい高い技術
がなければ,新聞の発行ができなかったの
です。

昭和15・ 16年,文部省が模型飛行機を学
校の正課に取り入れました。それで,必ず
模型飛行機を作らなければ義務教育は通過

できなかったわけです。それで,毎日新聞
は社の事業として模型を取り上げることに

決めました。そこで原先生の相当強い推薦

で, ドイツからベンシュとニートという2

人のエンジニアがシベリヤ鉄道経由で日本

にやってくるわけです。

当時,毎日新聞というニュースの入りや
すい位置にいて,いわゆる日本的な模型飛

行機では行き詰まる。だからどうせ社の事

る個々の方

つ。

原愛次郎先生
|

まず原愛次郎先生,原先生は後に述べる
木村先生や北村先生より年上で明治20年代

のお生まれです。先生は当時の一高在学中

に,代々木の練兵場だったと思いますが,
ある新聞社主催で,日本で初めてのFAI
ルールにもとづいて行われた競技会に参加

されて,滞空・高度・速度 。距離のうち滞
空を除く3種目に優勝されて,本物の金の
カップを受けておられます。まあ明治とい

う優雅な時代ですね。その後,東大に行き,
卒業後,赤羽飛行機というところに入られ
ます。

これは今はありませんが,岸医学博士と
いうのが,当時軍に納入する飛行機を作っ

ていた会社です。ところが相当資本力のあ

る中島や三菱と競争して倒産してしまう。

そこで,当時日本の民間航空が集中してい

た津田沼にあった白戸飛行機という所に移

られた。

この白戸飛行機というのは,やはりその

時代の航空の先覚者であった奈良原三次男

爵のところで助手をやっていました白戸氏

が,後に自分の名前で会社を起こしたもの

です。そこに原先生は飛び込まれた。そこ

で相当スマートな飛行機を設計されていま

す。

白戸飛行機も間もなく倒産し,それで毎
日新聞に入られて,技術部長の職のおさま
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業としてやるなら,国際的に通用するもの
でなければ…という認識があった。そこで

昭和16年に毎日新聞から「模型航空」とい

う専門誌が発行された。その初代の編集長

になったのが浅海一男さんでした。

原先生は,そ ういう下準備をすっかりや
られてから,国際航空工業という会社の役
員として移られます。ところが戦後, この

会社は跡形もなくなってしまいました。

以前,木村秀政先生と話していたら,
「結局あれは,原さんが偉かったんですよ。
ドイツからベンシュとニー トを呼んで ,

“模型航空"という当時世界で一番程度の

高い模型飛行機の本を発行したと言えると

思う」と言い切っておられました。初版 4

万部だったと思うのですが,あ っと言う間
に完売。そして増刷さえ行われている。こ

の雑誌が終戦直前の紙の割当がなくなるま

で続きます。

「模型航空」の副編集長を勤めたのは,

横田清一郎という人でした。これは毎日新

聞の技術部の人で,工学博士でした。この

人が大変な電波つまり短波無線の権威で,

模型飛行機好きでした。戦前,毎日新聞が
飛ばしたRClと いうラジヨン機の発振器
は実機のものを代用しましたが,受信機は

横田さんが設計して作られた。機体も横田

さんが設計したものでした。

浅海さんは技術屋ではなく新聞記者です

が,ただ模型飛行機は相当お好きだった。
それで模型好きの 2人が編集長と副編集長

となり,「模型航空」という雑誌が創刊さ
れたのですが,原先生はすっかり忘れられ
た形となってしまいました。

ですから,当時の模型飛行機の発展を進
めていたのは,ち ょっとお年が上の原先生

を除いては,木村先生,北村先生,三島先
生,新聞記者の浅海さん, こうした人達が

同年輩の明治30年頃の生まれなのです。つ

まり,模型飛行機以前に友達づきあいが
あったということなのです。ですから戦争
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中,あんな大変な時代に模型飛行機をやっ

ていたという説明もある程度つくのではな

いかと思います。

戦後の,昭和27年頃,岐阜に競技会に行
き,原先生とバッタリお目に掛かった。そ
こが原先生のお里だったのです。ちょっと

ヒチコックみたいな押し出しの立派な方で,

ネクタイと背広の姿しか見たことがなかっ

た私には,着流しでブラリと来られ,「や
あしばらく」と言われた先生には,びっく
りでした。

木村秀政先生
|

木村先生は明治33年生まれで,北村先生
よりちょってお若いのではないかと思いま

す。青森県に幕府の天領の飛び地があり,

そこで御維新に逢い,いわば失業してし
まった代官のご子息として生まれました。

まだ先生が若い頃,父上が仕事に行かれ
た先の台湾で亡くなられた。先生は大学時

代,住み込みで書生をやられ,相当な苦労
をされていたそうです。中学は私立の暁星

中学,ですから先生は英語よリフランス語
の方が強い。高校は一高,大学は当時日本
で一番競争率の高い東大,当時の東京帝国

大学の航空工学をやられて,昭和 7年と思
いますが卒業されました。

木村先生は当時大変な飛行機気違いだっ

たそうです。その頃の同級生プ後の航空局

の小林 (えいたろう)氏の書くところによ
ると,大学の試験中に飛行機が上空を通る
と,試験場を飛び出してしまうほどだった
そうです。

また模型飛行機にも手を染めておられて,

後に私が直接手をとって教えていただいた

りしましたし,個人的にも相当お世話にな

りました。

大学を卒業されて,三菱と中島の両方か
ら引かれましたが,結局,東大付属航空研
究所の技師として研究生活に入られました。



ところが先生の場合は,研究生活に止まら
なかったというのが,先生にとって大変不
幸なことになったと思います。

余談ですが,当時,大変お忙しいので,
模型飛行機の製作は,助手についていた鈴
木茂という人物がやっていましたが, この

人が後に大変な問題を起こしたことは,模
型人の間ではよく知られているところです。

大学の方でも助教授で教えられるという,

大変恵まれた環境で模型飛行機をやって来

られた。私が木村先生と口をきいたのは

ず一っと後の事で,当時は偉すぎて,私が

先生に目礼すると,先生が頷かれるという
風でした。戦争が終わった時,私は15歳で

すから,大学の助教授に口をきけるわけが
ないですよね。

戦後も昭和26年,サ ンフランシスコ平和
条約ができる前のことでしたが,先生が設
計に大きく関わられたA26と いう長距離機,

これを北村先生が小説に書かれるというこ

とになり,木村先生が資料を持たれて北村
先生の家に来られたんです。そこで私は初

めて口をきいたのですが,木村先生は僕の

名前を知っておられました。その時はド

キッとしてしまいました。

また話しがTIMACに 戻りますが,T
IMACの会長をやったのがW.バーナー
ド・ケリーというアメリカ軍中尉でした。

それで,会員証は片面が英文,片面が日本
文のものを作った。TIMACの 会員証を
見せて電車の乗ってしまうという会員が居

ましたが,それほど英文字の威力というの

は大変なものだったのです。模型飛行機を

やっていて警官に咎められたら,これを見
せれば大丈夫で,警官もアメリカの了解を

得ていると手が出せないという時代だった

のです。

サンフランシスコ平和条約が締結されて,

TIMACは 発展的に解消し,MAFJ
(Model Airplane Federation of Japan)

ができ,初代会長を努められたのが木村秀
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政先生でした。

MAF」 がその後発展的に解消されて,
現在の」MAになりました。そのJMAの
会長となったのも木村先生でした。

木村先生は,戦争が終わると同時に東大
を放り出されてしまう。特に航研機とかA
26とか,学者として本物の飛行機の製作に,

戦争時に関わってしまった, ということで

しょうか。他の航空研究所の技師は皆,東

大の教授ないし助教授としてひきとられた

が,木村先生は東大を放り出されてしまっ

たのです。

それで戦後しばらくの間は,先生は愛用
のコンタックスを売ったりという,大変な

生活を続けてこられたそうです。

昭和22年 10月 に,初めて第 1回の模型飛

行機の競技会が行われた時,木村先生と一

緒に写った写真が残っていますが,先生は
その前後から模型飛行機界に関わっておら

れたわけです。

先生は間もなく日大に入られます。当時,

木村秀政と言えば,飛行機気違いの間では

一種の神様でした。落合一夫,佐藤義郎の

両氏は私と同い年,昭和 5年生まれです。

彼らは,木村先生が日大で教えておられる
というので,それまでの大学生活を棒に
ふって, もう一度日大に入りなおすという

ことをやっているのです。当時木村先生は

それだけの魅力ある方であると同時に神様

のような存在でした。

先生は日大でずっと教えて来られて,人
力機等に模型と同様深く関わられて,名誉

教授になられてお亡くなりになりました。

これが実物機との関わりを省略した,木
村先生が関係された模型との話しです。

●編集部より

ここに掲載の文章は,萱場達郎さんが,
生前録音テープで本誌に寄せられたもので

す。文中の記述で誤りのある場合は,責任
は編集部にあります。 〔小林方〕
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プロペラピッチ

測定ジグ
講轟総難鬱藝難難藝覇醤璽艤護構蓋瑠翔饉翻簡灘
ゴム動力機の面白さは,あ る機体仕様に

対してゴム東とプロペラをうまく組み合わ

せて,最高の効率を発揮させるところにあ
ります。だから, FlBな どの記事では,
プロペラ仕様 (直径, ピッチ, ブレード型

など)が重視されるのです。
市販のプラスチック・プロペラを使う機

種でも,上記の事情は変わらないのですが,
ビッチに対する関心はいまひとつ不足で,

エンジン機のプロペラのように (直径×

ピッチ)で仕様を明示している商品はなさ
そうです。

市販の既製品であっても, ピッチの管理,

つまり同直径でも銘柄別に使い分けるとか,

ひとまわり大きなプロペラを切り詰めて使

うとかによって,効率を稼げるはずです。
このようなニーズを考え,市販プロペラ
(D<300mm)用のピッチ分布測定ジグを
考えてみました。

形と構造は,スケッチを見れば自明で,
ポイントは,平 らで狂っていない板を使い,

プロペラピッチ測定ジグ

各部を正しく垂直あるいは平行に組み立て

ることです。

測定ジグに乗せるピッチゲージは,別表
(左)の角度のものを作ってください。
ビッチ角は, ピッチがその位置の半径の整

数倍になる角度で, ジグの半径目盛りを読

んで整数倍するだけでピッチがわかります。

P=3r(角度25.5° )のゲージは,一般的
なプロペラの代表ピッチ位置となる70～80

%半径に相当し,後述するようにプロペラ
の固定にも使うため,一対 (2個)作 りま
す。

測定するプロペラは,ガタつかない直径
のシャフトを通し,測定ジグのパイプに取
り付け,輪ゴムで押さえておきます。それ
から両側に前述の代表ピッチ角ゲージを当

て, ピッチ角が合った位置にピンで固定し

ます。

このとき,プロペラブレードは,測定ジ
グに対して,上から見ても横から見ても平
行になるように注意してください。また,

無理にねじってピッチゲージに合わせてい

ないように,あ りのままの角度に固定して

ください。

代表ピッチゲージ (P=3r)の位置が,
右ブレードは中心より80111111,左ブレードは

82111111になったとすれば, ピッチ(右)は 80×

3=240111111, ピッチ(左)は,82× 3=246■■

姜ちゅうパイフ・ (■だキン棒4)
IDI.2 1D03

中でよい藤鋤雌(r)
厖

c"..,+rArtrtl?qVll')
(N..|～ ll)
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〔別表〕 ピッチゲージ角度

ゲージ

血
P/r ピッチ角

度 tan
１

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

　

０

　

１

1

1.5

2

2.5

③代表

10/3

4

5

6

8

10

9.05

13.43

17.7

21.7

25。 5

28.0

32.5

38.5

43.7

51.9

57.9

0。 159

0.239

0.318

0.398

0。 478

0.531

0.637

0.796

0。 955

1.274

1.592

と読み取れます。同時に, ピッチゲージの

斜辺の目盛りを読むと,その位置のブレー

ド幅がわかります。

ジグに固定されたプロペラに,残 りの
ピッチゲージ (P=lr～ 10r)を順次当て
て,それぞれのピッチ角の半径位置とブ

レー ド幅を読み取ると,表の右側が埋まり,

そのプロペラのピッチ分布,翅幅分布が得

られます。

ただし,一般的には測定誤差や製造誤差

によって,両ブレードのピッチ,翅幅分布

は同一とならないので,全体を平均して解

釈する必要があるでしょう。

ビッチ分布測定結果とりまとめ例

右ブレー ド 左ブレー

半径 r ビッチ P ブレード中冨Wb r P Wb

)例 )

240 30.5

■編集部より緊急のお知 らせ■

小誌は,1987年 1月 に創刊以来,間 も
なく8年を迎えようとしております。そ

の間皆様のなみなみならぬ御支援をいた

だき,52号を数えるにいたりました。

小誌の発足は,萱場達郎さん,山森喜
進さんの発案によるものでしたが,これ

まで小誌を続けてこられたのは,ひとえ
に御両所の模型への強い思い入れがあっ

たからこそでした。

皆さん御承知のように,昨年11月 に,
萱場達郎さんが亡くなられ,私達の小誌
への気力も衰えてまいりました。

8年の間,無償で原稿をお寄せ下さっ

た方々,発起人として陰で力を添えて下
さった方々,そ して百数十名ではありま

すが,月 誌ヽを楽しみにして下さる全国の

方々を考えると,誠に申し訳ないのです
が,萱場さんの死を機に,小誌を今年

いっぱい (11月 発行予定のNQ53を最終

号)で終わらせたいと思っております。
御購読いただいている皆さんには,購
読継続のお知らせと同時に,順次この旨
をお知らせしてきましたが,廃刊を惜し

む声,暖かい労いのお言葉等,多数頂い

ております。

こうした,各地方のお便りを読むにつ

け, FFの情報が,いかに不足している
か (特に地方では)をつくづく感じると
ころです。

特に小誌の発行を通して,よ り強く感

じたことは,一般の人が模型飛行機に興

味を持っても, これを始めるツテや情報,

そして適切な指導者がいかに少ないかと

いうことでした。そうした意味では,残
念ながら,小誌は無力であったと反省す
るところです。

叶うことであれば,小誌の志を継いで

下さる人が出ることを願って止みません。
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属ξ層藝飛行轟
私は相変わらず空き地田んぼで,休日毎
に下手な電動ラジコンの操縦をしておりま

す。一度フライトに行くと,次の休日2日
分くらいは,その機体の修理に費やすと
いったパターンのいつもの生活振りです。

私がラジヨンを始めてかれこれ 4年近く
なるのではないでしょうか。相変わらず墜

落ばかりですが,少 しずつその原因が納得
できるようになりました。これもみな御誌

に掲載された方々の知識によるものと感謝

しております。

当初ゴム動力のFF派の私でしたが,下
手な私は,一緒に楽しんでいた岸根の仲間
の上達に付いていけず,取 り残された形に
なりました。その時,同公園で電動ラジコ
ンが飛行しているのを見て,その滞空時間
の長いことに魅力を感じ,転向してしまい
ました。しかし今でもゴム動力FFは好き
です。特に山森先生のスチレンペーパーの

機体は大好きです。スチレンペーパーは実

に素晴らしい素材です。これを教えてくだ

さり,工作方法や図面をいただき,ま た F
F WINGSも知りました。

岸根公園で電動ラジコンをしていた人に

お願いして,手ほどきを受けて,ユニオン
の一本胴の電動ラジコン機で練習を開始し

ました。しかし初めはクルリと旋回して地

面に激突墜落して,機首がフッ飛んだりし
て,何度も失敗をしました。回を重ねて行
くうちに,いつしか多くの仲間 (先輩)に
出会い,tヽろいろのことを教えていただき

ました。

私は生意気にも自作機を作って飛ばした

く,先輩方の止めるのを振り切るような気
持ちで自作機を作りました。そして飛ばし

た結果,見事に墜落しました。
先輩方は「市販の機体で充分操縦訓練を

してからでなければ無理だ」とか「市販の

機体は,重量的にも強度的にもバランス良
く研究され設計されているので間違いない

が,自作機は,私には難し過ぎる」といわ
んばかりでしたが,それでもいろいろ教授
してくれました。そんなわけで私は頑固に

自作機を作り続けております。もちろん先

輩方の御意見を充分に取り入れて…。今で

はその数も増えて 5機 くらいになりました。

そんな機体ですが,たまには間違って気
持ち良く高空に滞空し無事に着陸する時が

あります。そんな時は機体と共に天高く浮

かれて,鼻唄も自然に出るような気分です。
私の自作機は,強度不足の割りには重量
が重く,バランスも良くないし,ス タイル
も他の人から見れば悪いかもしれません

(私自身は良いと思っております)。 でも

私が自作機にひかれる理由は, 自分の思い

通りに設計し,ほぼ思い通りに仕上がる
(メ カの積み込みや重心の関係で多少の設

計変更をすることもありますが)というこ
との,ただその一点の自己満足感にあるだ
けです。そんな自作機体が,た とえまぐれ
にせよ,気持ち良く飛行したとなると, も
うこたえられない喜びです。そんなわけで

頑迷に自作機を作り続けているのです。

近頃,飛行場所に集まる人の中で,モー
ターグライダーを飛ばしているのを見まし

たが,スパン1800■■ぐらいの機体ですが,
まるでジェット機のように急上昇して高空

に達してしまい,高速で飛行します。まる
でグライダーとは思えないくらいです。

私の機体といえば,280型 6Vの モー
ターを積んだ機体で16dm2の主翼,580g重
量のモーターグライダー型ですが,その飛
行振りは, ヨタヨタとやっとやっと空中に

浮かんでいられる程度ですので,聞 くとこ
ろの大正時代の日本の初期の徳川大尉の飛

んだアンリーファルマン機のように,エ レ
ベーターでの急上昇ができず,階段を一段
一段休み休み昇るような有り様です。

よく皆から「もっと大きなモーターや
バッテリーを使ったら」と言われますが,

私はやはり頑固に 6V280型にこだわって
おります。 (渡辺 猛)

学響 響 薯 薯 響 学 讐
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FF WINGSの 寿冬 了 に ■半 い

購 読 料 α )返 ■ IIIに二 ― い て

厳しい署さもようやく終わり,皆様には, フィールドでの楽しみの準備に余念のな

いことと存じます。

さて,今号の 7頁でお知らせいたしましたが,小誌も,次のm53で最終号とするこ

とになりました。永い間の御愛読・御声援を,心より御礼申し上げます。

小誌の御購読には, 5回単位 (1000円)で御送金をお願いして参りましたので,余

分にお預かりした分につきましては,下記の要領で返却させて頂きますので,よ ろし

く御了承下さい。

① 余 分 ιこ お 預 か り し た二金 額
`D言
十算 0こ ― い て

FF WINGS送付時の封筒上書の,お名前の下に,MO一 〇と記してあります。これは,
一番最後に購読料を送付頂いた時に記入したものです。    .
例えば,「 M46-55」 とある場合は,M45で 期限切れとなり,その段階で2000円を

送金頂き,M46から瓶55まで10回分入金済みという意味です
`

この場合,54・ 55号の 2回分は余分に頂いてますので, 400円を返却させていただ

きます。

② 凛 TI α〕ブアお姜 に■― い =ご

上記①によって計算の結果,返却金額が1000円未満の場合は,郵便切手または小為

替でお返しいたします。小為替は,郵便局にお持ちになれば現金化できます。

返却金額が1000円を越える場合は,現金書留で送らせて頂きます。

③ 凛 II1 0・テ莫月 0こ ― い Tご

切手・小為替の場合は,FF WINGS m53と 同時か,それに前後して普通便でお送り

します。

現金書留は,M53が発行後,精算をした後に順次お送りしますので,少 し遅れると

思いますが,本年以内にはお手元に届くように努めます。

1994年 9月 15日

FF"INGS編集部/小林方





ゴム動力雑論

垂直尾翼

〔34〕

大 村 和 敏

垂直尾翼は,「方向安定をコントロール
するために,一般に胴体後端に垂直に取り
付けられた翼面」と定義されています。

垂直尾翼面積が過少な場合はダッチロー

ル (蛇行)を起こし,過大な場合はスパイ
ラルダイブに入ります。これ等は,いずれ
も方向安定がコントロールされていない状

態です。

ある設計の機体に対する垂直尾翼の適当

な大きさを推定するために,水平尾翼の場
合と同様「容積比」という指標を使います。

「垂直尾翼容積比」は次式で算出します。

Vv=
′v× Sv
b× S

ただし,Vv:垂直尾翼容積比
′v:垂直尾翼の後モーメント
アーム

Sv:垂直尾翼面積
b:スパン
S:主翼面積

この式は,水平尾翼容積比計算式と同様
に,分子,分母とも (長さ×面積=容積)
の形です。ただし,分母の「長さ」がスパ
ンになっており,これは横風などに翼端部
がひっかけられて抗力が急増したときの

モーメントアームです。

水平尾翼容積比には,「ゴム動力滞空機
の場合,おおむね 1～ 1.5」 というような,
一般に適当とされる範囲がありました。こ

れに対し,垂直尾翼容積比は設計によって
バラツキが大きく,上記のような目安はつ
けにくいのです。

ちなみに,同 じW級にしても昔のゴム無
制限時代は,面積は 3 dm2近 くあり,容積
も0.1を上回る垂直尾翼でした。それが,
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最近の40g機は,面積0.5dm2以下,容積比
0.02以下まで減少しています。

このように広範囲の大きさの垂直尾翼が

使われている理由は,重心より前方の機体
側面形が機種によってさまざまで,それが

方向安定に大きく影響する点にあります。

ある機体の平面と側面の投影図を考えて

みましょう。平面図の場合,主翼と水平尾
翼以外の部分の投影面積は小さく,設計変
更によってもその形や面積が大幅に変化す

ることはありません。だから,主翼と水平
尾翼以外の部分の影響は小さく,主翼と水
平尾翼の仕様値だけから算出された「水平

尾翼容積比」の変動は狭い範囲におさまり,

信頼性の高い指標として使えます。

これに対して側面図の場合は,まず垂直
尾翼は水平尾翼より小面積ですから,その
他の部分の面積変動がより大きく影響しま

す。そして,機首側面積は,機首モーメン
トアームや上反角の増減,パイロン,キャ
ノピー,キャビンなど形式の変化,空転ペ
ラや固定脚などの付加物の有無など,設計
によって多様です。

このような式に含まれていない諸要因を

加減しなければならないので,垂直尾翼容
積比という指標だけを見ると非常にバラツ

キが大きく,そのままでは使いにくいので
す。だから水平尾翼容積比ほど一般的に利

用されず,主翼面積に対する比率など,簡
便法によって垂直尾翼面積を決定している

場合が少なくないのです。

幸いなことに,垂直尾翼面積は水平尾翼
面積のように規定によって制限されておら

ず,胴体片側だけの小翼面ですから,現場
で簡単に面積を増減できます。だから,簡
便法による暫定面積を,現場で飛ばしなが
ら増減して煮詰める方法が,実務的と言え
ないこともありません。ちなみに,昔は実
機でも垂直尾翼面積決定に手こずったよう

で, DCl～ 3, B17など生産型の垂直尾
翼がプロトタイプと大幅に変わっている機

体が,少なからずあったのです。



酬躙酬脚
… FF競 技会 口催 し物 [言阜i言:内 側酬躙酬躙

9月 17日  EZ―B日米通信競技・地区別記録会  〔場所〕葛飾区水元体育館  〔内容〕予選会通過チー
ムによるEZ― B。 無制限クラスの記録会  〔主催〕」IAC 〔問合せ〕●044-511-1755茂
手木秀次

9月 18日  YAM航 空ショー  〔場所〕横浜・根岸森林公園  〔課題〕なるべくバラエティーに富ん
だ飛行機の参加を ! 〔問合せ〕8045-681-5496高宮茂夫 (夜間)

9月 25日 松茸大会  〔場所〕鈴鹿市楠たんぼ  〔種目〕国内級 4種日と小型機  〔主催〕CFFC
10月 2日 (予備日10月 16日 ) 全日本国内級競技会  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕」MA
10月 16日  YAM月 例大会  〔場所〕横浜 。根岸森林公園  〔課題〕オリジナル機 (会員の 1年の

テーマ発表の意味で…) 〔問合せ〕8045-681-5496高宮茂夫 (夜間)
10月 16日  プレ寒中杯  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕YSF
10月 16日 (予備日10月 30日 ) 第 5回模型飛行機フェスティパル  〔時間〕午前 9時30分  〔場所〕

武蔵野中央公園  〔内容〕紙飛行機,ラ イトプレーンの作り方・飛ばし方教室  〔主催〕
0東京都公園協会  〔問合せ〕803-3928-6540鈴木毅一

10月   東京選手会混合級記録会  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕東京選手会
10月 29日  EZ― B日米通信競技 口地区別記録会  〔場所〕国立オリンピック記念青少年総合センター第

一体育館  〔内容〕予選会通過チームによるEZ― B・ 無制限クラスの記録会  〔主催〕」 I
AC 〔問合せ〕●044-511-1755茂 手木秀次

H月 5～ 6日  FlA・ B・ C日本選手権  〔場所〕千葉県万歳たんぼ  〔主催〕」MA
H月 20日 (予備日H月 27日 ) 第 9回 GpF競技会  〔時間〕 8時30分受付開始  〔場所〕武蔵野中

央公園  〔種目〕ライトプレーンAと R-30,ラ イトプレーンB, ミニクープ,純スケー
ルとピーナッツ,セ ミスケール,混合の 6種目 〔主催〕GpF 〔問合せ〕●03-928-6
540鈴木毅一

H月 20日 YAM月 例大会  〔場所〕横浜 。根岸森林公園  〔課題〕先月に同じ 〔問合せ〕8045-
681-5496高宮茂夫 (夜間)

12月 4日 二宮賞国内級大会  〔場所〕滋賀県大中ノ湖  〔主催〕KFC
12月 (未定) 東京選手会混合級記録会  〔場所〕大宮たんぼ  〔主催〕東京選手会

鶉
］

FF WINGS編 集部
0241神奈川県横浜市旭区若葉台

3丁目3-2-214  山森喜進

0176東京都練馬区桜台4-34-13   小林方〔会員配布〕
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FF WINGS終刊のご挨拶

「フリーフライト仲間の機関誌を目指す」

をモットーに,FF WINGSは同人誌として,

1987年 1月 に創刊されました。

その冒頭には,主旨と発刊までの経過が
書かれています。以来 8年間に亘り,編集
部としては存続に努力した心算ですが,結
果としては萱場さんが亡くなられた現在,

前号でお知らせした通り,本号m53を最終
号として残念ながら終わりとなりました。

本誌を通じて何回も原稿募集のお願いも

致しましたが,なかなか集まらなかったの

が実情です。しかし,一部の方は非常に協
力的に,ま た積極的に参加して下さり,そ
のおかげでm53まで存続することが出来ま

した。投稿者の総数は80名近くに達し,貴
重な体験や工作のノウハウ,模型飛行機の
理論と実際,海外の模型事情,国内の情報
等をはじめ,貴重な資料の数々を提供して
いただきました。

大村和敏さん,勝山彊さん,村田昭二さ
ん,松田恒久さん,鈴木毅一さん,茂手木
秀次さんはじめ,多 くの方々が本誌をここ

まで支えて下さいましたことを深く感謝し

ております。

フリーフライトと一口に言っても,その

FF Wings  Nh53

間回は非常に広く,どの一つをとって見て
も,奥行きの深いものばかりで,各種目で
それぞれ永年にわたって,工作に飛行に専
門の知識を持って日夜創意工夫と経験を積

み重ねている方も,大勢いるはずですが,
投稿していただけなかったのが残念でした。

振り返って見ますと,毎号多い時で10名 ,
少ない時で 7～ 8名 ぐらいの投稿をいただ

き,それが本誌を支えて下さいました。
また,編集,ワープロ入力,コ ピー,発
送にあたっては,その殆どを岡本勲さん 1

人の奉仕によって続けてまいりました。小

冊子とはいえども大変な労力で心からお礼

申し上げます。

1993年 1月号 (m42)か らは, Yo S.F.
の倉田泰蔵さんが, ご好意で,本格的な印
刷を無報酬で引き受けて下さいました。心

からお礼申し上げます。お陰様で皆様の会

費で赤字にはならずに済みそうです。

m53を以て廃刊するにあたり, 8年間を

振り返って長いようでもあり,短かったよ
うでもあり,複雑な気持ちです。
参考までに 1号あたりの投稿者数は平均

7～ 8名程度,多 くて10名,投稿回数では

最高は大村さんで90回,次に勝山さんで60

回,村田さんの36回と続きます。投稿総数
は390で した。会員の皆様ありがとうござ

―
i―

いました。 山森喜進



ゴム動力雑論 〔35〕

垂直尾翼
'②

大 村 和 敏

機首側面積の垂直尾翼容積に対する影響

を除去するために,その大きさによって整
理してみると,図のように比例関係が浮か
び上がり,垂直尾翼容積比の選択幅はかな
り狭まります。ここでは,機首側面積の大
きさを,機首モーメントアーム (重心位置
～機首先端の長さ)で近似していますが,
何とか使える精度です。

グラフおよび推定式に使ったサンプルは,

図の注に示すようにFlBを中心とする中
～大型滞空競技機で,折リペラ,細い胴体,
脚なしまたは引き込み脚という形式です。

垂直尾翼容積比=

0.10

Jll垂直・

(FlA,

Ｌ
６
％

無制限時代のW級 (W∞)は,機首モーメ
ントは80gWと同じくらいですが,空転ペ
ラ,太い胴体,固定脚のため,垂直尾翼容
積比は50%く らい大きくなっており,推定
式計算よりは除外しました。つまり, この

グラフの推定線は,ある範囲の空力的洗練
度の機体を対象としたものであり,洗練度
の低い設計はより大きな垂直尾翼を必要と

します。

グラフの各グループの平均 (0印)を見
ると,機首モーメントアーム,垂直尾翼容
積比は,長期的に低下傾向にあることがわ
かります。その極限状態の例として, Fl
Aグライダーを※印で記入してありますが,
同一傾向にあると言えます。

従って,少なくともFlB級およびそれ
に近い空力的洗練度の機種 (CDH,Rな
ど)は,このグラフを使って垂直尾翼容積
比を求めることができるでしょう。

WO019機 の平カ
(計算には不

′

＼Ⅲ+17

I.O W40(87～ 93年 )14機 1〔推定式〕
Ⅱ.。 W40(77年) 21機 卜垂直尾翼容積比
Ⅲ.口 CDH(80g) 14機 | =0.1437× 機首モーメント比-0.0024

平:軍♀品長61撃;g):機 |  |(グ
ラフの春線)|   ′/′ρ

`

I・
。
WQO_｀

~´
 2i糠 |  |        1    /ら

Ⅶ.△ OPEN   9機 | |      |   ノ

´

口
　

　

　

´イ
△
・
一
′
／
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機首モーメント比 (」錘
識諄召井

」L)



しかしながら,現実に垂直尾翼の大きさ
を決定するときは,有効縦横比を考えなけ
ればならないと思います。縦横比の大きな

翼は迎角 1度あたりのCL値の増減が大きく,

失速迎角は小さくなります。垂直尾翼の場

合,縦横比を大きくすれば利きは良くなる
かわりに有効角度範囲は狭くなるわけです。

例えば, FFのスロープソアリンググラ
イダーの機首についている,コ ンパス操舵
垂直のような極端な高縦横比垂直は,普通
のFF用垂直尾翼の 2倍くらい利きが良い
と考えられます。だから,このレイアウト
を借用すれば,面積は1/2になり,抗力も
半減するわけです。ところが,有効角度範
囲も1/2になり,急旋回時に失速する可能
性も生ずるのです。

つまり,垂直尾翼の縦横比を大きくすれ
ば,利きが良く小面積 (容積)で済む反面,
有効角度範囲が狭くなり,縦横比を小さく
すれば面積 (容積)を大きくしないと利き
が不足し,それだけ抗力も増加するという
ジレンマがあるわけです。

急旋回の程度は,垂直尾翼のモーメント
アーム (重心～垂直尾翼空力中心)と ,旋
回半径の比率で判断します。一定の旋回半

径の場合,モーメントアームの長い垂直尾
翼ほど機軸方向より偏れた気流が当たるか

らです。

FlB級は長期的に後モーメントアーム
が長くなっており,垂直尾翼の縦横比は小
さくなっています。つまり,最近になるほ
ど相対的に急旋回滑空になり,それに対応
して垂直尾翼の有効角度範囲を増やすため

に縦横比が減少していると解釈できるので

す。

ところで,「有効」縦横比と前述したよ
うに,垂直尾翼の利き (1度あたりのCL増
減)は垂直尾翼の寸法から算出した実縦横
比だけで決まるものではありません。

例えば,垂直尾翼が水平尾翼の上に取り
付けられている形式では,下側に本体より
大きな翼端板が存在することになりますか
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ら,その有効縦横比は実縦横比の 2倍近く
になるでしょう。また現在主流と言える,

水平尾翼の前方に取り付けられた垂直尾翼

にしても,下側の翼端渦の相当な部分が水
平尾翼にせき止められ,整流されてしまう
ため,有効縦横比は実縦横比より大きくな
るでしょう。

従って,現実の垂直尾翼の大きさは,容
積推定値と縦横比と取り付け形式によって

定まるのです。 (完 )

☆ ☆
「雑論」の結びに代えて

長らくお読みいただいて有り難うござい

ました。ゴム,プロペラ,主 0尾翼,胴体
と各部の説明が一通りできました。

筆者はBOM主義者です。模型飛行機の
楽しさは,自分で形を決めるところから始
まると考えています。

模型機の入門書は,東,萱場,山森各先
生ほか,立派なものがありますので, “雑
論"は,これらと重複しないものを目指し
ました。機種をゴム動力滞空機に絞り,各
部を実例をあげて定量的に説明し,読者の

方々が自分で仕様数値を選びやすいように

したつもりです。また,翼型が薄くなる,
尾翼は小さくなるといった歴史的傾向にも

触れるようにしました。
“雑論"のデータを活用して,独自の機
体を作って頂ければ幸いです。

〔編集部より〕

大村和敏さんには,35回にわたり,FF
の理論的な分析をいただきました。

筆者よりいただいたお便りでは,まだ数

回の記述が必要なようでしたが,小誌の事
情により,無理に今回を最終回として,ま
とめていただきました。筆者にも読者の

方々にも不十分な点のあったことをお詫び

し,大村さんの永い間のご助力に,心より
お礼申し上げます。

なお本記事で不明の点などございました

ら,小誌編集部気付で大村様あてにお便り
いただければ,転送いたします。
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今年春頃より,FF WINGSの終了をお知ら

せしたところ,実に多くのお便りをいただ
きました。私どもには,過ぎた労いのお言
葉もあり,「 FF界には,それほど情報を
待ち望んでいる人達が多いのか…」と改め

て知りました。

少々手前ミソにはなりそうですが,こ う
したお便りの一部を紹介し,小誌の志を受
け継いでくださる方の現れることを願って

やみません。

一 ―FF WINGSの廃刊,残念に思います。
ましてやこれまで文字通り献身的に編集

発行を続けてこられた方々のご胸中如何ば

かりかと,お察し申し上げます。
私共は,成人教室でインドアプレーンの
面白さを知った仲間が集まって作ったグ

ループで,発足してからようやく2年半ば
かりになります。

メンバーの大半は定年退職者と家庭の主

婦で,まだまだ他人様に申し上げられるよ
うな技術のレベルではありませんが,それ
でもぼつぼつと仲間も増え,いまでは20人
ちかくになっております。

そのような私共にとって,あまり長いと
は言えぬお付き合いでしたが,貴誌は毎号
回覧し, この世界に開かれた窓のような役

割を果たしてくれていました。皆様のご努

力にあらためてお礼申し上げます。そして

本当にご苦労様でした。

(川崎市/Lke― off代表・玉井清造)

□ □
永年楽しく有意義な冊子をありがとうご

ざいました。いつも拝読するばかりで, ご

協力できなかったことを,深く反省いたも
ております。   (市 川市/太田正史)

□ □
永い間楽しく読ませていただいた貴誌が

53号で終了されることは,非常に残念です。

編集の苦労も考えず,読むばかりでした
ので,下手の文でも投稿したほうが良かっ
たのではと思っています。

最後にふさわしい誌面を期待しています。

(東京都江戸川区/上山光一)
□ □

FF WINGS購読については,常々お世話に
なっております。

先日いただきましたお知らせによります

と,今年いっぱいで終わらせたいとのこと,
毎号楽しみにしておりましたので,寂 しい
限りです。    (調 布市/細川輝男)

□ □
拝啓,猛暑の中にも益々のご健勝のこと
と存じます。

グリーンパークも汗ダクダクですが,サ
ンデー毎日の方をはじめみな元気で楽しん

でおります。あの原っぱ,大きなヒマラヤ
杉があり,その下は軽井沢,け っこう健康
保持によいようです。

FF WINCS廃刊近しとのこと,残念でなり
ません。やや記事内容が私には高度であり

ましたが, FF者にとっては選択手段のな
い環境の中で,参考となることも多々ござ
いました。加えて新参クラブGpFに とっ
てはクラブ宣伝の場として活用させていた

だき,誠に有り難うございました。
飛行機の飛んでいる写真とのお話しも一

時ございましたが,当方のなまけのため,
今日まで実現せず,申 し訳ありませんでし
た。

グリーンパークにぜひ飛ばしに来てくだ

さい。 (東京都練馬区/鈴木毅一)
□ □

初めて筆をとります。永い問,楽しませ
ていただきました。一オールドフアンとし

て萱場さんの突然の不幸,残念に思います。
フリーフライト誌のなくなるなかで,FF
WINGS,毎号楽しく読ませていただきまし

た。今度,終刊とのことですが,永い問,
御苦労さまでした。また機会がある節はお

願いいたします。 (伊勢原市/清水郁雄)
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□ □

年内で終刊とのお知らせに驚いておりま

す。萱場さんは,昔々のポピュラ・サイエ
ンス増刊号の時代から,その作品 0記事に
数多く接し,お会いすることはありません
でしたが,他界されたとのよし,誠に残念
に思います。

山森さんには,YAMの 師匠として,い
ろいろご指導を受けておりますが,このと
ころ体調の故か,根岸公園等でもお会いす
ることなく,また,このM51によりますと,
若葉台へ転居なさったとか。暫くお伺いし

ていなかったのですが,ち ょっと御無沙汰
しすぎてしまいました。

本誌で思い出すのは,m5臨 時増刊号で
ザノニア特集をされた時に,やはりYAM
のメンバーであった吉田さんから,航空朝
日 (18年 11月号)の コピーを見せられ,こ
れに出ている写真の鮮明なものがないかと

聞かれたことがありました。

私は単に写真が必要なのかと思い,手持
ちの資料を漁って,タ ウベの写真など幾つ

かコピーを送り,ついでに航空朝日のオリ
ジナルを所有しているが,とにかく紙質が
悪くコピーしても鮮明には写らないだろう

と申したところ,そのオリジナルが入手で
きなくて,写真を探していたとの由で,是
非譲って欲しいとのこと。進呈したことを

思い出します。その吉田さんも,今は療養
入院中です。あの雑誌も吉田さん宅の書棚

に収まっていることと思います。

さて,終刊となりますと,いろいろ名残
惜しいことですが,致 し方のないことなの
でしょうね。何のお手伝いもできず, 日本
の貴重な雑誌のひとつが消えて行くのを見

守るよりないのを残念に思います。

(相模原市/小林靖尚)
□ □

毎度楽しいFF WINGSを読ませていただき,

ありがとうございます。

このたびの廃刊のお知らせを受け,大変
残念に思っております。

小生,現在は,ハ ンドランチとウエーク
を手掛けておりますが,その音はインドア
で日本選手権も経験し,FF WINGSでの最近

のレベルに驚いているところです。

このような情報誌がなくなってしまうこ

とは,特にFF屋にとっては寂しい思いが
するのは私ばかりではないと思います。

かさねて,FF WINGS編集部諸氏に御礼申

し上げます。   (り :1越市/海老原清)
□ □

毎号楽しみに読ませていただいた「FF W

INGS」 が読めなくなると知り誠に残念です。

編集部の皆様におかれましては,永年本
当にお疲れさまでした。

会費を返却していただけるとのことです

が,会費返却の代わりに一つお願いがある
のです。貴重な資料として,FF WINGS創刊

よリファイルさせていただいているのです

が,欠落している部分があります。この部
分をコピーして送っていただけないでしょ

うか。編集部の皆様のご健康とご発展を心

からお祈り申し上げます。

(桑名市/中條吉治)
□ □

拝啓,秋空高くアウトドア・ライフには
最適の季節となりました。

いつもたのしいFF WINGSを拝見させても

らっていましたが,次号で最終号になると
のこと,誠に残念に思います。
永い間のボランティアの誌面作り,大変
な御苦労の結果を私達が楽しませていただ

いたことに対して,何の寄稿もご協力もで
きなかったこと,即さずかしく,申 し訳なく
思っています。

全国にはまだまだ機械・電気等にたよら

ない素朴なフリーフライトに魅力を感じて

いるフアンも多いと思われますが,貴誌は
その方々の希望を永い問充分に満たされて

来たと感じています。本当に有り難うござ

いました。今後もお身体大切に御活躍され

ますこと,お祈りいたします。
(吹田市/石井芳治)
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□ □

貴誌FF WINGSは地方在住の小生達には唯

一の中央からの情報誌でありました。

小生は室内飛行機ならびに,RCプ レー
ンの愛好者です。従って市販誌には見られ

ない情報や,理論等本当に参考になり,励
まされました。

地方ではほとんどインドアプレーンの愛

好者は長続きせず,貴誌に励まされながら
も開店休業状態ですが,各地で活躍されて
いる方々の記事をなによりも楽しみにして

おりました。

事情により最終号ということ,大変御苦
労様でした。また,萱場様のご冥福をお祈
り申し上げ,編集部の皆様の今後のご活躍
を祈念いたしております。

(郡山市/山崎幸司)
□ □

前略,m53を最終号とするむねのお知ら
せを拝見いたしました。残念至極ですが,

致し方ないことと思います。

小生67歳ですが,10年ほど前から始めた
ゴム動力のFFスケール機の面白さに心を
奪われ,すっかりのめりこんでおります。
仲間のベテランに教わり,購読を始めてお
りました。毎回楽しませていただき,有り
難うございました。

永い問本当に御苦労様でした。まずは御

礼まで。 (横浜市/佐藤昭二郎)
□ □

いろいろお世話になります。FF WINGSの

終刊の件大変残念に思いますが,編集・配
付など大変なことだったと思います。私も

コレクターの会の会報の編集や印刷・配付

など,苦労した経験があり,ボランティア
活動の苦労がよく判ります。

これまでの御努力に心より御礼申し上げ

ます。

また,先日はエンジン・コレクションに
関する記事を掲載していただき,有り難う
ございました。お蔭様にて 2人のかたから

お手紙をいただき,エンジンも拝受いたし

ました。もしNQ53にスペースがありました

ら,これらの方々をはじめ,皆様の御協力
に感謝の気持ちを伝えていただけないで

しょうか。   (東 京都港区/藤室皓)
□ □

廃刊のお知らせ,ま ことに痛心に堪えま
せん。

小生は現在病弱で,実際のフライトは一
切やっていません。10年ほど前ころまで,

野中先生の御指導をいただきながら,室内
機をつくり,飛ばしていたことはあります
が,その後絶えてやっていません。
貴誌を購読していたのは,実際上の必要
からというよりは,貴誌のような雑誌の存
在が,実に嬉しくてたまらないからであり
ました。

その貴誌が廃刊とは,一一何か,日本と
いう,この国の貧困さが痛感されるような
気がしてなりません。

粗大で,功利的で,実際的なことばかり
追求し,それが栄える日本…。逆な世界は
生存しにくいこの日本…。野中先生の室内

機の世界がいっこうにいい展開を見せてく

れない,この文化的に,やはり,貧困とい
うべきこの国のことが情けなくなります。

グチを申し上げても,何にもなりません
から止めます。

ただ,貴方様方,ご関係の方々の,今後
のご健勝をお祈りし,いつかまた,この世
界が復活する日のありますことを,心から
期待するばかりです。

短い間でしたが,あ りがとうございまし
(郡山市/横井博)

□ □

貴誌発行打ち切りの件を承り,ま ことに
残念に存じます。しかし今般の御事情,ま
た貴誌が皆様のボランティア活動によって

継続されて来たことを考える時,これ以上
を望むのは読者のわがままであると痛感致

し,改めて 8年間の御努力に最大限の敬意
を捧げる次第でございます。有り難うござ

いました。 (東京都品川区/野田廣太郎)

た 。
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私のほ型史
その 3

萱場 達郎

北村小松先生
|

北村先生は明治33年,青森県の八戸市に
生まれました。大変な素封家の生まれで,

実家は新聞を発行していました。そこの家

の長男として生まれました。長じては大変

な演劇青年で,映画が好き,同時に大変な
飛行機好きで,子供の頃から模型飛行機を
作っていたそうです。

そういうわけで,まず飛行機の設計技師
たらんと志して,中学を出たあと上京して,
東大の予備的存在の一高を受けて失敗され

て,二番目に好きな慶応の英文科に入りま
す。

在学中から,土方与志が主催し,小山内
薫が指揮をとっていた築地小劇場に入り,

研究生として勉強していました。在学中か

らいろいろな企画等を発表されていました。

また,やはり在学中にサンデー毎日の懸
賞小説に当選し,当時まだ直木賞・芥り:1賞
のない時代に,文壇にデビューされました。
それだけのことを在学中にしてしまったわ

けです。現在の寺山修二とか唐十郎を上回

る活躍ぶりでした。

模型飛行機もずっと作り続けてこられた

前号で紹介したMAF」 (JMA=日 本模
型航空連盟の前身)の会員パッジ (昭和22
～24年頃。写真提供・平岡久治氏)

FF Wings  No53

お元気だった頃の木村秀政先生 (右)と萱場
達郎氏 (左)一武蔵野市グリーンパークにて

わけです。また本物の飛行機関係にも,当
時のマスコミを通じて付き合いがありまし

た。

それで,毎 日新聞で飛行機にとても強い
新聞記者の浅海一男さんとか,華族で模型
をやっていた三島通隆さんとか,そ ういう
人々との付き合いができていきました。

大学卒業後,北村先生は,小説家として
の道よりも脚本家としての道をとって松竹

に入社されます。そこで,も非常に大きな仕

事をされます。

その当時の事を書いた映画の本を見ると,

必ず北村先生の名前が出てくる。例えば日

本で最初の トーキー映画が作られたのは,

松竹の「マダムと女房」という映画なので

すが,それの脚本を北村先生が書かれてい
る。

当時映画界というのは,それほど重く見
られていた職場ではなくて,大学出が入る
ような職場ではないと思われていた。それ

で先生の実家の方からは,小説家なら大目
に見るが,活動屋になるとは何事かと,勘
当に近い扱いを受けていたのだと思います。

こうした事情から,先生は,その後は脚
本家の仕事は手を抜いて,嘱託という形に
して,小説の方に力を入れられるようにな
ります。
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私が北村先生にお日にかかったのは昭和

13年でした。

北村先生の家が大森区南洗足140番地で,

私の家が72番地でした。つまり2プロック

半ぐらいしか離れていない。当時の北村先

生の奥さんが,マ ミーという今でいうプ

ティックをやっておられ,そ この店で ドレ

スを仕立てていたのが私の母でした。それ

で仮縫いなどに付いて行って,私が飛行機
の話しばかりしている。

それで,そんなに飛行機が好きなら一度

遊びにいらっしゃい,ということで伺った

のが昭和13年のことでした。この時初めて

エンジン機を見て,また飛行機の翼にクリ

ヤラッカーを塗るということを知りました。

また,当時,接着剤はすべてニカワでし
たが,セメダインCのようなセルロース系
の接着剤で接着するということを知ったの

も,その時が初めてでした。

〔編集部より〕

萱場達郎さんから送られてきた 1本目の

テープは,以上の内容で終わっていました。

昨年10月 には,これに続き北村先生の思
い出や,戦後模型界の歴史・人物像を語っ

てくださるとの電話がありましたが,11月

末に失火で亡くなられてしまい,ス タート

早々に中絶してしまいました。

今,萱場達郎 (本名・忠雄)さんは,東

京都大田区・池上の本門寺にある萱場資郎

氏のお墓の隣りに葬られているそうです。

×   ×

振り返ってみますと,FF WINGSの スター

トは,萱場さん,山森さんとの「 FF仲間
の情報交換の場が欲しいですね…」という

雑談が発端でした。そして, 8年間継続し

てこられたのも,ご両所の無償のサポート
のおかげでした。「儲かるようになったら,

山分けしようね」などと,冗談半分に萱場
さんと喫茶店で語り合ったのも,今は懐か
しい思い出となりつつあります。

最後になりましたが,筆者の方々,各ク
ラブで小誌購読の取りまとめをしてくだ

さった方々,数えるときりがないくらいの

人々にお世話になっております。ここに厚

く御礼申し上げます。

〔FF WⅢ厖事務局よりお知らせ〕

永い間 FF IINCSを ご愛読いただきありが

とうございました。

小誌は,こ のm53が最後となりましたので,

余分にお預かりしておりました購読料を下記

要領でお返しいたします。

〇購読者の購読期間は,封筒上書きのお名前
の下に「mO一〇」とぁりますが,今月号
がm53ですので,m54以後の代金が余分に

お預かりした金額になります。

○返却金額が1000円未満の場合は,郵便切手
または小為替に計算書を添えて,小誌 (m

53)に同封いたしますので,必ず御確認く
ださい。Jヽ為替はお手数ながら郵便局にお

持ちになれば現金化できます。

○金額が1000円を越える場合は,清算の上,

後日,現金書留で送らせていただきます。

(今年中にお手元に届くようにいたします)。

〇これら購読料の返却手続きについては,下

記でおこなっておりますので,不明の点は

お問いあわせください。

0176東京都練馬区桜台4-34-13小林方
FF WINCS編集部 岡本 勲
803-3994-5085

罫鐵躙鱚婢
第53号 1994年H月 15日発行 〔会員配布〕

FF WINGS編 集部
0241神奈り|1県横浜市旭区若葉台

3丁目3-2-214

0176東京都練馬区桜台4-34-13

山森喜進

小林方
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